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は　し　が　き

マイノリティ問題についてはすでに幾多の研究がある｡地球規模で進む国家の再編(分

裂､統合)や異民族間の交流(抗争､対立)を背景として､国境やエスニシティの境界

削ミ大きく揺らいでいる現状の中で､長く近代社会を規定してきた国民国家の概念がそ

の有効性を問われている現実はあまねく知れ渡っている｡運輸･通信技術の急激な発達

はもとより､産業･経済構造のグローバル化､政治･社会問題の広域的展開によって､

多民族･多文化･多言語共存-の移行は世界の大部分の地域において否応なく進展する

現実となっている｡言うまでもなくそうした諸地域に生を営む個々人のアイデンティテ

ィもまた､言語的､文化的および政治的レベルで新たなあり方が模索されている｡

こうした状況において､マジョリティとマイノリティの関係を相互対立の相において

検証しつつ､その将来的な融和･統合･協調の方途を探る作業がすぐれて有意義かつ不

可欠であることは論をまたない｡しかし世界情勢の将湊化と共に､マジョリティとマイ

ノリティの敢別が必ずしも容易ではなく､両者を単純に対置する図式がもはや現実に適

合しなくなっている事例も数多く指摘されている｡むしろ今後問題とすべきことは､マ

イノリティ集団を単にマジョリティに対する利害共同体として一括することを超えて､

マイノリティ内部で進行しつつある様々な格差や差別を検証し､それによって一層錯綜

し分裂しつつあるマイノリティ構成員の内的･外的存在様態を明らかにすることである

と思われる｡

以上のような状況は､現代文学においても様々なあらわれを見せている｡とりわけ異

民族･異文化間の様々な関わり合いの中で､周辺部(ないしは二つの社会を隔てる境界

線上)で表現活動を行なっているマイノリティ作家たちにあっては､創作活動は多くの

場合に政治問題と密接に結びつき､個人レベルでのアイデンティティ問題くその確藩､

確立､再構築にかかわる苦闘)から､最終的には地球規模での民族の平和的共存の可能

性を探る試みまで､極めて広く深く現代史を象徴するものとなっている｡しかしその背

景となる歴史的な状況も､またその中で苦渋の言語選択を強いられるに至った経線も極

めて多様であり､その多様性は結局のところ当蕨する周辺集団の内的多様性を反映しつ

っ､問題の単純二元論的な把握を許さない複合的な関連系を指し示しているのである｡

本研究は､従来のマイノリティ研究の豊かな成果をふまえつつ､今まで必ずしも十分

な光が当てられてきたとは言い勇軌､マイノリティ内部の重層性に焦点を当て､マイノリ

ティ作家の内面で行なわれている劇的な創作活動がマイノリティ問題として表出するメ

カニズムをより豊かなかたちで明らかにしつつ､一層錯綜し分裂しつつあるマイノリテ

ィ構成員の内的･外的存在様態を明らかにしようとするものであった｡そしてそこから､

新たな複合的アイデンティティに対する文化政策･教育政策を含めてのより広範な社会

承認の方途を探り､多文化･多民族問題-の新たな視点と展望を探ることであった｡

今､所与の研究期間が過ぎたことにより､ここに研究成果を発表する｡もとよりこれ

は最終的な結論ではありえず､単なるひとつの経過点に過ぎない｡本研究が扱った問題

が現代の国際社会の中でますます緊急性を増しつつある状況を見るにつけ､今後とも研

究の一層の深化を期待するものである.
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現代ドイツの｢移民文学｣をめぐる諸問題
-ある在独トルコ人女性作家における文学と現実-

島途健一

Ⅰ

現在ドイツ国内に居を定めているトルコ人はおよそ200万人を数える｡在独外国人

約720万人(ドイツ総人口の約9%)のなかで､トルコ人は最大のグループ(定住外

国人の約28%)であり､ 2位の旧ユーゴ(約11%) ､ 3位のイタリア(約8%)を大

きく引き離している.)｡トルコといえば､ 11世紀にヨーロッパとアジアを結ぶ要所に

国家を構えて以来､政治･経済･文化のすべての領域においてヨーロッパ諸国と浅か

らぬ交渉を繰り返してきた歴史がまず思い出されるであろう｡しかしその千年を超え

る悠大な時の流れに比して､在独トルコ人がドイツ内政において重大な関心事となっ

てゆく経過は､驚くほど短い歴史しでしかない｡発端は1961年､ (旧酉)ドイツがト

ルコと労働者招碑の二国間協定を結んだことにあった｡

第二次大戦後の経済復興期において深刻な労働力不足を解消するため､ドイツは国

外から労働力を導入しなければならなかった｡労働者招碑の二国間協定を結んだ相手

国は､トルコの他にイタリア(1955) ､スペイン(1960) ､ギリシア(1960) ､モ

ロッコ(1963) ､ポルトガル(1964) ､チュニジア(1965) ､旧ユーゴ(1968)な

どに及んでいる｡それらはいずれも経済的に｢後進国｣と目される国々であり､戦後

の混乱期に内政上の諸問題が国民の生活を圧迫していた国々であった｡そうして流れ

ゆく水がおのずと流れゆく水路を兄いだしてゆくように､大量の外国人がドイツに移

住した｡その経緯は西欧自由主義イデオロギーに基づいた経済グローバリズムの一形

態であったと言えるであろう｡そしてこの場合のグローバリズムにおいては､労働力

の送り出し国と受け入れ国の双方にその推進力が存在していたのである｡

第二次世界大戦後､トルコでは急激な近代化･工業化の流れのなかで都市部-の人

口集中が進んだ2㌔伝統的な農村集落からの移住者の多くは日雇い労働者として底辺

の生活に甘んじ､街には失業者があふれ､都市の周辺部には突貫工事による非合法急

造家屋(ゲジェコンデュ｢一夜建て｣ )が乱立して都市の景観を変えていった｡もち

ろん変わったのは景観ばかりではない｡それはまた都市の経済構造であり､都市と農

村との関係であり､急激な外的変化におけるトルコ人の内的意識であった｡ドイツと

の二国間協定が結ばれたのはまさにそういう時期にあたっていた｡この協定によって､

国内での境遇に満足できない労働者たちの多くが､生活に活路を兄いだすべくドイツ
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に移住していった｡

彼らはドイツ経済の急場をしのぐために招かれた外国人労働者(Gastarbeiter)と

して､ドイツでの短期間の就労ののちに帰国することを期待された｡そのために措置

されたドイツ政府の施策は､短期的人員交替制(ローテーション･システム)であっ

た｡しかし仕事にもドイツ語にも理解を深めた外国人労働者を祖国に送り返し､再び

新たな外国人労働者を受け入れて職務に習熟させるのは､雇用する側にとって不経済

極まりないことである｡ドイツの雇用者が政府のローテーション政策に必ずしも従わ

なかったのは当然のことであったろう｡また外国人労働者たちも､一定の職場と収入

を得て､帰国することを欲しなかった｡

その後1970-80年代になると､ ｢労働力｣として単身ドイツに移り住んだ人々は

祖国から家族を呼び寄せるようになる｡家族と合流した外国人労働者たちはいよいよ

ドイツに腰を落ち着け､そこからさらに二世･三世の子供たちが誕生していった3㌔

現在､在独外国人一世たちの多くは第-線を退き､年金生活に入っている｡すでに子

供たちがドイツに定住していることに加え､ドイツの医療･社会保障が祖国に比べて

充実していることを考えてみても､彼らにとって老後を祖国で過ごすべき理由は少な

い｡ ｢ドイツは移民国ではない｣とするドイツ政府の公式見解にもかかわらず､ ｢外

国人労働者｣は｢移民｣となり､ドイツは実質的に｢移民国｣になった｡

二国間協定は､オイルショックによる経済不況を背景として､ 1973年に廃止される

ことになる｡しかしトルコ人の数は､ 1983年にドイツ政府が帰国奨励策を打ち出して

帰国者を援助したために､ 1984年には一時的に減少するものの､一貫して増え続けて

いる｡そうして在独トルコ人は現在ドイツ総人口の2.5%を占めるまでになった｡し

かしその40年の歴史は決して平坦な道を歩んできたのではない｡

第一は市民権の問題である｡ドイツ政府にすれば､外国人労働者たちはあくまでも

暫定的にドイツに滞在するのであって､用が済めば帰るべき人々(Gast ｢客｣ )であ

った｡彼らはあくまでも｢労働力｣であって｢ドイツ国民｣ではなく､外国人労働者

の市民権には最初から十分な配慮がなされなかった｡事実として定住しているにもか

かわらず､集会･結社･移動･職業選択の自由､選挙権､公職-の就任など､多くの

点において彼らは今なお著しく不利な状況に置かれている4㌔

第二に､外国人労働者たちは､劣悪な労働条件のもとでドイツ人が嫌忌する仕事に

従事することになった｡例えば､鉱山で採掘作業に従事する外国人労働者は同職種の

全就業者うち29.5%を占めている｡同様に製鋼では23.6%､組立作業で29.7%､土木

現場で23.0%､日雇い･臨時雇いで29.3%､清掃業･廃棄物処理で19.3%である6㌔

いわばドイツの産業の底辺を支えるこれらの職種は､今や外国人ぬきでは考えられな

くなっている｡

第三に､彼らはヨーロッパ社会に浸透した人種差別意識､異民族蔑視の風潮にさら
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され､社会のなかでの異質者として迫害を受けることになった｡差別意識が向けられ

たのはアジア･アフリカ系の外国人ばかりではない｡ヨーロッパの｢後進国｣とみな

された国の人々(イタリア人など)も､同じ差別意識の対象となったのである｡とり

わけ近年､ドイツ最統一後の混乱や経済不況のあおりを受けて国内の安定が揺らぐに

つれ､外国人排斥の風潮が一層強まっている6㌔

さらには､第二､第三世代の問題もここに加えるべきであろう｡現在18才以下のト

ルコ人の70%はドイツで生まれている7㌔彼らは祖国を知らず､母国語よりもドイツ

語を流暢に話す｡そのような若者にとって祖国とは､両親の休暇中に旅行でかりそめ

に訪れる場所にすぎない｡トルコ人家庭の内部で､文化の衝突が起こっている｡

以上のような問題から､多民族共存にかかわるアイデンティティ問題の困難さがあ

らためて浮き彫りになる｡それは単純に相反する二方向に引き裂かれた二元論に帰着

させて済ますことのできるものではない｡外国人をめぐる複雑な状況を僻略しつつ､

多様なレベルから成り立つ複合的アイデンティティを追求するためには､少なくとも

以下のようなアスペクトが考慮されるべきであろう｡

①自己実現としてのアイデンティティ

異郷で虐げられている外国人は自己充実感や生の充実感の喪失に直面する｡まず自

分が自分であることの実感や確信を個々の人間として獲得する必要がある｡このアイ

デンティティは､自己充足している間は意識されないものであり､その欠如によって

危機あるいは危機の象徴として立ちあらわれるアイデンティティであると言える｡

②社会的アイデンティティ

人間は他者という鏡によって自己を認識し､社会というコンテクストのなかでの相

対的な位置を決定する｡それは制約を受け入れて自己の独自性をある程度放棄するこ

とにより他者との共存をめざすものであって､自己制御としてのアイデンティティと

言える｡しかし優劣が初めから確定し､強者のみが自己主張を許される状況では､そ

の本来的な次元での十全な確立は困難である｡

③外国人としてのアイデンティティ

｢違う｣ことはむしろ積極的･肯定的に評価されるべきであろう｡多様性は生産性

のひとつの重要な基盤である｡しかし｢外国人｣であることによって著しい不利益を

強いられる境遇のなかでは､異文化との接触による新たなアイデンティティ-の模索

は挫折せざるをえない｡祖国でのアイデンティティは失われ､それでいて異郷でのア

イデンティティは確立せず､ ｢どちらでもない｣と｢どちらでもある｣との間を動揺

することになる｡

④多民族共存-のアイデンティティ

異民族は最初から｢違っている｣のではなく､特定のイデオロギーを背景として

｢遠くなる｣のである｡それは｢事実｣ではなく｢認識｣の問題としての人為的な
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｢違い｣であろう｡異質性の強調は､常に他者の排除や自己優越感と裏表の関係にあ

る｡むしろ｢違い｣の認識から｢共通性｣の確認-と視点を移すこと､そして人類と

いう太い幹から枝分かれしている諸民族の共通の基盤を求めることこそ､異質性を乗

り越えて互いに求め合うべき自己抑制のアイデンティティの根拠である｡

一方､外国人問題は裏返せばドイツ人自身の問題となる｡多数の外国人の移住は､

その受け入れ国の社会的コンテクストの変化を引き起こさないではおかない｡それは

当然のことながら､そのなかで暮らすドイツ人のあり方にも連鎖的な作用を及ぼして

ゆく｡ドイツ人自身が､外国人の存在をふまえた上でのアイデンティティの再検討･

修正･確立の必要性に直面していると言える｡

さらには､ EU統合にともなうヨーロッパ全体のアイデンティティの変容が進行し

ていることも視野に入れなければならないであろう｡外国人問題は今や全ヨーロッパ

的問題となっている｡そうしたなかで､攻撃的･排除的アイデンティティをもって近

代世界に君臨したヨーロッパ中心主義は大きく修正されなければならない｡

Ⅱ

外国人労働者をめぐる厳しい状況のなかから多くの文学作品が生まれ出た｡もとよ

り文学の何たるかについては古来よりの幾多の議論があり､とうてい一義的に定位す

るものではない｡しかし少なくとも､人間を取り巻く状況が人間を動かして表現-と

駆り立てるとき､そうして表現されたものが別の人間を動かすならば､それは文学の

最も基本的なあり方のひとつであると言える｡外国人労働者やその子孫たちは､自己

を取り巻く幾重もの苦難によって突き動かされ､そこに様々な発露の形態を与えてい

った.そうして生まれ出た一群の文学作品は､外国人文学(Auslanderliteratur) ､

移民文学(Migrantenliteratur / MigrationSliteratur) ､外国人労働者文学

(GaStarbeiterliteratur) ､多文化間文学(Interkulturelle Literatur)などと呼ば

れて､未だにその呼称が定まっていない｡それらの名称はいずれも､必要ではあるに

しても十分な成り立ちを表出していないからである｡そこにすでに外国人問題にかか

わるアイデンティティの形態の複雑さの一端を見て取ることができる0

それらの作品の担い手たちは､ドイツに移住してからドイツ語を学んだ人々であり､

その子供たちである｡ドイツ語として未熟であるという一般的な判断(先入観)にさ

らされながら､彼らは本来は母語ではないドイツ語で執筆する道を選び取った｡母語

ではない言語で語ることの意味は､まさに複数の文化のかかわり合いのなかに探求さ

れるべきであろう｡そこには少数外国人をめぐる高度に政治的な問題が本質的に不可

欠な構成要因として内在している｡政治(現実)と文学(芸術)の相克が極めてアク

チュアルなレベルで活性化せざるをえない宿命のなかに､これらの作品群の大きな力
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と悲劇とが共存している｡

現在､ドイツ語で執筆する非ドイツ語圏出身の作家は少なくない8㌔　そしてそれら

の作家たちによって生み出された作品は､アイデンティティをめぐる錯綜を多彩に映

し出している｡トルコ出身の女性作家､サリハ･シャインハルトも､そのようにして

自己と民族の抱える苦闘を様々な作品のなかに描き出しているひとりである｡

サリハ･シャインハルトは､ 1951年､セルジュク朝の古都コンヤに生まれた9)｡父

は農村から都市に移住した臨時工であり､スラム街に住む貧民労働者のひとりであっ

た｡母親はイスラム教の狂信的な宗徒組織に参加し､伝統的な倫理感を極度に重んじ

る人物であった｡幼少時のサリハ･シャインハルトにとってはコーランが唯一の書物

であり､シャインハルトが就学すると母親は教科書を隠したり燃やしたりしたという｡

この母親との葛藤をくぐり抜けながらシャインハルトは学校に通った0 14才のときに

神学を学ぶドイツ入学生(ブレーメンの牧師の息子)と知り合い､密かに文通するよ

うになる｡一方､シャインハルトの文学的資質は早くから芽を出し､ 15才から16才に

かけて地方の文芸誌に短篇を発表している｡郷里でイスラム様式の結婚式を挙げたの

ち､ 1967年にはトルコでの学業を放棄してドイツのブレーメンに移住する｡ 1968年

にはドイツで婚姻届を出し､ 1969年に息子が生まれている｡夫の両親には暖かく迎え

入れらたにもかかわらず､ドイツ語を話せないシャインハルトは､必ずしも異民族に

対して開かれていないドイツ社会のなかで孤立感を深めた｡新婚夫婦の台所事情は苦

しく､シャインハルトは裁縫師､ウエイトレス､スチュワーデスなどの職を転々とし

て家計を維持しなければならなかった｡ドイツ語はそうしたなかで学ばれたものであ

る｡ 1971年からゲッチンゲン教育大学で教育学を学んだのち､基幹学校の教師を経て､

ノイス教育大学の助手を勤める｡ 1978年から1981までノルトラインーヴェストファ

ーレン州において在独トルコ人労働者家族に関する研究プロジェクトに参加した｡

1982年､シャインハルトは離婚し､息子は父親のもとに留まることになる｡ 1984年､

ドイツにおけるトルコ人子弟-のイスラム教授業を研究テーマとして博士号を取得｡

1985年から1987年までオッフェンバッハ市の書記を勤め､その後も同地に居を定め

ている｡シャインハルトは現在もなお(ドイツにおけるトルコ人)女性問題に取り組

みつつ､講演会や朗読会を精力的に催すかたわら､活発な執筆活動を続けている｡

Ⅲ

1983年､ハノーヴァ-の外国人問題委員会によって外国人問題をめぐる講演会シリ

ーズが提唱され､ ｢連邦共和国の外国人-統合､周辺化､アイデンティティ｣とい

う総合タイトルのもとに､同年10月から翌年1月にかけて同地の市民大学で開催され

た｡そのなかでシャインハルトは､ ｢工業化社会における伝統的トルコ家族の崩壊?
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女性の役割､第二世代､文化間アイデンティティ｣というタイトルで講演した｡この

講演には､やがてシャインハルトが文学作品というかたちで扱ってゆくことになるテ

ーマと問題意識が鮮明にあらわれている｡

シャインハルトの関心は､一貫して､ ｢生まれたときから奴隷の扱いを宿命づけら

れている10)｣女性の立場を訴え､擁護することに向けられる｡トルコ東部と西部､

都市部と　農村部､社会階層という視点からトルコ人家族における構造的問題を複合

的に検証する必要性を確認した上で､シャインハルトは主として農村部に見られる伝

統的なトルコ家族の秩序と家族構成員の序列システムを播きだす｡基本的に祖父母､

両親､子供の3世代からなる大家族において､構成員は社会的･経済的な保護を受け､

帰属意識を共有することができる｡介護を必要とする老人や病気の親族も､この大家

族のなかで庇護を受ける｡その一方､家族の内部では厳しい道徳的規律が支配し､構

成員たちはそれぞれの役割を分担しつつ､家族のなかでの地位に応じて権威と発言権

を持っている｡それらは､イスラムの戒律にその根拠を求めつつ､性別を明確化させ

た養育によって保持され､伝承されてきたものである｡

家族の秩序は第-に性別による区分によって成り立つ｡それは男性上位を原則とす

る不平等のシステムであり､女性に求められる道徳的規範は常時男性によって厳しく

監視されている｡たとえば男性は他の女性と接触する自由があるのに対して､女性は

家族のなかに留まって他の男性との接触を避けなければならない｡結婚を解消するこ

とができるのは男性だけであって､女性には離婚の自由は許されない｡近代化のなか

で市民法によって女性も弁護士を通じて離婚することができるようになったとはいえ､

旧来の結婚様式は今なお一般的に守られている｡

モラルの次元での性別の厳密な区分に対して､仕事負担のレベルでは性別による区

分はあまり意味をなさない｡すなわち､女性には男性に比して厳しいモラルの錠が課

せられる一方､男性が分担すべき重労働にも携わらなければならない｡ここでも男性

優遇の原理がはたらき､常に女性の方により厳しい状況が強いられる仕組みになって

いる｡男性は比較的自由な時間を得て､男性だけが入ることのできるカフェーで茶を

喫し､カードゲームに興じ､情報を交換することができるのに対して､女性たちは､

家事万端の他に老人や病人の世話､家屋や納屋の管理､畑の耕作･収穫などの仕事に

従事しなければならない｡言うまでもなく男性には､子供の世話や料理をするという

ようなことは考えも及ばない｡それは女性占有の仕事である｡さらに女性は､冬のた

めに備蓄食料を準備し､家畜の糞と乾草を混ぜた燃料を作製する｡

教育の機会においても､女性は著しく不利な状況に置かれることになる｡女性には

幼少時の早い時期から母親の役割が振り当てられるため､通学を継続することはほと

んど考えられない｡さらに女性は､イスラムの影響を受ける因習に従って､非常に早

く結婚してしまう｡そこに家族生活の貧困が加わり､男性にとっても著しい困難を伴
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う就学の機会は､女性にとってはなおのこと厳しく限定されることになる｡ ｢ただ単

に女性であるというだけの理由で､彼女たちは最初から教育システムの利点と恩恵か

ら排除されてしまうのである｡ ll)｣

性別の次に重要な基準は年齢である｡家族内での位置は年齢によって決まる｡家族

の最長老の男性が家族構成員に対する最高の指揮権を持つ｡これは女性にもあてはま

り､最長老の女性が女性の間では最大の権限を持つ｡外部から家族に入った嫁は､当

初は家族の他の女性より低い位置に置かれ､年少の義姉妹よりも発言権は低いが･家

族内での適応力､仕事上の能力､子供の出産数に応じて序列を上げてゆく｡

以上のような状況を概観しつつ､シャインハルトは｢社会の多くの部分が女性によ

って支えられているにもかかわらず､女性には､自由思考､自由な意見表明､就学､

職業選択､自分自身の人生についての自由な決断ないしは少なくともその決定-の参

加など､最も基本的な人権さえ認められていない12'｣ことを訴える. ｢従ってトル

コの少女たちは､家族が都市へ移住しないかぎり､生涯を村落の枠の内部で過ごす

ことになる｡ 18,｣千年の歴史を持つ伝統的倫理観が女性の隷属を｢神の意志14'｣と

して容認してきたのである｡

ドイツとの二国間協定によって多くの女性たちが祖国を去ってドイツに移住した｡

しかし彼女たちを待ち受けたものは未知の葛藤であり､祖国よりもさらに厳しい状況

であった｡ドイツで職業に従事しないトルコ人女性の孤立は深い｡家のなかに閉じこ

もりきりになるために､職場での夫や学校での子供について外部から情報を得ること

ができない｡そもそも言葉が通じず､社会的コンタクトが欠如せざるをえない｡異質

な文化のなかで家族の役割は変化し､暗黙のうちに認められていた権威も失われてし

まう｡その一方で､家族の名誉はもちろん､異郷のなかで民族の名誉をも守らなけれ

ばならない｡その拘束力とストレスは､異質の文化的環境にあって､むしろ祖国にお

けるよりも強いものとなる｡ ｢ふたつの文化にまたがる個性を双方の文化の均衡のう

ちにはぐくむことは事実上不可能である｡ここで間穎となっているトルコとドイツの

全く方向性の違う文化の場合にしてもそのことはあてはまる｡そういうわけでトルコ

の少女がアイデンティティの危機に直面しても､彼女たちはそれを独力で克服するこ

とはできない｡実際彼女たちは､ドイツで全く予期せぬかたちで出現した問題と取り

組むすべを学んでこなかったし､彼女たちに特有のその葛藤をのちの結婚にまで持ち

込むことになったのである｡ 16〉｣

大体のところ女性の位置はドイツ-の移住によって変わらなかった｡とりわけ家族

呼び寄せでドイツ在住の夫と合流し､職を持たない女性の場合はそうであった｡教育

の欠如により､彼女たちは伝統的な価値観と生活様式に固執した｡他方､自立-と踏

み出した少数の女性は､しばしばトルコ人のグループには受け入れられなかった｡劣

悪な居住環境､不十分な健康保険と社会保険､なれ親しんだ家族の秤や村の共同体か
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らの離脱などの状況は､男性と女性とでは異なる結果をもたらした｡男性は家族外部

でアルコールや他の女性との関係によって紛らすことができるのに対して､女性はそ

うした困窮から逃れるすべを知らず､夫の暴力にも絶えなければならなかった｡しか

し男性も厳しい状況を免除されていたわけではない｡夫が失職し､妻が代わりに働か

なければならない場合には事態は一層深刻なものとなる｡ ｢とりわけ男性と女性の役

割の交替､働いている妻に対しても子供に対しても夫の権威が失墜したこと､これが

家族崩壊の主たる原因である｡ 16)｣もちろん最初からそうだったわけではない｡

｢これらの人々は完全に健康な状態でドイツ連邦共和国にやってきた｡ドイツに来る

前にイスタンブールでドイツ人医師の診断を受け､異常なしと診断されたのである｡

その後15年から20年のあいだに､彼らはドイツ社会にも母国出身者社会にも適応でき

ず､肉体的にも精神的にも破綻してしまったのである｡ 17〉｣失職することによって

夫が家族を扶養する誇りを失い､人格破綻して妻に暴力を奮うというモチーフは､シ

ャインハルトの作品に頻出するものである｡

Ⅳ

シャインハルトの代表的な作品としては『生きたとも言えずして死にゆく女たち』

(1983) ､ 『三本の糸杉』 (1984) ､ 『そして女たちは血の涙を流した』 (1985) ､

『愛､私をさいなむ欲望』 (1992) ､ 『彼らは夜闇を引き裂いて行った』 (1993) ､

『都市と少女』 (1993) ､ 『月光のたわむれ』 (1996)などがある｡これらの作品

には､明らかにパターン化された特定のモチーフが強い求心力として働いている｡主

人公はすべて女性であり､物語は常に女性の視点から語られる｡物語のなかでは常に

女性の置かれる立場に焦点が当てられ､女性の視点から擁護される｡そうして描かれ

るのは､トルコの伝統的な家族のなかで貧困と旧習に苦しみ､あるいはドイツに移住

して働きながら逆境のなかで苦闘する女性たちである｡ただちに理解されるように､

それはシャインハルト自身がたどってきた生の軌跡と一致するものである｡ 『都市と

少女』と『月光のたわむれ』など､さながら作者自身の分身であるかのごとく､主人

公が女性作家として登場する作品も少なくない｡なかでも『都市と少女』は､主人公

の幼少時における葛藤､ドイツ入学生との出会いと結婚､ドイツ-の移住と離婚など､

自伝的な色彩の濃い物語が多く綴られる｡

主人公たちは常に一貫した指向性を持ち､自分をとりまく境遇に反抗して外部をめ

ざしてゆく｡ ｢小さな女の子であったときにすでに､私は外の世界に出ていくように

定められていることを知っていた｡ 18〉｣少女の反抗は､まず伝統的なモラルに固執

する母親に対して向けられる｡ ｢他の子供たちは子供らしくしていてもよかったのに､

母は私たち皆にお祈りの数珠を手に握らせ､ありがたい文句を暗記させて繰り返し唱
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えさせた0 .9)｣そ　ういう母親像の設定は､因習的倫理観のシンボルとして､やはり

シャインハルトの諸作品を貫くものである｡そこには幼少時の唯一の書物はコーラン

であったというシャインハルト自身の境遇が重ね合わされ､就学ののちには教科書を

隠したり焼いたりしたシャインハルト自身の母親のイメージが塗り込められているの

であろう｡外出したときには常に目を伏せて歩くようにと母親が少女に要求するとき､

少女は反抗する｡ ｢私はいつも目を伏せて舗道の石を数えていたくはなかった｡私は

反抗した｡ […]そうすると家に帰ってから母は､モラルについて､また女の子はい

かにあらねばならぬかということについて､私に長々と説教するのだった｡ 20)｣そ

うして母親の倫理感をことごとく否認しつつ主人公は言い切る｡ ｢母のなしたことの

何もかもが､今私が母をこうして私の最大の敵とみなすようにしむけたのだ｡ 21'｣

それは結局のところ家族のなかで自主性を封じられて隷従しなければならなかった

女性たちの生き方(生かされ方) -の反発であり､決別宣言である｡ ｢女たちは結婚

し､死ぬまで夫のもとに留まった｡結婚は天において結ばれたものなのだから｡たと

え夫の顔が金輪際我慢できないものであっても､彼女たちは夫と一緒に眠り､子供を

産んだ｡教会でのアーメンと同様､ここでは出産は生活の一部だったのだから｡そし

て彼女たちは死んでいった｡神様が彼女たちを他の者たちよりも愛し､天のみもと-

呼び寄せたのだから. 22'｣そのようにひたすら自分を押し殺して他者に服従するこ

とが､結局のところ女性たちにとっての美徳なのであった｡ ｢両親の庇護の巽の下で

注意深く世話されること､のちには夫に面倒をみてもらうこと､生涯の間どんな危険

にも出会わないこと､そしてどんなことも自主的に行なってはならないこと｡それが

礼節と呼ばれていた｡あたかもそれが誇るに足る偉大な業績であり､価値ある闘いで

あるかのごとく｡ 28)｣

少女は家庭の息苦しさを逃れ､貧しい村落社会を脱出して､都市-移住する｡しか

し都市の生活もまた悲惨なものであった｡ゲジェコンデュで営まれる貧民の悲惨な生

活は､村落の苛酷な環境での生活と並んで､シャインハルトの諸作品のなかで執物に

繰り返されるモチーフである24㌔微細な点にいたるまで激しい情念をこめて描写さ

れる多くのエピソードは､言うまでもなくシャインハルト自身の経験に由来するもの

であろう｡ 『都市と少女』のなかで定職を得ることができずに酒浸りになる父親も､

シャインハルトの実際の父親の姿を伝えているのかもしれない｡ ｢私たちふたり[母

と娘:引用者注]は､いつ父親が帰ってきて家庭が再び地獄に変わるかしれないと､

不安でたまらない気持ちを押さえながら黙っていた｡明日という日にも､また何ら良

いことの期待できぬこれからのことにも､私たちは確かな気持ちを持てないでいた｡

しかし私自身は､遅かれ早かれこの地獄から､どこであれ逃げ出したいという希望と

決意をも感じていた. 26)｣

そうして主人公はさらに外国を憧れめざす｡憧れの国はもちろんドイツである｡
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｢私たちは皆好奇心にかられていた｡私たちはドイツのことをもっと知りたくてたま

らなかった｡私たちはお互いに尋ね合った｡私たちの男や女を吸い込んでゆくこの国

はどこにあるのか｡そこに行くまでに何日かかるのか｡そこはどんな様子をしている

のか｡人々は､街並は､どんな様子なのか｡そこにもゲジュコンデュがあり､そこに

も水道や電気や大通りのない村があるのだろうか｡そこでも子供たちがたくさん死ぬ

のだろうか. 26)｣

少女たちはドイツ-と旅立つ｡しかしドイツは非欧米系の外国人に対して必ずしも

好意的ではない｡ 『彼らは夜闇を引き裂いて行った』の主人公たちは､ドイツ入国の

のち周囲から隔絶された施設に収容される｡ ｢私たちを取り囲む塀は鉄でできている｡

それは高々とそびえ､扉は重い｡ 『お前たちの安全のためさ』と門番は言う｡ 27)｣

もちろんそれはドイツ人自身の安全のためだったのである｡ドイツは約束の地ではな

く､待っていたのは新たな苦難であった｡ ｢私の夫の国では最初は地獄だった｡私は

生活してゆくために全力をふりしぼらなければならなかった｡何度も私はくじけた｡

仕事のきびしさゆえではない｡私の周りの人々の冷たさと無情さゆえに0　28)｣

祖国での生活も新しい国での生活も､どちらも結局は｢地獄｣と呼ばれることにな

る｡そしてそのふたつの地獄の間を彼女たちは紡復する｡居場所はどこにもない｡

｢私は定まった立場を持たずに生きている｡方向を指し示してくれるものもなく､私

は私の両親の故郷と異国との間に立っている｡私は故郷を持たない｡ 2f')｣

Ⅴ

｢私は岩の背に座って過去を求める｡私はあるものからあるもの-と逃走した｡そ

のふたつは同じものだった｡私は知っていた｡書くことによって過ぎ去った二千日の

徹底的な掘りおこしを始めなければならないだろうと. 30)｣

そうしてシャインハルトは､脱出しても同じところに行き着いてしまう救いのない

循環を飽くことなく書き続けた｡それは様々なレベルで繰り返され､水面に広がる波

紋のように､同じ中心の周りを幾重にもとりまく円環となってシャインハルトの作品

世界をどこまでも押し広げてゆく｡その営みを一貫して支えるものは､決して是認す

ることのできない理不尽さ-の激しい怒りである｡しかしシャインハルトが繰り返す

貧困と脱出の物語は､単純にトルコとドイツという文化の違いによる相克に帰着させ

てしまうことはできない｡作品中の少女の口を借りてシャインハルトは語る｡ ｢私の

罪は女として生まれたことだった. 31)｣ハノーヴァ-での講演でシャインハルトが

訴えているように､それは｢生まれたときから奴隷の扱いを宿命づけられている｣女

性の立場の不条理-の抗議である｡そしてそれは現代という時代のなかで｢女性｣と
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してあまりにも強い個性と行動力を恵まれてしまったシャインハルトの苦闘の物語で

ある｡

シャインハルトの一連の作品は､少数の例外(3人称で語られる『彼らは夜闇を引

き裂いて行った』など)を除いて､すべて1人称の叙述形態を採っている｡会話のほ

とんどないその特異なスタイルは､ひたすら自己の思いや情感を儀舌に記述しつつ､

日記の単色のモノローグに限りなく近付いてゆく｡そこにはシャインハルト自身の身

の上にふりかかった経験がいたるところにちりばめられ､シャインハルト自身がスラ

ム街に住みながら見聞したエピソードが列記される｡さながらジグソーパズルのピー

スように､それらは組み合わされてひとつの大きな自叙伝を織り成してゆく｡シャイ

ンハルトの諸作品は､物語の筋や形態の違いを超えて､ひとつの主題の変奏曲のよう

に作者の自画像を簸重にも描出していると言える｡それはシャインハルトの様々な思

いが色濃く塗り込められた自画像でもあったのだろう｡

最初の小説『生きることなくして死んでゆく女たち』は､結婚生活の苦しみから夫

を殺してしまった若いトルコ人女性をシャインハルトが数年にわたって獄中に尋ね､

交わされた会話をもとに執筆した小説であるo主人公は､農村での結婚ののち､都市

に移住する｡しかしゲジェコンデュでの貧困生活-の失望からドイツに移住するもの

の､職を失って性格破綻してゆく夫から暴力を受けるようになる｡シャインハルトは

この作品を､上述のハノーヴァ-講演の記録集において､末尾に列記された文献リス

トのなかに加えている｡小説というジャンルで上梓された作品は､シャインハルトに

とっては同時にドキュメントとしての意味を持っていたのである｡そしてそれは､シ

ャインハルトの他の多くの作品にとっても言いうることである｡

ここにはおよそドキュメント(事実)か文学作品(虚構)かという議論が､少なく

とも作者にとっては意味を持たない場のありようが見られるであろう｡そしてそれは

そもそも読者にとっても意味を持たないものであったはずである｡作品に内在する力､

あるいは文学そのものが照射する影響力については､その題材が事実であろうと虚構

であろうと､質的な差はない｡人間の心的活動は､それが事実か虚構かという区別を

持たずに営まれる｡事実と虚構とをジャンルとして区別し別様の意味付けをなすとい

う､すでに自明の妥当性として定着しているかに見える作業は､シャインハルトにあ

っては副次的な関心事にすぎない｡

Ⅵ

作品に満ちる悲惨な叙述のさなかに､楽天的に過ぎるように見えなくもない発言が

シャインハルトのペンからやや唐突に滴り落ちる｡
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｢書き続けること､そしてとりわけ､多くの国々で私の作品を読んでくれる女性た

ちとコンタクトを保つこと､それが私の信じるもののために前進し闘い続ける力と新

たな勇気を与えてくれた源泉であった｡ひとりだけでも子供が餓えて死んでゆくかぎ

り､ひとりだけでも人間が地上で他人の暴力に苦しんでいるかぎり､私は真実を言い

続けるだろう｡私の試みが暴力や圧制のメカニズムを終わらせることはできないこと

をわかってはいたけれども､私はあきらめなかったのだ｡ 82〉｣

救いのない循環に終わりがないことを知りつつも､シャインハルトは同じことを書

き続けた｡描かれるものは終始単純であって､何ら特別なところもなく､複雑なスト

ーリーや奇抜な仕掛けとも無縁である｡しかしまさにその単純な繰り返しのなかにこ

められた強靭な意志こそが､シャインハルトの執筆活動の推進力であったと言える｡

それは少女のシャインハルトを常に先-先-と駆り立て､ついにはドイツ-移住させ

てしまったものと同一である｡そして同時にそれは読者に訴えかける大きな力となり､

そうしてシャインハルトに共鳴した読者たちが今度はシャインハルトの執筆活動を支

える｡それが文学の力であるとすれば､それは言語の洗練や作品構成の精練ではなく､

文学と現実のダイナミックなせめぎ合いから生ずるものである｡

もとより文学作品を単純な粗筋に分解してしまうことは､あるいはそこで発言され

る少数の見解のみに注目することは､作品を味わうにしても､あるいは作品を評価す

るにしても､必ずしも適切な方法ではない｡しかし従来文学というものに付与されて

きた成立要件や身分証明資格をあらためて検討してみるならば､シャインハルトの文

学は､一般に暗黙のうちに評価されてきた文学のあり方とはいささか方向性を異にす

るものである｡それでもなおシャインハルトの文学が多くの人々に支持されている事

実を考えてみるならば､ここでもまた､個々人の内面をひたすら掘り下げてゆく作業

はやがて人類の共通の広場を探り当てるという普遍的な真理の､ひとつの強力な例証

を確認することができるであろう｡個々の作品を間近に凝視するならば､シャインハ

ルトの文学は主人公(-作者)の問題意識の強さと文体にみなぎる情感の深さによっ

て読者の心を打つ｡一方､その全体のたたずまいを僻略してみるならば､そこには文

学のあり方の再検討(再確認) -と､そしてまたおそらくは文学の彼方-といざなう

地勢図が､くっきりと姿をあらわすであろう｡

Ⅶ

ドイツで｢移民文学｣が広く問題にされるようになるのは､ 1980年代からのことで

ある｡第二次世界大戦後の経済復興期に労働力として招かれた外国人たちは､言葉も

風俗習慣も違う異国で困難な生活を強いられ､そうした中で､自分をめぐる様々な間
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題を､あるいは自分が置かれている苦難に満ちた境遇を書き記すことから､ ｢移民文

学｣は始まった｡ ｢かくして､人々が故郷の母親や姉妹や妻にあてて手紙を書いたこ

とから､外国人文学は始まった｡それらの手跡ま､しばしば極めて悲惨なものであり､

それゆえ全く投函されずに､引き出しの中にしまわれることもあった｡ギリシアやイ

タリアにいる家族に悲しい思いをさせたくなかったからである. 38'｣一正確には､

その身辺報告が単に故郷の家族や友人たちだけにではなく､ドイツ語で書かれて広く

ドイツ人に向けて発信されたとき､それは個人的な手紙のレベルを超えて｢文学｣に

なったと言うべきだろう｡

第二次世界大戦後の深刻な労働力不足を補うべく､主として｢第三世界｣諸国から

招かれた人々は､二重の意味でドイツ社会から排斥されていた｡第一に､外国人労働

者たちは実質的に移民であったにもかかわらず､ドイツ政府は一貫して｢ドイツは移

民国ではない｣という主張を繰り返した｡必要なのはあくまでも｢労働力｣であって

｢人間｣ではなかったからである.それゆえ､外国人労働者は一定期間ドイツの経済

発展に貢献した後に再び故国に帰るべき人々であるという建前を､ドイツ政府はかた

くなに圃持した｡事実､外国人労働者のほとんどは今なおドイツ国籍を持たず､十全

な市民権を認められていない｡第二に､彼らはドイツ人が嫌忌する仕事を押しつけら

れ､劣悪な労働条件のもとで働かされた｡言うまでもなくそれは､ヨーロッパ社会に

深く根付いている人種差別意識によってもたらされた結果である｡そしてその異民族

蔑視の風潮は日常生活の隅々にまで浸透し､外国人移民たちの社会参加を妨げ､制限

した｡そのように二重の意味で社会的認知を与えられていない人々の｢移民文学｣は､

その出発点から様々な宿命と困難を負うことになった｡ないしは､まさにその宿命と

困難から｢移民文学｣は生まれ出たのであった｡

問題のひとつは言葉である｡ドイツに移住してから､しかもかなりの年齢に達して

から初めて習得されたドイツ語で作品を書くという事情は､それだけでも大きなハン

ディキャップとなる｡それゆえに｢移民文学｣は未熟なドイツ語で書かれているとい

う先入観が抜きがたくつきまとい､ ｢伝統的なドイツ語で書かれた美しい文学｣とい

う旧来の認定基準は最初から無視される｡そして､まさにこの伝統的な基準の欠落こ

そ､ドイツ文芸学者の香りに満ちた判断を許してゆくことになる｡内容的に劣ってい

ることが最初から明らかである｢移民文学｣はまともに相手すべき対象ではないが､

扱われている深刻な問題は｢人間的な関心｣を寄せるに値するものであり､その意味

で文学外レベルでの好意的な評価を許すという｢慈善ドイツ文芸学84'｣であるo

言葉の問題だけではない｡ ｢移民文学｣は､ ｢異質｣ ｢周辺｣ ｢苦難｣ ｢アイデン

ティティ｣などのキイワードと共に､常に政治問題との関わりで論じられる｡確かに

政治性は｢移民文学｣の重要な特徴であるが､政治的な問題提起を過度に強調すれば､

それは安易に美的な面を看過することにつながる｡ ｢移民文学｣の言語がなお未熟な

段階にあるのかどうか､その判断を抜きにしても､宿命的に背負わされている社会的･

政治的側面が､作品の美的な価値を拒否する一つの根拠となってしまうのであるo
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文芸学者のみならず､ ｢移民文学｣の作家にとっても政治的要素の扱いは大きな問

題となっている｡政治は｢移民文学｣において重要な位置を占めているとはいえ､そ

もそも文学と政治は必ずしも相性の良い取り合せではない｡政治性を不可欠な要素と

して積極的に作品のなかに取り入れようとすれば､芸術としての美的要素は容易に軽

視される｡政治性を抜きにして美的創作物としての作品を追求すれば､ ｢移民文学｣

のそもそもの出発点が見失われ､その重大な特質を放棄することになりかねない｡ど

の視点から作品が書かれ､評価されるべきなのか､それは｢移民文学｣の当事者たち

にとっても様々に意見が分かれるところである. 86〉

今｢移民文学｣は､個人的な問題をアピールするという初期の段階から大きな発展

と変貌を遂げている｡そして極めて多くの外国人作家による極めて多彩な作品が書店

の店頭をにぎわしている｡ 86〉 1985年には､非ドイツ語圏出身の作家を対象とした

文学賞｢ア-デルベルト･フォン･シャミッソ-賞｣も創設された｡もちろん､本来

外国語である言葉でドイツ社会の周辺領域から著作活動を行なうという立場は依然と

して共通するものである｡とはいえ､作品のテーマも｢失われたアイデンティティを

求めて｣というスローガンではもはや一括りにすることができなくなっている一方､

ドイツには存在しない民族的な事物や風習をどう表現するのかという問題も生じてい

る. 87〉　そうして｢移民文学｣がドイツという異質な風土の中で次第に独自の発展

を見せ始めている今､その独自性をどう維持するのか､あるいはどう変化させていく

のかという問題に加えて､多種多様な作品をなお｢移民文学｣として一括することが

できるのか､あるいはそうすることに意味があるのかということも問われるようにな

ってきている. 38)

およそ文学とは本質的に周辺の視点に立つものなのであろう｡ある事件の当事者で

あったにしても､それを客観的に描写するためには､その事件の外側に出なければな

らない｡事件と事件を報告する視点とのこの帝離にこそ､文学の成立する可能性が存

在する｡そしてその距離をどう設定するかで､単なる事件の報告であるのか､あるい

は文学であるのか､その二様の方向性が分かれるのであろう｡その意味で｢移民文

学｣は､今まさに､混沌の中から文学が誕生する劇的な瞬間に立ち会い､文学とは何

かという普遍的な問題と対峠していると言えるだろう｡その行く末は､今や多民族国

家となったドイツの行く末と深く結びついていることは言うまでもない｡
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｢異境の教え｣が人々のものになるまで

一南インドにおける｢マイノリティの文学｣としてのイスラーム文学とキリスト教文学一

山下博司

-　はじめに

インドはヒンドゥー教徒が人口の八割を占める国である｡インドは､イスラームを国教

とするパキスタンなどとは異なり､世俗主義(secularism､非宗教主義)を奉じる世俗国家

(secularstate)であり､ヒンドゥー教国家ではないoしかし､ヒンドゥー教の習俗や理念は

人々の暮らしの隅々にまで(場合によってはヒンドゥー教徒以外の人々のあいだにまで)

いきわたり､政体の上では世俗国家でも､文化の上ではヒンドゥー国家であると言っても

過言ではない｡

ヒンドゥー教は､それに先立つバラモン教(ヴェ-ダの宗教)の時代から､さまざまな

種類にわたる膨大な量の宗教文献を残してきた｡イスラームやキリスト教が外部世界から

インドにもたらされると､それらの宗教も､すでに確立していたヒンドゥーの宗教文学を

範にとりつつ､自らもその教えを現地の言葉で文学というかたちに表現するようになる｡

本論では､これら異教の文学が､インドの在地社会においてどのような経緯で興り､どの

ような経過をたどりながら発展し定着していったかについて紹介したい｡

インドは､インドネシアに次いで世界第二位のイスラーム人口を抱える国である｡キリ

スト教徒も三､四千万人を数える｡しかしながら､人口規模や影響力において圧倒的に優

勢なヒンドゥー教にまえには､これら二つの世界宗教も｢マイノリティの宗教｣にすぎな

い｡

本論では､南インド･タミルナードウ地方に興り､近現代の文学-と連なるタミル･イ

スラーム文学とタミル･キリスト教文学を例に､これら｢マイノリティの宗教｣に属する

人々が､ヒンドゥー教の習俗､倫理､神観念が浸潤したインドの歴史社会にあって､ひと

かどの文学作品として受け入れられ､ひいては新たな信者の獲得に資するべく､いかなる

工夫を施し､努力を払ってきたかについて､タミル本来の文学的伝統との絡みから探って

みたい｡

南インド･タミル地方において､これまでさまざまな宗教がおこなわれてきたが､いず

れの宗教をとってみても､その成長と発展には､現地語であるタミル語やタミル文学の貢

献するところがきわめて大きかった｡タミルの言語的･文学的伝統から着想を汲み､それ

を布教に活かすことによって､それぞれの宗教はタミルの地で発展を遂げ得たのである｡

異境から到来した宗教の場合はなおさらである｡こうして新たな場所に地歩を確立した宗

教は､宗教文学活動を通して､今度は土地の言語文化の発展と充実に貢献することになる｡

タミルナードクにおいて､宗教の確立･展開が､タミル語の確立･展開と一対一に対応し

ている事例すら見られるのである｡一つの宗教がその土地で成功を収めるか否かは､その
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場所の言語と親密な関係を築き得るか否かにかかっていると言っても過言ではないであろ

う｡

特に中世以降のタミルナードクにあっては､すでに七､八世紀にヒンドゥー教の帰依信

仰が堅固なまでに確立したのをうけ､それ以降帰依の感情を詠ったバクティ文学(韻文)

が発達してきわめて高い水準に達し､民衆の心をとらえていた｡こうした中にあって､そ

れ以後に進出した宗教が､この土地に地歩を築くためには､確立した宗教的･文学的な伝

統に順応しつつ自らの余地を見出し､その宗教の説くところを託するよりほかないであろ

う｡本論では､近現代の南インド･タミルナードウ地域におけるイスラーム文学とキリス

ト教文学を例に､土着化の経緯を概観しながら上述の問題に一考を加えてみたい｡

二　初期タミル･イスラーム文学の諸作品

イスラーム教徒が亜大陸に足跡を記したのは紀元後八世紀ころのことである｡彼らは海

を通ってインドの海岸部に進出したのであるが､概して貿易にともなう平和的な接触であ

った｡一部土着の勢力との衝突もあったことが事実であるが､アラビアと東南アジアとの

あいだの寄港地として､概して平和的な関係が維持されていた｡ケ-ララでは西からのイ

スラーム教徒との通婚も行われた｡

イスラーム教徒が陸路を通って大きな攻勢に出るのは十三世紀ころである｡デリーにイ

スラーム王朝(一種の制服王朝)を樹立し､北インドを支配下に収め､南インド-の進出

をはかった｡十六世紀から十九世紀には､ムガルが広大な帝国を建設･維持する｡これは､

西欧列強､とくにイギリスがインドに進出し植民地化するまで続いた0

しかし､イスラーム政権は､征服した場所の住民に強制的に改宗を迫ったわけではない｡

｢啓典の民｣に準じる地位を認めて､いたずらに宗教対立の起こるのを避けたのである｡

そもそもアラブ地域と南インドとの間には､イスラームが成立するはるか以前から交易

などを通した平和的な関係が築かれていた｡当然ながら何らかの文化接触･文化交流も見

られたはずである｡イスラームがこの地にもたらされた正確な時期を特定することは難し

いが､イスラーム的な性格をもつタミル文学が成立するのは十二世紀頃のことで､十七世

紀末まで､十から成る作品群が知られている｡それらの作品名と成立年代を､古い順序に

列挙すれば以下のようになる｡年号が特定されているもの以外は､イスラームの発達史な

どに照らし､内容的な判断基準に沿って成立年代を推定してある｡

『パルサンダ･マ-ライ』 (十二世紀)

『ヤーコープッ･チッタル･パーダルハル』 (十五世紀)

『ア-イラ･マサラー』 (一五七二年)

『ミクラージ･マ-ライ』 (一五九〇年)

『テイルネリニーダム』 (一六一三年)

『カナカービシェ-カ･マ-ライ』 (一六四八年)
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『サック-ン･パダイッポール』 (一六八六年)

『ムドゥモリ･マ-ライ』 (十七世紀末)

『シーラーツ･プラ-ナム』 (十七世紀末)

『テイルマッカーッ･パッル』 (十七世紀末)

これによれば､タミル･イスラーム文学は『パルサンダ･マ-ライ』によって開始され

たことになるが､残念なことに､この作品は一部(八片の詩)を除いて今日に伝わってい

ない｡八片の詩にしても､注釈家によって引用された中に見出されるにすぎず､タミルの

イスラーム王を讃えたものとされるものの､詳しいところは不明である｡イスラームやア

ッラーについての直接的な言及は見られない｡タミル語の特徴から推して十二世紀の作品

とされている｡

第二の作品『ヤーコープッ･チッタル･パーダルハル』は､第-のものより少なくとも

二百年以上のちに成立したとされる｡作者はヤーコープという名のヒンドゥー教からの改

宗者で､作品中で彼のメッカ-の巡礼､聖者との出会い､宗教体験などが詩のかたちで綴

られている｡この作品もタミル語の特徴などから十五世紀とされているにすぎない｡

成立年代が確立している最初の作品が『ア-イラ･マサラー』である｡作者はヴァンナ

ッ･パリマラ･プラヴァルで､預言者ムハンマドとアブドウツラ･イフヌ･サラームとい

う人物との会話という体裁をとりながら､イスラームについての疑問に答え､読者をイス

ラームの教えに導くという内容のものである( ｢ア-イラ｣はタミル語の数詞で｢千｣を

意味し､ ｢マサラー｣はアラビア語で｢質問｣ないし｢疑問｣の意である) 0

第四の『ミクラージ･マ-ライ』は､ア-リッ･プラグァルの作で､ここでもやはり預

言者が登場している｡預言者の天国-の旅路を叙述しながら､イスラーム的生きかたにつ

いて教える書になっている｡この作品は､タミル文学史において技法と形態の上で｢ビラ

バンダム｣という韻文のジャンルに属し､その中の｢マ-ライ(花環) ｣という詩形に細

分される｡

第五の『テイルネリニーダム』はタッカライ･ピール･ムハンマドウという名の作者に

帰され､イスラーム的な生活道徳律について記述している｡

次の『カナカービシェ-カ･マ-ライ』 (カナガヴィラ-ヤル作)は､最初のタミル･

イスラーム叙事詩とされる作品である｡後述するように､タミルのイスラームでは､多く

のイスラーム叙事詩が著されるが､この作品はその噂矢として位置づけられる｡

『サック-ン･パダイッポール』は､ヴァリサイ･ムヒイディン･プラグァルが著した

とされ､題名(タミル語で｢パダイ｣は兵営､ ｢ポール｣は戦争を意味する)が暗示する

ように､戦争を扱った作品である｡ ｢パダイッポール｣という単語そのものも､タミル文

学におけるこの種のジャンルをあらわしている｡この作品では､ムスリムと非ムスリムの

戦闘が措かれている｡

『ムドゥモリ･マ-ライ』は､伝説的な文学者であるウマル･プラグァルの作とされる｡
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成立年代には異説があるが､内容的な検討から､次の『シーラーツ･プラ-ナム』に先行

するものであることは間違いないとされている｡

『シーラーツ･プラ-ナム』は､ ｢プラ-ナム(-長編物語) ｣というサンスクリット

起源のタミル語が示唆するように､叙事詩的な性格をもつ重要な作品で､やはりウマル･

プラグァルの作に帰されている｡この作品については､次の項で詳説する｡

最後の『テイルマッカーッ･パッル』は､作者不詳の作品で､預言者自身が主人公にな

っている｡

これら十の作品が呼び水になって､その後のタミル･イスラーム教徒による活発な文学

活動を導いていくことになる｡

三　タミル･イスラーム叙事詩とタミル文学

タミル･イスラーム文学史においては全部で十五の叙事詩が知られており､タミル文学

全体にきわめて大きな貢献をしている｡わけでも重要なのは､これらイスラーム叙事詩が､

内容的にはイスラームを宣揚するものになってはいても､技法的にタミルの文学的伝統に

きわめて忠実に著されているという事実である｡

タミル･イスラーム叙事詩の先駆けとなったのは､すでに言及した『カナカービシェ-

カ･マ-ライ』という作品で､英雄イマーム･ウサインラリの冒険を扱ったものである｡

全体で三六のパタラム(辛)に分かれ､二七九一のヴィルッタム(タミル語の詩形の一つ)

から構成されている｡

これに続く第二の叙事詩は､これも先に触れた『シーラーツ･プラ-ナム』で､作者ウ

マル･プラグァルは､預言者ムハンマドの生涯を五〇二七のヴィルッタムに託して表現し

ている｡ヒンドゥーの叙事詩『ラーマーヤナ』 (あるいはそのタミル語による翻案『ィラ

ーマ-ヴァダーラム(-カンパ･ラーマーヤナム) 』)のように､ ｢カーンダ｣と呼ばれ

る節に三分され､全体が九二のパタラムから成っている｡この作品の特徴は､イスラーム

に対するきわめて敬度な態度と､タミルの文学的伝統に対するきわめて忠実な姿勢である｡

｢タミルの文学的伝統｣は､紀元前にも遡り得る非ヒンドゥー教的な基層に根ざしながら

も､七､八世紀以降に確固たるヒンドゥー的環境のもとに再編され発展してきたもので､

ヒンドゥー教的な宗教情換､とりわけ｢バクティ｣と呼ばれる帰依信仰の表出の文学的手

段として確立していたものである｡すなわち､タミルの文学的伝統において表現されてき

た世界は､仏教やジャイナ教など一部の例外を除いて､純然たるヒンドゥー的宗教世界で

あって､外来の宗教の表現手段として用いられた歴史は､それまでになかったのである｡

ウマル･プラグァルは､そのことを十分意識し承知つつ､自らの卓越した技量を以て､敢

えてイスラーム的世界観･宗教観をタミル的(すなわちヒンドゥー的)詩的世界に矛盾な

く持ち込むことに成功しているのである｡彼のタミルの古典文学と宗教文化に対する理解

には特筆すべきものがある｡

ウマル･プラグァルの創作活動における『ジーヴァガ･チンタ-マニ』と前出『ィラー
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マ-ヴァダーラム』の影響が指摘されることがある｡前者は古典タミル文学(サンガム文

学)の成立時期からバクティ文学の翠明期のあいだに著されたとされ､ジャイナ教徒の作

とも伝えられる叙事的な作品(主人公ジーヴァガンの恋愛と冒険の生涯を扱った長編詩)

である｡後者は､すでに述べたようにサンスクリットによるヒンドゥー叙事詩のタミル語

版で､タミルのヒンドゥー教徒にとってこの上ない人気を誇る｡ウマル･プラヴァルは､

これら先行する人気作晶に範をとりながらも､アラビア語やペルシャ語に由来するイスラ

ームの用語をふんだんに作品中に採り入れ､独特の宗教世界を構築するのに成功している｡

イスラーム起源の用語の採用は､叙事詩自体がイスラーム叙事詩であるという性格上､回

避し得ないこととは言えるが､ウマル･プラグァルの技量と技巧は､それらをタミルの伝

統的韻文という一見して異質な表現媒体の中で､純粋にタミル的でヒンドゥー的なターム

と調和的に共存させるという離れ業をやってのけているのである｡

この『シーラーツ･プラ-ナム』は､預言者ムハンマドの生涯の物語を歌いあげた作品

であることはすでに述べたが､この作品が著された十七世紀という時代は､タミルの文学

史において｢ピラヴァンダム｣という詩形･韻律法が全盛だった時期にあたっている｡こ

の詩形は､定型化したスタイルやパターン化した決まり文句を詩作に要求するきわめて保

守的な性格をもっていた｡特にパトロンや主宰神(すなわちヒンドゥー教のシヴァ神やヴ

ィシュヌ神)のことを詠うためには､この詩形の採用が求められたのである｡イスラーム

叙事詩『シーラーツ･プラ-ナム』の作者の類稀な詩作の力を､ここにもまた看取するこ

とができる｡

この文脈でもうーっ指摘しておきたいことがある｡この叙事詩の舞台となっている場所

は､言うまでもなく､ムハンマドが生きた六世紀から七世紀にかけての西アジア･中東で

ある｡しかしながら､そこに登場する自然のパノラマは､西アジアのものというより､南

インドのタミル地方の景観である｡しかも､現実世界のタミル地方の自然というより､サ

ンガム文学以来タミルの文学世界で理想化された自然である｡そこに提示されたユートピ

アの舞台は､ほんらいのイスラーム世界のものではなく､多くの点でカンパル作の『ィラ

ーマ-ヴァダーラム』に描かれた理想国家･コ-サラ国のそれに酷似しているのである｡

いずれにせよ､タミル語による叙事詩的文学作品において､舞台となる土地(理想の国)

の自然を叙述し､特に首都のありさまを描くのは､ 『ジーヴァガ･チンクーマニ』以来確

立した伝統であり､タミル叙事詩の不可欠な一部分･要件をなす｡ウマル･プラヴァルは､

自らのイスラーム叙事詩『シーラーツ･プラ-ナム』の創作にあたり､忠実にタミルの叙

事詩的な創作の作法を遵守したことになる｡主人公の預言者に対抗する敵役も､ 『ィラー

マ-ヴァダーラム』の悪魔ラーヴァナンさながらの人物アブ-ジャハルが充てられるなど､

タミルのヒンドゥー叙事詩を意識し､ぞれに極力なぞらえた人物設定がなされていること

が注目される｡

第三番目のイスラーム叙事詩は､パニーヤフマドゥ･マライッカーヤル作の『チンナチ

-ラー(-小さなチ-ラー) 』または『チ-ラー･エンヒラ･プラ-ナム(-チ-ラーと
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いうプラ-ナ) 』 (全三九章)である｡一八二九のヴイルッタムの詩から成る｡題名が示

唆するように､この叙事詩は『シーラーツ･プラ-ナム』の続編ということになっている

が､質的にそれに及ぶものではない｡

第四番目の叙事詩は『ラージャナ-ヤガム』 (ヴァンナッ･カラーンジヤッ･プラグァ

ル作､一八〇七年)という題のもので､文学的技巧に優れていることで定評がある｡四六

章に分かれた二二四〇のヴィルッタムから成り､シリアについての詳細な描写は評価が高

い｡

年代的に次に来るのは『クトブナ-ヤガム』 (一八一〇年)で､二八章､一三四〇の詩

節から成る｡ 『ムヒイディーン･プラ-ナム』 (ヴァンナッ･カランジヤッ･プラグァル

作､一八一四年)が次に位置する｡ジャフナ(スリランカ)のバトルッティーン･プラグ

ァルによる『ムヒイディン･プラ-ナム』である｡それぞれ四〇章と三四章から成る二部

構成をしており､全部で四〇〇〇の詩からできあがっている｡物語はムフイディーン･ア

ブドウル･カーディル･ジュラーニの生涯をめぐってのもので､この種のものでは最大の

詩数を誇る｡

タミル･イスラーム叙事詩の第八番目に位置するのが『テイルマニマ-ライ』 (セ-ガ

ナ-ツ･プラグァル作)である｡題名からはビラバンダムの一種に見えるが､実際には叙

事詩的な要素に満ち溢れている｡イプラ-ヒム･ナビの精神遍歴を物語ったものである｡

第九番目は『プド-ツクッシヤーム』 (一八二一年)で､やはりセ-カナ-ツプラヴァル

の作とされる｡預言者ムハンマドの後半生を題材にした叙事詩的作品である｡

第十番目のタミル･イスラーム叙事詩は､ 『ティーン･ヴィラッカム』 (一八二一年)

で､ラージャナ-ヤガムの作とされる｡それまでの叙事詩と大きく異なる点は､この作品

に至って､これまでのアラブやペルシャを舞台としたものとは違って､タミルナードクを

舞台にしていることである｡イプラヒ-ム･サヒートがメッカからタミルナードクにやっ

て来たことなど､歴史的な事実をもとに作品が構成されている｡

それに続いて現れるのが『ナヴァマ二･マ-ライ』 (別名『ムヒイッディーン･プラ-

ナム』 )で､一八五五年の作とされる｡イスラーム聖者であったアブドウル･カーディル･

ジュラー二の精神性の向上がテーマになっている｡ 『テイルッカーラナッ･プラ-ナム』

(一八六三年)は､セ-ガナ-ツ･プラグァルの四番目の作品となる｡

以上､成立年代順に十四のイスラーム叙事詩を挙げ紹介したが､これ以降も叙事詩的作

品は続々と作られ､現代に至っている｡

叙事詩に比べはるかに分量は小さいが､一七世紀後半以来､さまざまなジャンル･詩形

にわたって詩作活動が展開されている｡ビラバンダム､キッサー､ナ-マ一､パダイッポ

ール､マサラーなどがそれであり､民謡のリズムと韻律に倣ったクンミやクラヴァンジも

ある｡これらは､純粋な(ヒンドゥー的な)タミルの詩に比べて､アラビアやペルシャ起

源の語嚢､イスラーム的な哲学､スーフィズムの影響などが見られ､独特の詩的世界を構

築しており､近代タミル文学の重要な構成要素をなしている｡
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四　タミルナードクにおけるキリスト教文学の夜明け-ヨーロッパ人宣教師の事績

十九世紀は､インド人の生活や文化にとって､まさしく革命的ないしルネサンス的な意

義を有する時代であった｡インドの文学に｢小説｣というジャンルが登場するのも､実に

この頃のことである｡インド近代文学に刺激を与えたものとして､キリスト教やイスラー

ム教が指摘されることがあるが､とりわけ小説の成立にあたっては､ヨーロッパ文明のイ

ンパクト､とくにキリスト教の宣教活動の影響によるところが大きかった｡さらに､印刷

術や教育の普及の浸透も､近代散文文学の成立と普及に大いに貢献した｡

印刷術は､キリスト教の布教活動とともにインドにもたらされ､この国の近代文明に計

り知れない影響を与えた｡印刷された書物が南インドのタミル地方に現れるのは､一六世

紀の後半にあたる一五七六年のことである｡現物は失われてしまったが､キリスト教関係

のものとされている｡このことからも察せられるように､初期の印刷･出版は､もっぱら

文学的な噂好からは､縁遠いものであった｡語学･文学に関係した出版物は､一九世紀の

初頭(一八一一年)まで現れることがなかった｡

さて､インドに対するヨーロッパの影響は､一五世紀末を起点とするヨーロッパ諸国の

インド進出によって､しだいに決定的なものになっていくが､やがてイギリスが一八世紀

半ば以降急速に影響力を強め､覇者としてインドの植民地経営に乗りだすことになる｡し

かし､イギリスによる植民地支配が､ただちに南インドの近代文学の孝明を導いたわけで

はない｡植民地政策のもと､むしろ英語が重視され､相対的に現地語が等閑視もしくは無

視された側面も否定できない｡

植民地経営の当事者たちにも増して､在地社会の言語や文化の理解に積極的な意義を見

出したのはヨーロッパ人宣教師たちであった｡彼らは､あくまでも宣教のためではあった

が､すすんで現地語を習得し､現地の風俗習慣を理解しようと努めた｡宣教師たちが文献

学的方法による近代インド学や近代言語学の成立に与えた感化と影響も無視できない｡

この文脈で指摘されなければならないのは､イエズス会のフランス人宣教師ガストン･

ケールドゥ(GastonCoeurdeux )の先駆的業績である｡彼は､一七九七年に齢八八歳で没す

るが､ウイリアム･ジョーンズ卿よりも二〇年も前に､サンスクリット語､ラテン語､ギ

リシャ語の起源についての洞察に富んだ論敦を著し､フランス･アカデミーに送ったので

あった｡三語の対応語､文法的関連､音声学的関連に言及し､三者を同源とするという示

唆的な内容のものであった｡ところが､彼の論故がアカデミーの紀要に掲載され､陽の目

を見たのは､一八〇八年を得たねばならなかった｡一七八九年のフランス革命による混乱

で､その時まで掲載が保留されてしまったからである｡その結果､比較言語学の祖として

の栄誉は､期せずしてイギリス人判事･ジョーンズ卿に帰することになったのである｡

我々の当面の関心領域である南インド･タミル地方(現タミルナードウ州)においても､

この分野での宣教師の活動は活発で､タミルの言語や文学的伝統を研究したり､タミル語

で優れた作品や著作をものしたりする者たちが現れるようになる｡
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この方面で､もっとも早い時期から積極的な動きをみせたのはカトリック･イエズス会

である｡南インドの宣教に先駆的な役割を果たしたフランシスコ･ザヴイエルの後継者と

して南インドに赴任したエンリケ･エンリケス(一五二〇～一六〇〇年)は､タミル語の

最初の文典と最初の辞典を編み､タミル語学･言語学上の貢献が大きい｡しかしながら､

彼がこれらを編んだのは､あくまでも宣教のためであって､彼に続いて来到する宣教師の

タミル語の学習に便宜を図るのが第-の目的であった｡残念ながら､彼が編んだ文典と辞

典は現存していない｡彼の貢献の中で､これらにも増して特筆すべきは､タミル語史にお

いて散文を最初に印刷･出版したことである｡ポルトガル語の祈祷書などをタミル語に翻

訳し､三点を出版している｡これらは､後継の宣教師たちにではなく､タミル人たちが直

接キリスト教の教えに触れるためのものであることは言を待たない｡しかしながら､エン

リケスが口火を切った散文での文学活動は､社会でただちに定着をみることはなく､タミ

ル語による創作における韻文の優勢は揺らぐことはなかった｡

エンリケスの業績を受け継いで､さらに発展させたのはイタリア人イエズス会士ロベル

ト･デ･ノビリである｡彼は､タミル語を習得し､タミル語でキリスト教に関する多くの

著作を残した｡それらは韻文で書かれ､タミルに伝統的な韻律が用いられている｡彼は､

布教という至上目的のために大胆に土地の習俗に譲歩し､自らの服装や生活習慣を最高カ

ーストであるバラモンのそれに極力近づけ､高カースト･ヒンドゥーの改宗を試みた｡

デ･ノビリの示した土着文化-の歩み寄りを文学の方面で顕著に発展させたのがコンス

タンテイン･ヨ-ゼフ･ベスキ(一六八〇～一七四七年)である｡彼は｢ヴィラマ-ムニ

ヴァル｣というタミル語名で､タミル語の辞典や文典などのほかに､伝統的な手法に則っ

た多くの詩作晶を著した｡なかでも､聖書やカトリックの教え､とくにイエスの父である

ヨ-ゼフの生涯を三六一五の詩節で説いた『テ-ンバーヴァニ』がもっとも有名であるが､

この作品から､タミル古典文学の伝統に対するベスキの深い造詣を偲ぶことができる｡一

〇五の聖書からの引用が作品中に散りばめられているが､タミル文化に適合するかたちに

改変されている｡これはタミルの文学と文化についての深い学殖なしには到底なし得ない

ことである｡先にイスラーム叙事詩にとってもそうであったように､ 『テ-ンバーヴァニ』

でも､川などの自然景観､首都の様子など､環境描写が物語られ､インドの叙事詩的な伝

統に従って書かれていることがわかる｡ウマル･プラグァルの『シーラーツ･プラ-ナム』

の場合､そうした描写はタミル･ヒンドゥー叙事詩『ィラーマ-ヴァダーラム』のそれに

酷似していることはすでに指摘したが､ 『テ-ンバーヴァニ』では(作者べスキの故郷で

ある)イタリアの叙述が理想的なタミラガム(-タミルナードク)のそれになぞらえられ

ている｡

このように､ 『テ-ンバーヴァニ』は､作品中に作者の現地文化･社会に対する理解と

学識を紡沸させる要素に満ちているのであるが､芸術作品としての到達点については異論

がないわけではない｡文休がきわめて単調なのである｡タミルの伝統を意識するあまり､

ほんらいのキリスト教的な理念の描出に祖語･障害を来たしたものでもあろうか｡ほんら
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い実際の戦争をテーマとすべき叙事詩において､キリスト教と異端の宗教の対立という図

式をフレームワークに持ち込んだことによる無理があったとも考えられるo叙事詩的な対

立の構図になりきれていないからである｡

べスキの数ある業績のうち､散文に関していえば､宣教師のタミル語学習用と思われる

『パラマールッタ･グルヴイン･カダイ(-最高の師の物語) 』という説話集を編み出版

している｡しかし､べスキの場合も､創作の多くはいまだ韻文であって､散文が主役の座

に躍り出ることはついになかった｡

またイギリス国教会の宣教師であったG ･ U ･ポープ(一八二〇～一八四七年)は､蔵

言集『ティルックラル』やヒンドゥー教の宗教詩集『テイルヴァ-サガム』をはじめとす

るタミル語の諸作品を英語に翻訳し､タミル古典文学の評価に一役買っているo彼は､今

でもタミル人の間で｢ポーパイヤル(<ポープ+アイヤル) ｣という最高カースト.バラ

モンの称号(アイヤル)に因んだ愛称で呼ばれ､いまだに篤い尊敬を集めている｡

こうしたヨーロッパからの宣教師たちによるタミル語･タミル文化の研究と著述は､ヨ

ーロッパにおけるインド研究に刺激を与えただけでなく､タミル人たちの間にも･自らの

言語や文化に対する興味を促し､再評価の気運を康成するのを大いに手伝った｡

五　散文文学の成立とキリスト教

イギリス東インド会社も､近代におけるタミル文学の隆盛に一役買っている｡彼らは､

マドラス(現チェンナイ)のセントジョージ要塞(フオート･セントジョージ)に開設し

た学院(一八一二～五四年)にタミルのバンディットたちを集め､貴重なタミル語作品な

どを印刷･出版して､それらの保存と普及に顕著な貢献をした｡さらに､イギリス東イン

ド会社は､近代的な学制を導入して教育制度を整え､英語教育だけではなく･タミル語教

育にも一定の理解を示した｡

このようにして､イギリスのインド支配によってもたらされた伝統文化と西洋文明との

出会いは､新しいタイプの知識人層の出現に道を拓くことになったoこの中には､ウ･ヴ

ェ.スワ-ミナ一夕･アイヤル(一八五五～一九四二年)などのように､タミル古典文学

の価値を再発見し､精力的に文献の発掘と校訂出版に努め､タミル文学の復興に貢献して

世界的な名声と評価を博するに至った者すら現れた｡

こうして登場してきた学者･文化人たちは､当時のインド社会を支配していた貧困､無

知､差別などの現実に目覚め､社会改革の必要性に気づきはじめていたoしかし､イギリ

スによるインド支配という動かしがたい現実を目の当たりにして､彼らの改革-の熱意が､

いきおい文化的･社会的活動の方面に限定されることになったのも無理からぬところであ

ろう｡これらの人々の多くは､簡素かつエレガントな散文の名手として知られ､洗練され

た文体を駆使して読本をものし､あるいは散文に託して思いの丈を表現し､大いに人気を

博した｡

しかし､十九世紀に入っても､タミル語による創作活動の主流は依然として詩文学によ
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って占められていたことは否定できない｡たとえば､文明の新しい趨勢をうけて登場して

きたはずのラーマリンガル(ヴァッララ-ル)などにせよ､神秘体験や宗教的インスピレ

ーションの文学的発露は､多く｢詩｣という形態に拠らざるを得なかったのである｡韻文

の伝統は､タミルの文学史を通じて至って強固であった｡文学､文法､碑文､医学､宗教､

天文など､いずれの分野をとってみても､権威ある文献といえば｢韻文｣と決まっており､

韻文の盤石な環境にあって､散文体は一段低いものと見なされ､文学の本流を形成するこ

とはなかったのである｡わずかに､中世に著された古典文学の注釈書(たとえばパリメ-

ララハル､ナッチナ-ルッキニヤルのものなどが典型である)のなかなどに､卓越した散

文が見出されるにすぎない｡

しかし､このような十九世紀のタミルナードクにあっても､次世紀以降の散文文学の興

隆を準備する芽は､着実に育まれつつあった｡純然たる文学作品こそ未だ現れず､伝統的

な書物の翻案やダイジェストの類が主流を占めていたとはいえ､ 『パンチャタントラ』 『マ

ハーバーラタ物語』 『ラーマーヤナ物語』をはじめ､プラ-ナ文献や史実を題材にした散

文の読み物が次々に世に出るようになったのも､まさしくこの時代である｡文人たちの洗

練された散文が､民衆の心を確実にとらえつつあったのである｡

こうしてついに､二十世紀を四半世紀後に控えた∵八七九年､ベンガル語の小説の出現

からわずかに遅れて､タミル小説史の曙光とも形容すべき長編作品『ビラダーバ･ムダリ

ヤール･チャリッティラム(ピラダーバ･ムダリヤールの生涯) 』の出版を見るのである｡

タミル語によるいわゆる｢ナ-ヴァル｣ (-小説)の歴史は､この作品の登場をもって開

始される｡作者サミュエル･ヴェ-ダナ-ヤガム･ピッライ(一八二六～八九年)が､ ｢タ

ミル小説の父｣と讃えられるのは､まさしくこの理由による｡

ヴェ-ダナ-ヤガム･ピッライ(マ-ユーラムという場所を文学活動の根拠地としたた

め､ ｢マ-ユーラム･ヴェ-ダナ-ガム･ピッライ｣とも称される)は､タミルナードウ

中央部･テイルッチラーパッリ近郊のクラットウールに生まれた｡一〇歳頃まで村の学校

で学んだが､のちにテイヤーガ･ピッライに師事して英語を習得する｡二二歳でテイルッ

チラーパッリの地方裁判所に書記として任官し､やがて法廷通訳官となる｡一八五七年に

は､トランキバールの下級裁判所のムンシフ(下級裁裁判官)に任命され､タミルナード

ウ内のシールガ-リ､マイラードゥドウライ(略称マ-ユーラム) -の転勤などを経て､

一八七二年に官職を退く｡タミル文学史上最初の小説は､ (その構想等は別として)彼の

退任後に書かれたことになる｡彼の一生は､イギリスによる近代的な諸制度の導入と､新

興知識人層の成立という時代状況をまさに体現するものであった｡彼がキリスト教徒(ロ

ーマ･カトリック信者)の家に生まれたという事実も興味深い｡彼の諸作品には､西洋文

学の強い影響がみられる｡この作品には英訳も出されたというが､今日では現存していな

い｡

この小説は､ ｢チヤリッティラム｣と銘打っているが､この語はサンスクリット語｢チ

ヤリトラ(-歴史) ｣に由来するタミル語である｡ ｢歴史｣のほかに｢物語｣ ｢伝記｣ ｢経
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歴｣という含意ももつ｡

小説は､主人公ピラダーバ･ムダリヤール( ｢私｣として現れる)の数奇な生涯を追い

ながら展開する｡あらすじは次の通りである｡

物語の舞台は南インド｡ピラダーバ･ムダリヤールは､地方の大臣の息子として生をう

け､才能･機知に富んだ教養ある男性として育っていく｡成人した彼は､周囲の反対を押

し切って､母の双子の兄弟の娘ニヤーナンバールと結ばれる｡ (男子が母方の伯父か叔父

の娘と結婚するのは､南インドに普通に見られるが､この場合は､母の双子の兄弟という

ことで異例である｡ )その後､彼女は近隣の国の女王となり､獄中にあった夫を救出する｡

ニヤーナンバールは､夫の協力のもと､多くの先進的な政策を採用しつつ､国を安寧に導

く｡やがて二人は故国に凱旋する｡

作品中には､伝記､恋愛小説､社会小説､冒険小説､メロドラマなどの要素が有機的な

脈絡もなしに混在しており､全体に非現実的･おとぎ話的であって､小説としての成熟度

は決して高いとはいえない｡倫理的な徳目が不自然に強調され､勧善懲悪的でハッピーエ

ンドに終わるなど､芸術性の高い作品と見なすことは難しい｡しかし､著者自身の人生経

験が随所に活かされ､人間存在に対する洞察が散見されるなど､読み物として一定の成功

を収めていることは確かであろう｡

『ピラダーバ･ムダリヤール･チャリッティラム』は､タミル小説の孝明を飾る記念碑的

な作品ではあるが､そこには､英文学･仏文学をはじめとする西洋の文学的伝統の大きな

感化をみてとることができる｡デフオー､リチャードソン､フィールディング､バルザッ

ク､フローベール､セルヴァンテスなどの作品の影響もしくは類似なども､しばしば指摘

されるところである｡

ところで､この小説の序文の中で､作者ヴェ-ダナ-ヤガム･ピッライは､自らの作品

を｢散文叙事詩｣と位置づけ､タミル文学史における偉大な散文作品の欠落を補うもので

ある旨を明言している｡この言からは､ 『マハーバーラタ』等､韻文によって著されたヒ

ンドゥーの叙事詩的伝統を偉大なものとして尊重しながらも､同時に､タミルの民衆に新

しい時代の到来を告げ､文学においても改新が為されるべきであることを宣言しているよ

うにみえる｡さらに､社会改革の必要を前に､それを啓発する役割は､韻文ではなく､散

文文学こそが担わなくてはならない｡こうした決意と自負が､この作品全体には貫かれて

いる｡

南インド･タミルの地で､近代インドにおける東西の出会いによる初めての文学的な結

実をみたのは､キリスト教の文学であった｡先に紹介したキリスト教宣教師による創作活

動がそれである｡キリスト教によって触発された文学もはじめは韻文によるものであった

が､近代タミル文学が生んだ初めての小説もまたキリスト教徒の手になるものだったこと

は､特筆すべきことと言える｡

六　｢プラグァル｣の語が意味するもの
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さて､ここで再びタミル･イスラーム文学の問題も射程に入れつつ､全体の総括に入り

たい｡

タミル･イスラーム文学について､我々の文脈から一つ注目すべきは､その作者たちの

呼称である｡これまでに見たように､彼らの名前の末尾に､しばしば｢プラグァル｣とい

うタミルの単語が添加されている｡これは一種の敬称ないし称号(タイトル)であって､

ほんらいタミル･イスラームの伝統に由来するものではない｡この語は､ ｢サンガム文学｣

ないし｢サンガム文献｣という呼び名で知られるタミル古代の詩文学にすでに見出され､

やはり多くの作者･詩人たちの名の末尾に付ける称号として用いられている｡

｢プラグァル｣と称される人々は､世を棄てた類のいわゆる｢聖者｣ではなく､あくま

でも世俗に身を置いたままで精神の高みを極めた人で､古代以来タミルの人々が尊崇し､

理想とするところであった｡出世間的な環境で一人修行に励む行者について､古代タミル

の詩は､尊敬というより､多く同情のまなざしを送っている｡このような俗世間に身を置

きつつ精神的な極致に至るという古代タミル人の理想的な人物像は､世紀後に入ってタミ

ル社会が徐々にかつ着実にヒンドゥー化し､やがてバクティの宗教(帰依信仰)が隆盛を

極めたなかにあっても､かたくなに維持され続けた｡この意味で､ ｢プラヴァル｣の語と

概念は､典型的にタミル土着の文化的基層に起源するものであり､タミル人とタミル文化

を象徴的に表示する概念なのである｡この文脈で､七､八世紀を前後して現れ､タミル人

が今も尊敬してやまないヒンドゥー教の聖者たち一｢アールヴァ-ル｣と総称されるヴィ

シュヌ派の聖者兼詩人たちと､ ｢ナ-ヤンマール(ナ-ヤナ-ル) ｣と総称されるシヴァ

派の聖者兼詩人たち-は､そのほとんどが現世放棄者(サンニヤーシン)でも宗教的職能

者でもなかったことは､あらためて注目されなければならない｡ ｢プラヴァル｣という語

自体は用いられていないが､これらタミル･ヒンドゥイズムの伝説的な聖者たちも､まさ

しく｢プラグァル｣にはかならないのである｡

イスラーム詩人たち本人が､ ｢プラヴァル｣を自称するのを好んだのか､それとも作家

や作品に敬意をもつムスリムの読者たちが､ ｢プラヴァル｣のタイトルを彼らに与えたの

かについては､いまひとつ定かでない｡しかしいずれにせよ､そこにタミル古来の伝統的

な詩人･聖者の理想像とイスラーム詩人の姿が､タミル･ムスリムたちの観念のなかでオ

ーヴァ-ラップしているさまを見ることができる｡

｢プラグァル｣は前述のように､一義的には宗教的概念というよりは､よりタミル的概

念であると言える｡ヒンドゥー教が定着する以前からあった概念が､ヒンドゥー教化され

たあとも脈々と維持されていたものである｡そうだとすれば､タミルナードクに入ったイ

スラームが､その概念を準用して､自らの文学の作者につける名前に用いたとしても矛盾

はないと言えるかもしれない｡

ところで､後述するタミル･キリスト教文学の場合､スヴァ-ミカンヌ･プラグァルの

ようなごく稀な例外はあったにせよ､作者たちがあえて｢プラグァル｣を名乗ろうとはし

なかったのは､興味深い対照である｡そこにはさまざまな理由が働いていると思われるが､
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キリスト教文学においても詩作上の伝統的技法をかなくなに踏襲していることに鑑みて､

なにかしら奇妙かつ不自然にも映るのである｡おそらく､キリスト教の場合･はじめヨー

ロッパからやって来た宣教師たちによって布教活動が開始され､宣教師たちの布教上の必

要からタミル語による文学活動の口火が切られたo彼らは､まず辞典の編纂や文典の編集

からはじめて､主として宗教文献や典礼の文句をタミル語に翻訳するという作業に当面の

勢力を集中したこともあり､叙事詩的な文学の創作に着手することが遅く､かつ熱意を示

さなかったという事実と関係しているのであろう｡キリスト教の場合は､文学活動を含め､

あくまで宣教師主導のかたちで展開された経緯があり､それに触発されて､かなりのちに

なって､信者の側からの文学活動が起こってくるのである｡すでに解説したように､叙事

詩的な内容･体裁をもつタミル･キリスト教文学作品として『テ-ンバーヴァニ』が残っ

ているが､これもイタリア人イエズス会士の作であり､イエズス会による南インド･マド

ゥライミッションの終蔦を間近に控えた時に作られたものであった｡タミル･キリスト教

文学においては､それ以降､イスラームの場合のような叙事詩文学の流行を見ることはつ

いになかったのである｡

上に述べたキリスト教宣教師による文典や辞典の編纂をはじめとする活動は､ヨーロッ

パにおける近代言語学の成立に先立つもので､先述のガストン･ケールドゥ神父(イエズ

ス会)やドラヴィダ語比較言語学を樹立したカールドゥェル(イギリス国教会､一八~四

～一八九八年)の場合のように､言語学的に顕著な知見に到達し､業績を築いた者も多い｡

それに対し､イスラームの場合､タミル文学の伝統に着想とインスピレーションを汲んだ

｢創作｣を中心に宗教文学が終始したため､キリスト教文学の場合のように学問上の貢献

に道を拓くに至っていない｡

七　｢プラ-ナム｣の語が意味するもの

｢プラ-ナム｣という作品名についても同様のことが言える｡この語は､もともとサン

スクリットで｢古い｣を意味する形容詞であるが､転じて名詞として｢古い物語｣ ｢古辞｣

の意味でも用いられた｡紀元後の早い時期から多くのプラ-ナと称される宗教作品が作ら

れ､ヒンドゥー教の一大文献群を構成している｡ヒンドゥーの神々の神話､インドの地誌､

天文学､占星術など､多岐な内容を盛る一種の百科全書的な書物である｡地方の寺院の由

来や縁起辞もプラ-ナの名で呼ばれる｡タミル語の｢プラ-ナム｣は､このサンスクリッ

ト語｢プラ-ナ｣から借用された語で､比較的長大で物語的な内容をもつな宗教文書がこ

う呼ばれた｡タミルのヒンドゥー教には､近現代に作られたものを含む数え切れないほど

のプラ-ナムが存在している｡

タミルのイスラームにおいても､ヒンドゥー教の例にならって､いわゆる叙事詩的な内

容をもつ作品の多くが自らプラ-ナムを名乗っている｡現代のタミル社会では､仮に世俗

的な内容のものであっても､比喰的に｢プラ-ナム｣という語が用いられなくもないが､

本論で言及したタミル･イスラーム文学作品が創作された当時､こうした用語の世俗化は
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起こっていなかったはずである｡ ｢プラ-ナム｣という語を用いれば､読者には必ずやヒ

ンドゥー教プラ-ナ(ム)との連想が働いたはずである｡ヒンドゥー教徒がイスラームに

改宗することでムスリムの人口が増えていったわけであるから､イスラームの叙事詩文学

をあえて｢プラ-ナム｣と名づけることで､改宗者の違和感を軽減するという意味から､

得るところもあったであろう｡

サンスクリットのプラ-ナと､タミル･イスラームのプラ-ナムの大きな違いは､後者

の場合､作者が特定されているのに対し､前者の場合は匿名性を原則とし､作者の名はふ

つう伏せられているのである｡しかし､プラ-ナの伝統の地方版であるタミル･ヒンドゥ

ー･プラ-ナムの場合になると､状況は異なってくる｡そこでは､カッチヤッパ･シヴァ

-チャーリヤル作の『カンダ･プラ-ナム』 ､セ-ツキラール作の『テイルットンダル･

プラ-ナム』のように､作者の名前が隠されることなく特定･公開されている｡

一方タミル･キリスト教文学においてはどうであろう｡この｢プラ-ナム｣というタイ

トルが､不可解なことに､ごく稀な例外( 『テイルヴァックッ･プラ-ナム』など)を除

いて見あたらないのである｡叙事詩的な性格をもつベスキの『テ-ンバーヴァニ』は､ ｢枯

れることのない花環｣ (ないし裏の意味で｢蜜の(ように甘美な)詩の荘厳(-飾り) ｣ )

を意味するにすぎない｡この作品は､ヨーロッパ宣教師による宗教叙事詩にして､古典タ

ミル文学以来の英雄詩の伝統とキリスト教の教えとを融合させた試みとして､タミル文学

史上記念碑的な業績として輝くものである｡

ところがこの作品でキリスト教長編詩が一応の結実を見ると､創作の担い手は､ヨーロ

ッパ宣教師から､文学の面でも感化を受けた一般のタミル人キリスト教徒のほうに徐々に

移っていく｡宣教師たちは宗教的な内容をもつもののみに自らの文学活動を制限していた

のに対し､近代化が進んで西洋からの文物が流れ込んでくるようになると､文壇全体に西

洋の世俗文学の影響が次第に著しいものになっていく｡こうした流れのなかに､ヴェ-ダ

ナ-ヤガム･ピッライによるタミル初の/J､説の誕生があったのである｡

八　結びにかえて

きわめて暫定的ではあるが､以上の議論をもとにとりあえずの纏めを試みたい｡

タミルのイスラームにとっても､タミルのキリスト教にとっても､その文学活動の開始

にあたって遭遇したのは現地の盤石なタミル文化という壁であった｡とくに長い歴史に裏

づけられた技法上の諸規則(韻律､詩形､テーマの制約など)であった｡しかしながら､

これらは｢壁｣だったかというと､必ずしもそうとは限るまい｡タミル語による文学的な

伝統や約束事は､人々にとって親しいものになっており､多くの人々に共有されたもので

あったから､それらの規定に則って詩作をすることは比較的容易なことであったと想像さ

れる｡受け入れる側にとっても､伝統的な規則に沿って作られた作品は､それだけ親しみ

を感じ､内容に共感するのも容易だったに相違ない｡中世から近代にかけて花開いたタミ

ルナードクのイスラーム教とキリスト教の文学は､このような環境のなかで創られ､それ
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ぞれの宗教を信じる人々に愛され人口に胎衆しただけでなく､新たな改宗者をいざない､

勢力の拡大にも寄与したと考えられる｡

ただし､イスラームの文学活動とキリスト教の文学活動では､すでに指摘した数点の事

実からも示唆されるように､異なった傾向が観察されることも事実である｡相違には､双

方の歴史的な経緯の違いや宗教そのものの性格の違いなど､多くの要因が絡んでいるであ

ろう.より保守的に映るタミル･イスラーム文学に対して､キリスト教の文学の時うは､

タミル文学史上初の小説を生むなど､西洋からの近代化の影響をより大きく被っているよ

うにみえる｡かたや､現代タミルの文壇において､イスラームの文学がいまだにある程度

の生産力をもって存続しているのに対し､キリスト教文学は世俗化の波を受けて過去のも

のになりつつあるのも事実である｡キリスト教自体､西洋的なさまざまな理念と分かちが

たく結びついている｡ヒンドゥー教徒たちを含むインド社会全体が､西洋的近代化という

名の世俗化を被りつつある今､宗教文学としてのキリスト教文学の存在意義がややもすれ

ば見失われる傾向が生じたとしても無理からぬことであろう｡いわばキリスト教文学のア

イデンティティが危機に晒されているのである｡

新しいメディアの発達によって､インドでは文学そのものが光彩を失いつつある｡詩や

小説を読む人々は､このところ目に見えて少なくなっている｡とりわけ地方語で著された

文学作品は､英語など西洋語で書かれたものに､じりじりと取って代わられつつあるのが

現状である｡一方､キリスト教徒の数は停滞気味であるものの､総人口にイスラーム教徒

の占める比率は､わずかずつではあるが着実に拡大している｡こうした事実にもかかわら

ず､まことに皮肉ではあるが､文学としてのキリスト教文学やイスラーム文学は､文学そ

れ自体が危機に瀕している今､ますますマイノリティの度合いを強めているとも言えるの

である｡
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Company, Inc., 1959.

Dhandayudham, R., A Study of the Sociological Novels in Tamiul, Madras: University of Madras,

1977.

Encyclopedia of Tamil Literature, Madras: Institute of Asian Studies, 1990.

Mohanty, J.M., Indian LiteratureinEnglish Translation: A Bibliography, Mysore: Central lnstitute

of Indian Languages, 1981.

Samuel, G.J., Collected Papers in Tamil Literature, Madras: Mani Pathippakam, 1979.

Zupanov, Ignes G., Disputed Mission: Jesuit Experiments and Brahmanical Knowledge in

Seventeenth-century India, New Delhi: Oxford UniversityPress, 1 999.
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スロヴァキアのロマ女性作家

-エレナ(イロナ) ･ラッコヴァ-Elena(Ilona) Lackoval一

佐藤雪野

1.はじめに　.

ロマ社会は父系社会だといわれる｡その中で､現在､ DVに悩まされるロマ女性も多い｡

しかし､チェコやスログァキアにおいて､少なからぬロマ女性が著作活動をしてきた｡ 1990

年11月のロマ作家協会設立集会に参加した22名(1人は非ロマ)のうち､ 14名が女性作

家であった2｡また､ 2001年2月段階でチェコのブルノBrnoのロマ文化博物館図書室の

蔵書から確認できたロマ作家56名中26名が女性作家であった3｡それでは､チェコやス

ログァキアにおいて､ロマという民族的少数派であり､父系社会という男性優先の世界で､

｢マイノリティ｣的立場におかれる女性である彼女らは､いかにして著作活動をするよう

になったのであろうか｡本稿では､それを考える手がかりとして､スロヴァキア出身のロ

マ女性作家であり､ロマ文化活動及びロマの地位拡大の推進者であったエレナ(イロナ) ･

ラッコヴァ-の例を取り上げる｡

2.ラッコヴァ-の略歴

2003年1月1日､スログァキアのコシツェKo益iceの老人ホームで､ラッコヴァ-は81

歳で亡くなったo　ロマの社会･文化雑誌『私たちの鏡Amaro geL7dalosj)には､以下のよ

うに彼女の生涯を紹介した記事が掲載された4｡

ェレナ･ラッコヴァ-は､ヴェルキー･シャリシュVelk才色ari島で1921年3月22日に

生まれた.処女作は､ 『燃えるジプシー収容所HoyL'acl'clga'DShytdboz』という戯曲で､彼

女が27歳の時の作品であった｡テーマは､ファシズム･イデオロギーに対するロマの抵

抗である｡彼女はロマの青少年達とこの劇を上演し､ロマばかりでなく､スロヴァキア人

の観衆からも支持された｡プレミエ公演は､ 1948年4月16日､ヴェルキー･シャリシュ

1彼女の､公式に登録された名前は､スログァキア語のエレナだが､ロマの名前はイロナ

で､親族や友人は､イロンカIlonkaという愛称で彼女を呼んだ0
2 "Uplynulo 10 let od zalo孟eni Sdru孟eni romskich autora", RoLZ2aDO dzyaDL'beB,

ⅥⅠ(2000)14, str.ll-18淵稿｢チェコ及びスロヴァキアのロマ作家たち｣ 『東欧多元言語文

化社会の形態的研究』(平成13年度国際文化研究科研究プロジェクト経費研究成果報告書)

東北大学国際文化研究科､ 2002年､ 9- 17ページ参照｡
3拙稿｢チェコ(スロヴァキア)におけるロマ文学-ロマ文化博物館の所蔵図書より-｣

『言語の脱｢民族｣化と現代文学一多文化社会における表現活動と言語選択-』 (平成12
-13年度科学研究費補助金(基盤研究(C)(2))研究成果報告書)､ 2002年､ 29 - 37ページ

参照｡
4 Balvin, Jaroslav, "Zemfela Elena Lackova", Amam geDdalos, 7(2003)･ 1/2, str･29･
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で行われ､この上演グループから移動ロマ劇団が生まれた｡その劇団により､この作品は､

スログァキア中で100回以上演じられた｡

ラッコヴァ-は､その後､チェコでも活動するようになり､ウ-スチ一･ナド･ラベム

tJstinadLabem､クラドノKladno､カルロヴィ･ヴァリKarlovyVary､プラハPraha､

ブルノに足跡を残した｡プラ-では､カレル大学で勉強し､ 1956年に成人教育のコースを

卒業した5｡

また､ 『新生活NoTd zvl'votj] 『ロマの心Romshe'szdce』という戯曲を書いた.子供-の

働きかけを重視し､ 1992年には『ロマのおとぎ話Ro'mskez10ZPZd朝を出版した｡ロマ

語による口述の自伝『幸せの星の下に生まれたNaz10dllJaJiem sepodsytbstDOU hveyzdouA

6 (ロマ学者であるミレナ･ヒュプシュマノヴァ-Milena Htibschmannovaがまとめ､チ

ェコ語に翻訳した)では､幸せな時期ばかりでなく､第二次世界大戦中の悲惨な出来事も

述べ､この本は1997年に出版された｡

スログァキア･ユダヤ教区大賞Vysok6 ocen6ni豆idovsk6 0bce na Slovenskuを受賞し､

2001年9月3日には､スログァキア大統領シュステルR.Schusterからリュドヴィ-ト･

シュトウール勲章第3等免Ad Ludovita Stdra tfetiho stupn6を得た｡

彼女を追悼して､ヤン･ホルヴァ-トJanHorvath7は､ ｢あなたを忘れないNabisteraha

pretumende｣ 8という詩を書いた｡

以上の略歴から､彼女の処女作が､戯曲の上演という形で公開されたのが､第二次世界

大戦後､共産党政権が成立(1948年2月)してまもなくであったことがわかる｡それで

は､彼女は､何故書くようになったのであろうかo　以下では､彼女の自伝を元に､彼女が

創作活動に入った経緯を探る｡

3.家庭環境

自伝の第1章に､彼女の親戚についての回想がまとめられている｡

祖父アンドレイAndrejは､子供の頃､伯爵の召使をした｡城にカニを届けに行った従

兄弟について行ったところ､伯爵夫人に気に入られたのであるC　伯爵達はこの城には､夏

に2､ 3ケ月しか滞在せず､それ以外の時期にはウィーンにいたので､祖父が召使をした

のは､伯爵達が城に滞在した時だけだった｡祖父は､城でハンガリー語を習い覚えた｡当

5ラッコヴァ-が大学教育を修了した年については､記事により､違いが見られる｡以下

で検討する彼女の自伝では､年号は述べられていない｡上記2つの拙稿では､彼女の卒業

年を1992年としたが､これは誤りであったので､訂正する｡なお､ 1991年に､彼女は

1990年からの制度により修士号を得ており､その学位記が､ 『ロマ学Romano d孟aniben』

誌の追悼記事に載せられている. (RomaDO dzvaDJ'beD, 2003, str.27.)

6プラハのトリア-ダTriada社から出版された.

7 1959年生まれのチェコのロマ詩人,ジャーナリスト｡

8 RomaDO dzyanl'ben, 2003, str.26-28.
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時は､まだオーストリア-ハンガリーの時代で､スログァキアはハンガリー内にあったか

らである.後に､イロナも伯爵夫人から召使になって一緒にウィーンに行かないかと言わ

れるが､イロナの母が拒否した｡イロナは子供の頃､祖父が一番好きだった｡

祖父は1 8歳の時､祖母ボラBoraと結婚して､製粉所で働くようになったが､楽団も

持っていて､結婚式や村の祭りなどで演奏した｡祖父は酒を飲まなかったが､祖母は飲ん

だ｡祖母はつけで､ユダヤ人女性の店でラムを飲み､祖父は給料を得ると､祖母のつけを

支払った｡

祖父が祖母に対して怒って｢チェドナeedona｣と彼女を呼ぶと､祖母も怒った｡ ｢チェ

ドナ｣とは､意味不明の言葉で､それを言った祖父自身も意味を知らなかった｡ある日､

｢チェドナ｣と呼ばれた祖母は､幼いイロナを連れて､10キロ離れたフミニヤニChmi丘any

の姪のところ-､二度と祖父の元-は戻らないつもりで出かけた｡フミニヤニの端までた

どり着いたとき､パンを食べようとしてベーコンを家に忘れてきたのに気づき､祖母は､

嫌がるイロナを連れて､もう一度家に戻り､またフミニヤニ-行った｡祖母はそこでラン

ゴシュIango昌というパンケーキのようなものを焼いた.フミニヤニでイロナは子どもたち

と遊んだ｡イロナの母は､他のロマの子と違って､イロナをお姫様のように装わせていた｡

雨が降ってきて､泥んこの中でころび､服を汚した｡夜､祖父が迎えに来て､未明に家に

戻った｡

祖父は､ロマ集落の長(チバラEhibala)を務めていた｡祖父の後､その役を父が継い

だ｡

祖父はイロナを甘やかし､菓子を与えた｡祖父はイロナが6歳のときに死んだ｡立派な

葬式が行われ､長い間､地域のロマはそのことを語りついだ｡死の3日目､祖父は葬られ

た｡当時､ロマ集落に床のある家はなく､母は､家の地面に灰をまいた｡死者は､姿を見

せないが､動物か人間になって戻ってきて､その証拠が灰に足跡で残ると信じられていた｡

翌朝､母は､人間の足跡があったと言った｡これは祖父が動物に転生せず､人間になった

ということで､彼がよい人間であったことを示している｡その後､母は､家を葉や木の実

で焚き染めた｡祖母はその後も長い間泣き続け､生涯､祖父に忠実だった｡

父ミクラーシュMikula昌は音楽家で､ 14歳から祖父の楽団で演奏し､第一ヴァイオリ

ン､ヴィオラ､ベース､ツインバロンをこなした｡父は字が読めなかった｡学校-通い始

めたが､ハンガリー語の詩を覚えられず､鞭で打たれたので､行かなくなったためである｡

父はロマには珍しく一人っ子だった｡

父が､チバラになってから､集落のロマが食べ物がなくなったために､村の農民の畑か

らジャガイモ､キュウリ､トウモロコシを盗んだ事件があった｡戦間期のチェコスログァ

キア時代のことである｡農民は､集落に憲兵を送ってきたが､父は憲兵と各小屋を回り､

ジャガイモがないこととロマの貧しい生活を憲兵に示した｡ロマは1日にせめて1度食べ

る分しか盗らず､場合によっては皮までも既に食べてしまっていたのである｡憲兵はボ-

ミアから来ていて､地元の人をあえて守る必要がなかったので､すべてを知りつつ､父の
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言い分を認めた｡

母マリエMarieはワルシャワ生まれのポーランド人の孤児で､ 1900年生まれだった｡

母の母は､出産時に亡くなり､母の父はその2年後に亡くなった｡母は､孤児院で育った

が､第一次世界大戦中､ワルシャワが空爆された後､モスクワに避難した｡

父は､オーストリア-ハンガリー軍に従軍したが､当時､ロシアの捕虜となっていた｡

父は､母がプライドメイドを務めた友人の結婚式に､音楽家として呼ばれていて､母を見

初め､翌日､強引に結婚したo　母は当時1 5歳だった｡ 9カ月後､長男ヨシュカJo孟kaが

生まれた｡その後､母は息子を連れて､父の元から､逃げ出すが､ 1カ月後､見つかった｡

ロシア革命後の1918年5月､家畜貨車で3人はプレショウPre島ovに到着し､シャリシ

ュに戻った｡母は､父がロマだと知らなかったので､ロマ集落に来て怯えた｡彼女は､ロ

マに息子が食べられると思った｡息子は､ 1カ月後には､ロマ語を話すようになったが､

母は時間がかかった｡

母は徹底的に洗濯した｡また､孤児院で縫い物の訓練を受けていた｡農婦にはミシンを

持っている者がいて､彼女らの服を縫う代わりに母はミシンを借りられた｡イロナが4歳

くらいのとき､母は､再び長男と逃げ出し､ポーランド国境近くで発見された｡置いてい

かれたイロナは非常にショックを受けた｡母は大変厳しく､イロナは彼女を恐れた｡母の

言うことを､誰もが聞き､父も聞いた｡父は､母を愛し､母に命をささげていたが､母は

父にも厳しかった｡母は本当は歌がうまかったが､母が歌うのをイロナは聴いたことがな

かった｡母の厳しさは､母が親戚を持たなかったことによるのかもしれない｡母は1957

年に死に､父は後を追うようにその6週間後に死んだ｡

兄ヨシュカは優秀で､母は彼を高校に進ませようと思った｡父は､プレショウまで毎晩

片道7キロの道を徒歩で往復し､居酒屋で演奏して2､ 3コルナの金を得ていた｡母は､

農家の手伝いと､ノルウェー模様のセーターを農民に編むことで金を得ていたので､他の

ロマの家族より経済状況がよく､進学費用を貯めたのであった｡ロマは金持ちの農民を名

付け親にする習慣だったが､ヨシュカはその名付け親の手伝いを真冬にしたのが原因で､

肺炎のため､進学直前に､ 17歳で死亡してしまった｡

次男のヂュルカf)ulknは､ 7ケ月で死亡した｡その次に生まれたイロナは､生まれつき

色が黒かったので母は驚いた｡その後､マルシャMaru昌a､トノTono､ハニュシャHa丘u菖a､

アダーメクAdamek､ヴィルマVilmaが生まれたo

父は再婚で､最初の結婚相手はスログァキア人だった｡その最初の結婚からの姉エマ

EmaとマルガMargaも一緒に暮らした｡計10人兄弟ということになる｡

家では家族が一斉ではなく順に食事をしたが､最大限2回だった｡

家族やロマの間で愛が語られることはなかったが､互いに一緒にいるのが好きだった｡

ツイタという犬を飼っていたが､狂犬病がはやったため､ジプシーの犬は全部殺されて

しまった｡
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4.子供時代の集落での生活

集落のロマの子供達は､冬も夏も外で遊んだ｡集落中の大人が子供をしつけ育てた｡子

供達は､ 5､ 6歳になると､女性達と一緒に､キノコやイチゴや薬草とりに行った｡男の

子は､小さい頃からツインバロンなどの楽器を習った｡イロナもヴァイオリンを習いたか

ったが､父に許されなかった｡楽器は玩具でなく､生活の糧だと父は言った｡イロナが若

い頃は､ロマの少女が楽器を演奏することはなかった｡

両親は子供達を叩かなかった｡少なくとも昔のロマの親は､子どもを叩くことで罰する

ことをしなかった｡母は､イロナを､肉屋の犬で脅し､祖母は､ ｢ガ-ジョgad蓋09がさら

いにくる｣と脅した｡ガ-ジョは逆のことを言っていた｡

結婚適齢期(14､ 15歳)の娘達は､ -レナという子供のいない女性のところに集まり､

一緒に食べたりして楽しんだ｡そこに時々､楽器を持った若者達もやってきた｡そこでカ

ップルが成立すると､翌日､娘は自分の母親にそのことを告げたので､父親や､若者の家

族の間で騒ぎになった｡ロマの親子の間に秘密はなかった｡イロナは､読書が好きだった

ので､ヘレナの集まりには余り出かけなかった｡イロナが16歳のとき､ -レナのところ

へ行った帰りのカブシャニKapu昌anyの若者達がイロナの家に寄った.その中に夫となる

若者がおり､彼らは3年後に結婚した｡

シャリシュは大きな村で小さな町とも呼ばれたが､ロマは､村の中ではなく､ロマ集落

に住んでいた｡集落は､村はずれの橋の下にあった｡ロマとガ-ジョは一緒に住んでいな

かった｡ロマ集落には､ (原則として)ロマだけが暮らしていた｡父の最初の妻はスログァ

キア人だったが､彼女の家族は貧しかったため､村に住めず､ロマの集落に住んだ｡彼女

には､ 4人の姉妹と1人の弟がいたが､全員がロマと結婚した｡

ロマの子供達とガ-ジョの子供達は一緒に遊ぶことはなく､互いに石を投げ合うほどで

あった｡居住地に来るガ-ジョは､憲兵と､布告のふれ役だけだった｡郵便配達やロマの

子供の名付け親の農民は､橋のところから呼んだ｡

チェコ人の憲兵達とロマは仲良くしていたが､スログァキア国家が成立して(1939年)～

彼らは去らなければならなかった｡父は泣き､駅まで彼らを演奏しながら送った｡農民達

はそれをののしった｡憲兵達の代わりに兵士達が来た｡

集落には5-60の小屋があり､ 600人が住んでいた｡小屋は､日干し煉瓦で造ったo集

落には､日干し煉瓦作りを生業とする家が1軒あり､集落のためばかりでなく村中のため

に日干し煉瓦を生産した｡農家を1軒建てるのには1万個､二部屋からなるロマの小屋を

1軒建てるのには千個必要で､千個の煉瓦は50コルナだった｡

集落は1家族から始まったので､同じ姓の家が多かったが､イロナの家の姓ドクトル

D｡kt｡rは1軒だけだった｡普段は皆はニックネームで呼び合った｡年をとった独身男性

9　ロマ語で非ロマのこと｡
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はいなかったo盲人はいなかったが･生まれつき耳の聞こえない兄妹がいた｡戦争で片足

を失った人もいた｡

女性は1人をのぞき､やせていたoまた､女性は1人の例外のほかは､誰もタバコをす

わなかった｡

母は農婦のために､服を縫ったり､編み物をした｡また､農家から土地を借りて､ジャ

ガイモを作り､その代わり彼らの農地で30日間働かなければならなかった｡母は反対し

たが､イロナも学校に行かずに､ 1日中手伝った｡土地の分の30日以上働くと金をもらえ

た0日の出から日の入りまで働いて､母は5コルナ､ 10歳ぐらいのイロナは半分の労働に

しか数えてもらえず､ 2コルナ半を得た｡

妹のマルシャがイロナの代わりに子守をした｡イロナは､畑で母を手伝うか学校に通っ

ていたからであるoマルシャは勉強が嫌いだった｡農地の仕事は女の仕事で､男の子は､

ツインバロンを習った｡

誰も時計を持っていなかったが､目と月によって時間を知った｡伯爵の森に勝手にきの

こ狩りに行くときは､見つからないように満月の夜中に出かけた｡一度は森で火をたいた

ので､見つかってしまった｡

村のユダヤ人が､ロマ達の集めてくる薬草を買った｡ロマ達は薬草の袋に煉瓦を入れて､

重さをごまかした｡

ロマは医者と縁がなかった｡医者に払う金もなく､今ほど病気もなく､ロマ自身が治療

法を知っていたからである｡イロナは何度か肺炎になったので､母は､マフラーや手袋や

帽子を編んでそれを身につけさせたが､それでも彼女は肺炎になった｡肺炎になると､ 1

日3回牛乳や馬乳を飲んだ｡ロマ達は､目の炎症は､母乳で洗って治した｡頭痛にはヒル

を用いた｡

イロナは臆病だったので､骨を折ったことはなかった｡しかし､学校-上がる前に､台

所でやけどをしたことがあった｡

子供がひどく泣くと､ロマ達は魔法にかけられたと信じた(.大人も魔法にかけられるこ

とがあり､このことを今日に至るまでロマ達は信じている｡

ソーシャルワーカーの中には､ロマの子供達は､世話をされずに自然に育っと思ってい

る人がいるが､ロマの母親は､母乳を与えたり､丈夫になるように足や手や背中やおなか

をさすったりして､子供の世話をする｡しかし､栄養失調の子供が多く､足が曲がったま

まになった子供もいた｡

結核で亡くなるロマが多かった｡当時は､ガ-ジョも結核を治療できなかった｡

ロマは病気になると､まず病気を治す魔法を探した｡ロマが病気の原因と考えたのは､

悪行の罰､さわり､魔法であった｡何人かの女性は魔法を使うことができると信じられて

いた｡

年配の女性は､妊婦が妊婦の規則を守っているかどうかに注意した｡妊婦の規則とは､

カエルや-どやカタツムリのような気持ちの悪い動物を見ない､泣かないといったもので
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ある｡また､妊婦が何かを食べたいと思った場合､誰でもそれを食べさせなければならな

かった｡また､子供が陽気で音楽家になるように､歌った｡

シャリシュの丘の上の城の伯爵は､マリー･シャリシュにも小さな城を持っていた｡シ

ャリシュの城は､第一次世界大戦中に燃えたが､戦争後､すぐ建て直された.伯爵夫人は､

ロマのように色が黒く､馬に乗るのが好きだった｡伯爵の息子はロマが好きで､よくロマ

のところ-行った｡ロマの少女達は､彼を驚かせようと思い､取っ組み合いのけんかをし

て見せたりしたが､彼は､それを芝居と気づき､笑った｡伯爵夫人もそれを見たがり､再

現すると､少女達に10コルナずつ与えた｡

シャリシュのロマの男性達は音楽家であったので､争わなかった｡それに対して､女性

達はよくけんかをした｡

城では､夏に五月祭が行われ､イロナの父は､楽団を率いて演奏した｡その地方中の大

地主達が祭りに集まった｡旦那衆は､ダンスをしたが､チャールダシュとワルツだけだっ

た｡そこで､ 7､ 8歳だったイロナは､チャールストンを踊って見せた｡踊りが終わると､

旦那衆はイロナの広げたスカートいっぱいに10コルナや20コルナを入れた｡これが､イ

ロナが金を稼いだ最初の経験であった｡

祖母が､祭りに出ているイロナ達のためにピショタpi昌otaというパンケーキを届けてき

たことがあった｡それは､彼らが､乞食でないことを示すためでもあった｡しかし､祖母

は､スプーンを忘れたといい､旦那衆の前で手づかみはできないと主張したので､祭りに

来ていた校長が木の枝で棒を作った｡伯爵夫妻もその棒でピショタを味わった｡

集落には､スプーンを持たない家族もあった｡スプーンを持っていても､ 3､ 4本で､食

事は家族で順番にした｡また､スプーンの貸し借りもあった｡マッチを持たない家族も多

く､炊事中の隣人に火をもらいに行った｡

日曜日は､カッテージチーズのハルシュキhaluSky (パスタ)を食べることになってい

た｡朝ごはんも食べず､メザニMedzanyから､農婦がカッテージチーズとバターを売り

に来るのを待った｡ 1つ2コルナのカッテージチーズの塊を2個と､バター4分の1キロ

を買った｡ 10人以上のために､ハルシュキを料理したのは､祖母と一番上の姉のエマであ

る｡大きな皿にもって､皆で食べた｡晩御飯がいらないほど､腹持ちがよかった｡普段の

日は､ 6､ 7歳からイロナも料理をし始めた｡

冬の終わりの食糧事情は厳しく､貯蔵していたジャガイモがなくなり､畑に残った凍っ

たジャガイモまで食べた｡

農民は､ロマの色の黒さについて悪口を言ったが､ロマの間でも色の差別があった｡イ

ロナの親友はパピニヨリPapi丘ori (ガチョウちゃん)と呼ばれていた.色白だったからで

ある｡イロナは色の黒い自分を醜いと思っていたが､ある時､夏に学校に宿営した軍隊の

コックが､彼女を指して｢かわいこちゃん｣ ｢きれいな黒い娘｣と呼んだ｡彼女はどうして

そう言われたのかがわからなかった｡

集落に､色白できれいだが､汚れた服を着て髪もとかしていない娘がいた｡母が､その

-47-



娘の母親とけんかをした時､そのことをなじると､その母親は､イロナがきれいな服を着

ていても､真っ黒だと言い返した｡イロナはひどく傷つき､リボンつきの服も､集落で一

人だけ下着をつけていることもうれしくなくなった｡

ロマは､夢を信じていた｡毎日夢の意味を議論した｡後､イロナにとって3つの正夢が

あった｡ 1つめは､イロナの友人の夢で､イロナが女の双子が生むということ､ 2つめは､

イロナ自身の夢で､夫の死について､ 3つめも､イロナ自身の夢で､孫の死についてであ

った｡

5.教育と文芸

ロマは､おとぎ話を､ところによっては現在に至るまで語り継いだ｡シャリシュの集落

には2人の優れた語り手がいた｡ロマのおとぎ話は､難しく､複雑で､長く､時には午後

から語り始めて真夜中になっても終わらなかった｡週2､ 3回語りがあり､聞き手は､石

油代やタバコ代に1ハリーシュ(コルナの10分の1の通貨単位)を持ってきた｡お金の

ない人は､薪を持ってきたり､語り手のために薪割りをしたりした｡イロナの母は､子供

達がおとぎ話を聞きに行くのを好まなかった｡おとぎ話を聞きに行くと､いつも､のみを

うつされてくるからである｡それでも､子供達はおとぎ話を聞きに行った｡

シャリシュには映画館が1軒あって､カウボーイ映画を上演していた｡兄のヨシュカは､

魚をとってはガ-ジョに売り､その金で映画の券を買い､イロナにも見せてくれた｡

学校に通い始めたとき､イロナは何も勉強しなかった｡先生は､ジプシーの子供達を一

番後ろに座らせ､彼らに注意しなかった｡彼らは4人がけのベンチに7人で座った｡ロマ

の子供達は子供達だけで遊んでいた｡しばらくして母は､イロナが学校に通っているのに､

何もできるようになっていないことに気づいた｡母は､校長と交渉し､翌日､先生は初め

てイロナに注意し､ ｢勉強したいの?｣と聞いた｡イロナ自身は勉強したくなかったが､ ｢は

い｣と答えた｡先生は､イロナに単語帳を貸し､彼女を最前列に座らせ､教え始めた｡

2年生､ 3年生になるとロマの子供達は､順にドロップアウトし､ 4年生になると､残っ

ているのはイロナだけだった｡春秋は､農作業をしていたので､学校に通うのは冬だけだ

った｡

1933年にユダヤ人の先生が担当になった｡ユダヤ人の店で父が演奏していたので､その

先生は､イロナに好意的だった｡スログァキア人の子供達は､おやつを持って学校に来て

いたので､先生は､イロナにロフリークrohlik (角型パン)を2つ持ってきてくれた｡イ

ロナは学校では食べず､家に持ち帰り､弟妹と食べた｡

教科書は持っていなかったので､学校に早く行って､スログァキア人の子供達から借り

た｡彼らは､最初イロナから距離を置いていたが､クラスで､イロナの作文が最もよいも

のとして読み上げられるようになって､イロナを好きになった｡地理や歴史では､彼らを

教え､苦手だった算数では､彼らが助けてくれた｡
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ある時､男の子がイロナをひっかけて転ばせ､イロナが泣くと､ ｢泣き虫のジプシー｣と

笑った｡ユダヤ人の先生は､クラスの前で彼をひどく叩いたので､二度とそのようなこと

は起こらなかった｡

小さい時からイロナは読書好きで､図書館で本を借りた｡農家の仕事をするようになっ

て､ 『婦人･少女雑誌Casopispaniadivek』のためにお金を貯めたoそこには､ 『モンテ･

クリスト伯』や『チャフチッェCachticeの婦人』 10､大衆小説が載っていたo

サーカスに雇われていた少年が集落に戻ってきたとき､スーツケースいっぱいのぼろぼ

ろになったカウボーイ小説を持ち帰った｡イロナはそれを読んだ｡毎晩仕事の後で､本に

向かい､一晩中読むこともあった｡母は､石油代がかかると文句を言った｡月が明るい時

は､その光でも読んだ｡

結婚後､イロナの夫は､毎晩､イロナが物語を話すのを望んだ｡じきに､読んだ本の内

容では足りなくなり､イロナは､自分で考えた話を語った｡ロマについての話もしたので､

夫は､世界ではロマについても本が書かれていると感心した｡ずっと後になって､それが

イロナ自身の創作であったことを夫に告白した｡

14歳のとき､イロナは自分自身でも書こうと考えた｡愛の詩をスログァキア語で書いた｡

ロマ語で書くことは考えもしなかった｡学校でロマ語を習うことはなく､活字になったロ

マ語を見たこともなく､文学のための言葉としてはスログァキア語しか思いつかなかった｡

また､スログァキア語で書くことで､自分がどんなにガ-ジョの言葉ができるか示したか

った｡多くのロマはスログァキア語を話すのが下手で､互いにスログァキア語で話すこと

は全くなかった｡

詩を数編書いたとき､市民学校(高等小学校)時代の先生に見せた｡先生は､村でアマ

チュア劇団を組織していて､自ら戯曲も書いていた｡先生は､イロナの詩を褒め､ラジオ

番組にそのことを書いた｡そこで彼女の詩が2編朗読された｡何通か手紙の反響があった｡

『婦人･少女雑誌』が､イロナについてルポを書きたいと､突然､先生のところにやって

きた｡記事にイロナの写真を欲しがったので､初めて写真をとって､雑誌に送った｡しか

し､その間にスロヴァキア国家が成立し､ロマは法の枠外におかれたため､記事は印刷さ

れず､写真は送り返された｡

6.配偶者

イロナの夫ヨゼフJo2iefは､カブシャニの出身で､カブシャニのロマはシャリシュのロ

マと違って､喧嘩好きだとされていたo　そこで､イロナの両親は､イロナがヨゼフを拒絶

したら､カブシャ二のロマが自分達を殺しに来ると恐れた｡

10西スロヴァキアのチャフチッェ城に住む貴婦人は､領民を弾圧し､若さと美を保つため､

若い娘を殺して､その血の風呂に入った｡しかし､彼女は､正義のために立ち上がった二

人の若者によって殺されるという伝説｡
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イロナは教会の聖歌隊に通っていたため､司祭に愛され､よく働くので､農婦達にも愛

されていた｡そのため､イロナの結婚を､皆が自分のことのように思ってくれた｡

ヨゼフの親戚は､豚の取引をしていて､非常に豊かだったが､第二次世界大戦中にフリ

ンカ親衛隊が､ジプシーの商売を奪ったので貧しくなった｡結婚当時はまだ金持ちで､結

婚式には､トラックではあったが､自動車でやってきた｡

しかし､ヨゼフの母は20歳で未亡人となり､貧しかった｡ 22年間一人で農民のところ

で働きながら､二人の息子を育てた｡

カブシャニに比べてシャリシュは町だったので､カブシャニの人々は都会のジプシーの

娘がどんな風であるかイロナを見に来た｡人々は､イロナを見て､ ｢ご婦人がジプシーのと

ころに嫁に行く｣と行ったので､カブシャニの農婦に仕事をもらいに行くのが恥ずかしか

った｡結局7キロ離れたフリヤンカFurankaまで仕事をもらいに行った｡フリヤンカに

は､正教徒のルシーン人がいて､カブシャ二のカトリックとは関係がなかった｡フリヤン

カの農婦達は､イロナの仕事を賞賛し､彼女の話すカウボーイなどの物語も気に入った｡

女主人は､いつも食べ物が家にあるか聞いてくれ､ジャガイモを与えようとしたが､重い

のでカッテージチーズとバターをもらった｡

カブシャニでは､親戚から花嫁の試験をされた｡水を汲みに行かされ､ハルシュキを作

らされた｡

ロマの妻には､普通のことだが､イロナも一度夫から逃げ出した｡カブシャニ-行って

11ケ月目のことであるo最初の子供のミラーネクMilanekが生まれたばかりで､生後3

週間の息子を連れて走って母の元-逃げた｡

第二次世界大戦中､スログァキア国家のもとで､多くのロマが強制労働収容所に入れら

れた｡イロナたちもコルパーシュKorpa昌に追われた｡

戦後､スログァキアのロマの多くは､チェコに仕事を求めた｡チェコでは､ ｢ジプシー｣

ではなく､ ｢- ･さん｣として扱われた｡ヨゼフもクラドノで働いた｡イロナもミラーネ

クと戦争中に生まれた双子の一人マ一二ヤMA丘a (i)う-一人のイレンカIrenkaは死去)

を連れて､後を追い､クラドノでエヴィチカEviakaを生んだ. 5歳の時のけがで､右腕が

動かなかったのにも関わらず､ヨゼフは､スログァキア人やロマの中で最も収入が高かっ

た｡ヨゼフを愛したチェコ女性に編されて､イロナはスログァキアに戻った｡ヨゼフが仕

送りをしてこないので､イロナは3人の子供を連れて､再びクラドノに出かけ､ヨゼフと

一緒にスログァキアに戻った｡

そして､戯曲を書いて劇団を作り､上演するという考えを持つにいたった｡戯曲を善く

のには苦労したが､劇は成功した｡

その後､劇の巡回上演が終了し､イロナは地方国民委員会の衛生部門の仕事をしないか

と言われたが､この仕事に新聞好きのヨゼフを推薦した｡ヨゼフは訓練をすべて最高の成

績である1の評価で終え､後に仕事をしながら､衛生上級学校も卒業した｡
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7.おわりに

イロナの祖父や父は､ロマ集落の長を務めており､ロマ社会の中での地位が高かった｡

また､母は非ロマであり､周囲のロマ女性にない特技を持っていた｡そのため､他のロマ

に比べて､経済状況がよかった｡これは､子供の教育にとって､有利なことであった｡

また､非ロマである母は､父に対しても他のロマに対しても強い態度がとれる不思議な

存在であり､母の強さは､イロナに影響を与えたと考えられる｡常に男性に従属している

女性像とは母はかけ離れていたからである｡そして､父も､母の態度を認めていた｡

母は､集落の他の母親達と違って､子供達の服装にも気を使った｡また､そのための裁

縫の技能も持ち合わせていた｡また､母は､子供の教育をおろそかにしなかった｡

以上は､イロナの教育上､他のロマの子供達より有利に働いた要因で､それが彼女の作

家活動にもつながった｡

もちろん､本人の才能は重要である｡イロナは､子供の頃から読書好きで､作文もうま

く､ 14歳で詩作もした｡才能が､相対的に恵まれた環境によって育てられたということに

なるであろう｡

イロナは結婚相手にも恵まれた｡夫は､毎晩イロナが本の話をするのを聞くのを好んだ｡

イロナの創作能力は､夫に語るための物語を考えることで磨かれたであろう｡夫を重んじ

る伝統的な考えを持つロマの女性が作家活動をするためには､夫の理解が不可欠であった｡

自伝のタイトルにあるように､イロナ･ラッコヴァ-は幸せの星のもとに生まれたのであ

った｡

(参考)

チェコやスログァキアのロマ女性作家は､イロナ･ラッコヴァ-のように恵まれた環境

に育った人ばかりではない｡アグネサ･ホルヴァ-トヴァ-AgnesaHorvatovaの場合を､

彼女-のインタビューをもとに紹介しよう11｡

彼女は､長い間､著名なロマのフォークロア･グループ｢ベルモスPerumos (稲妻)｣

のソリストとして活動し､ベルギー移住を経て､現在はプラハのスミ-ホフSmichov地

区のロマ文化センターのフォークロア･グループで活動もしている作家である｡

彼女は､ 1949年4月4日､スログァキアの間マチャショヴィツェ･ナト･トプリョウ

Mata昌ovice nad Toprouという村で生まれた｡ラッコヴァ-同様､東スログァキアの出身

である｡しかし､ラッコヴァ-と違って､彼女の最初の言語はロマ語ではなかった｡ 5人

ll "Ma蓋eme si spolu o Vas trochu popovidat (nami8tO Ptedmluvy) (あなたについて一緒

に少し話してもいいですか? (前書きのかわりに)) " V: Horvatova,Agnesa, 0 velhe'mmev

aJi'De'pjlbeyLy (大きなラマについてとほかのおとぎ話) , Praha: Signeta, 2003, str. 7･30

を参照｡この本は､対訳出版で､チェコ語訳は､ヒュプシュマノヴァ-とマリエ･ボシュ
コフツオヴァ-Marie B0着kovcovAによるo
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の姉妹と1人の兄弟がいた｡

マチャショヴィツェでもロマは､村の外の川の近くに住んでいた｡スログァキアのロマ

は､森か川か墓場の横に住んでいた｡しかし､祖母の話では､前は村の中で農民達と一緒

に暮らしていたそうだ｡ガ-ジョやフリンカ親衛隊もひどかったが､ドイツ人の方が更に

ひどかったそうだ｡ドイツ人がやってきて､祖母は3人の子供達と森に隠れた｡祖父は戦

前に亡くなっていた｡祖母は苦しい生涯を送り､ 79歳で亡くなった｡祖母は､農家でかま

どを掃除し､かごを作って売って､金を得た｡父もかごを作るようになった｡祖母もロマ

語ができず､スログァキア語の土地の方言で話した｡

母はロマ語ができたが､祖母達とはスログァキア語で話した｡母はオリュカOrkaの出

身で､そこのロマはロマ語を話した｡母が8歳の時､両親は死に､母の姉が母を育てた｡

父はチェコに来て､最初はイノチヤニJinoeanyの農場で働いたoホルヴァ-トヴァ-

はそこで夫と出会った｡夫はやはり東スログァキアのジェレズニーキえeleynikyの出身で

あった｡夫には4人の兄弟と4人の姉妹がいた｡

スログァキアには仕事がなかったが､チェコには仕事とドイツ人が元住んでいた住まい

があると､人集めが宣伝した.イノチャニばかりでなく､ジャチッ宜atecやコルノフK｡ln｡V

にも住んだ｡夏はチェコで働き､冬にはスログァキア-戻った｡そのため､スログァキア

語とチェコ語ができた｡しかし､学校-通い始めると､他の子供達ほどチェコ語ができず､

6年生までしか終えることができなかった｡

16歳半で結婚して､義母と話すためにロマ語を学んだ｡

おとぎ話が語られるのを聞くのが好きで､自分でも語った｡それをマルギタ･レイズネ

ロヴァ-Margita Reiznerova12が書くように薦めたo民主化後､ロマ語での出版ができる

ようになった｡

レイズネロヴァ-の夫が､彼女の創作についてどのような態度をとったかはわからない

が､レイズネロヴァ-の家庭環境は､彼女の教育のためによいものではなかった｡しかし､

彼女は､自分自身の物語-の関心と結婚してからマスターしたロマ語-の愛から､創作活

動を行っているのである｡

12レイズネロヴァ-は､ 1945年､マリー･ブコヴェツMalタBukovec生まれのロマの詩

人｡ロマ作家協会の初代会長｡
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地図(出典: Lackova, Ilona, A False Dawn. MyLLTe as a Gypsy Woman Lh SlovBkl'&,

Hat丘eld: University ofHertfordshire Press, 2000, p. 214.13)

13ラッコヴァ-の自伝の英訳｡
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『トランシルヴァニアの仲間』を読む
-トランシルヴァニアの民族集団の歴史的多様性と均質性一

鈴木道男

序一作品の概観

トランシルヴァニアの歴史と民族

ハンガリー人とセーケイ人のトランシルヴァニア

ザクセン人のトランシルヴァ二ア

ルーマニア人のトランシルヴァニア

作品成立当時のトランシルヴァニア

行間を読む

なぜ｢仲間｣か-祈りとその意味

序一作品の概観

クマ-シ･アーロン(TamasiAron)の短編『トランシルヴァニアの仲間』 (または

『ェルデーイの仲間』 )は邦訳されて我が国に紹介された数少ない｢トランシルヴァ

ニア文学｣のひとつである｡トランシルヴァニアには､中世以来近代に至るまでハン

ガリー人(セ-ケイ人を含む) ､ルーマニア人､ザクセン人(ズィ-ベンビュルガ

一･ザクセン)と呼ばれるドイツ系入植者が人口比の大部分を構成しており､従って

トランシルヴァニア文学といっても､それが書かれる言語は一つではない｡作者のハ

ンガリー語作家タマ-シ(1897-1966)はトランシルヴァニアのカルパチア山地のセ-ケ

イ地方の零細農家出身で､第一次世界大戦中イタリアの前線で従軍､帰還後法律と経

済学を学び､ 1923年から26年まで大恐慌前の好況を呈していたアメリカに職を求める｡

帰国後ハンガリー語作家としてたち､ ｢ア-ベル三部作｣と呼ばれる長篇作品も有名

となるが､どちらかといえば短編を得意としていた｡

主人公のハンガリー人の青年が休日の散歩の道すがら偶々入った居酒屋で､偶々出

会ったルーマニア人とザクセン人の若者と､音楽を通じて意気投合する｡ 3人はルー

マニア青年の横笛の3分の1ずつを｢象徴的に｣共有するまでになるのだが､主人公

がその笛でセ-ケイ人の旋律を奏でたとたん､その直前に居酒屋に入っていたルーマ

ニア人軍曹がそれに腹を立て､笛を踏みにじってしまう｡筋らしい筋と言えばこれに

尽きる短編だが､その僅か数ページの作品が合意するところは､実は有史以来のトラ

ンシルヴァニアの歴史のすべてなのである｡トランシルヴァニアの人々､とくにハン
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ガリー系やセ-ケイ系､ドイツ系の人々にとっては､第二次大戦のさなかに著された

この作品の行間からおのずと読み取れるものがあまりにも自明かつ強烈に過ぎ､寓意

の塊のように思われ､しかしまた同時に共感を呼び覚まし､心の痔きを催させる小品

であることは現在も変わらないであろう｡一方､トランシルヴァニアにかかわりのな

い読者が､一読してこの一文一文のもつ象徴性に気がつくこともまた考えにくい｡民

族の宥和と対立が問題になっていることは理解できるが､精々､トランシルヴァニア

を失ったハンガリー人の､失われた楽園によせる郷愁を描いた作品であるかのように

みえてしまうに終わるだけであろう｡

マイノリティとマジョリティのはざまに置かれた民族集団の構成員個々の立場の揺

らぎを僅か数ページのうちに措き切ったこの作品は､ ｢マイノリティ集団の内的多様

性｣の分析のための恰好の材料である｡また､作品が発表された1942年は第二次大戦

中という特殊な状況であったが､作品には時代を超えて妥当する一種独特な普遍性を

もって訴えてくる説得力がある｡この作品の解読作業そのものが､トランシルヴァニ

アの特殊性そのものに対する分析となり　うるのである｡

一編の文学作品が､精練を極めた歴史科の膨大な研究よりも説得力を持って歴史の

-こまを垣間見せてくれることは､文学研究者がしばしば経験することである｡この

作品もそのようなものに属する｡もとより短編(ノヴェレ､ Novelle)は､単線的なた

だ一つの｢筋｣を軸として技巧の粋をこらす､凝縮度のたかい文学形式であり､カイ

ザーらの古典的ジャンル論においても､定義の明確な典型的存在である｡極めて淡白

な､バラードのように進行する文体を特徴とはしているものの､おそらくはノヴェレ

たるべく創作されたこの作品に込められた背景の広がりの大きさ､すなわち作品の密

度は､それが置かれた社会､文化を共有してこそ十全に理解されるものであろう｡本

論はその理解に極力按近しようとする試みである｡

このマイナー文学をマイノリティの文学の象徴に祭り上げようなどとは思わない｡

しかし､ここに登場する総ての人物が属する総ての｢民族｣が､同じ土地にいながら､

いずれもマイノリティである/あったことも､マジョリティである/あったこともあ

るという､トランシルヴァニアの特殊な歴史を背景にしており､この民族交渉史上極

めて実験的ともいえる土地を舞台とする作品の結末に置かれた､主人公の祈りの試み

が､近代国民国家の枠組みの揺らぎに直面した現代においていかに解釈されるべきか､

それを問うことも決して無意味ではないだろう｡それは東欧｢国民国家｣形成の最後

の仕上げというべき第二次大戦中のハンガリー系市民のトランシルヴァニア観が､極

めて短い作品の中に措き切られているからである｡

『トランシルヴァニアの仲間』には､すでにハンガリー文学者による優れた邦訳が

ある｡本論におけるこの作品の引用の訳語は岩崎悦子訳(1997)を採用したことをお断

りする｡また､おおよそ東側を大きくカルパチア山脈の巨大な円弧に､西をビホール

山地などの山塊に囲まれ､現在のルーマニアの西半分をなす高地平原地域を指す｢ト
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ランシルヴァニア｣の領域には､ルーマニア､ザクセン､ハンガリーの各民族によっ

て定義に若干の異同がある｡ドイツ語でトランシルヴァニアを指すズィ-ベンビュル

ゲンは､これよりもやや局限された領域であり､トランシルヴァニア西部からセルビ

ァのポイボディナ自治州にかけてのバナート(太守領)は含まないのが普通である｡

ハンガリーでもバナートはトランシルヴァニアに含められない｡しかし本論ではトリ

ァノン条約によってルーマニアがハンガリーから獲得した領域をトランシルヴァニア

とするo　これは現在のルーマニアにおいてトランシルヴァニアとされる領域であり､

バナートなどが含まれることになる｡しかし北部の､ウクライナにまたがるブコヴイ

-ナは除外する｡

この作品では､一読しただけで全体にちりばめられた多くの名詞やフレーズに言外

の象徴的な意味が込められていることに初めから気がつきやすいような､親切な構成

がとられているわけではない｡前述の象徴的な笛の三分割の意味を捉えて読み返した

時に､その全体像がわかるのである｡そして一旦その言外の意味に気がつくと､読み

をくり返すごとにさらに細部に込められた言外の意味に気がつき､思わず深読みに誘

われる､という作品なのである｡すなわちこの短編は必然的にくり返し読むことを要

求しているというべきものである｡しかも､複数の語やフレーズが一つのものの別の

側面をあらわすなど､そのありかたは必ずしも単純ではないo　ここでまず､その｢象

徴｣のうち､主要なハンガリー人(セ-ケイ人を含む) ､ザクセン人(ここでは中世

以来トランシルヴァニアに入植していたドイツ系住民をいう) ､ルーマニア人のかか

わり方に関する主要なものを拾い上げながら作品を概観し､梗概を記しておくo舞台

となる都市や村の名は一切明示されてはいないが､そこがトランシルヴァニアの内部

であることは自明である｡分析のために､便宜上語やフレーズに通し記号を付す｡

@磨Z虜の厚い虐ク/=あクついたばかクの青年L,-yンツ_aばG膚の4=#を｢あっと

ふきわい､^軌　つまク卿bJことtL､ #のGざLの中郊外lr瀞歩i=

m石. r畢密な考慶Cだげが#っTいaようか一本のitを手ir､野lrMたれた都会の

著者が行きがちな虜虜でば/J<､紳d道すがらr虜
LEを輝の細が題ク過ぎTゆ(0
gわずら産(iできた@がrどこか題卓彦虜虜に5分の玉座をさがそうtJすat､

r卓.tうどピックyな,Jl膚い彦虜rJをみつifao LかL@ぼそこl=府かうこtをノ酌'

とどまク, #れ草のJWでIfな<　rあっ卿Jあ8度bへtおら

む(o　材のまん中lr廉た@ばr神ガのtころへ行(べきれ　それとあ歴か俗^のtご

ら-行こうかiJ彦ML,た東に､どちら-あ行かない.放心よク度ir r着粛/rGかれた

手がmir,^Jク､ r岸貞<塗られた虜iJの屠潜屋ir,^aのであao r5分以外の慶か

Lfかの^の冴/rjfちそうな醤虜を･超が示LTいたこt/i-･Jでirガirいiクちから

重度でき旦ko LかLなか-IiいっTみかナカば､ぼっきクそうだtわからか､Gああ
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ao　ここiiまきlrそうい2'屠潜屋だったo　部屋の中lrばたった二つL,かテーブルが/J

丑ヱ旦1が､ただ二つtあかをク大きなあのだっjto H.5のテーブルlrば,すでlr二A

_¢著者が虜をLfめTい)とno Jデメテルtいう名のルーマニア^青年だったo

そちらのテーブルlrついたL/-yンツばク

だっT三つのベルノナがあanだろうノtいっTヱAo/rjtのbo呈^ifそJLらを｢盆

/=占言いj5,さヱ生pJ運んで束ao rと__ンJgy-^ぼいつだっT溜クぼっちだ/qJ I

いう戯白t邑彦いtめっかか､岬デメテルrlf､ ,#
つTgを虜クLyL､ ｢/Tんと邑磨虜で､産<iで響きわたaようなj塵塵旦熟を奏で

ao　ニPgli r厨でできた虜が三つついTおク_t､羊厨いの髪の葛のように腰のあa茶

盛をLTノいるo　デメテルばレ一九ン･ツのグインをうげ廿､ I--yンツばデメテルのg

をtっT厨伊藤らの厨を身(.崖.塞Vで打ち解けた二^/=会題が登C rルーマニア^ば

兵鹿のW孝を打ち野/ナ､ I--yンプ邑@のm顔をJ打ち好ける.デメテルばL,-yン

ツ/=君念の腰ク%をL,か､tJgクが｢倉Lかっ71-のでなに-つ.EつIfJ　らわか､wo

それlr対LTL/-yンツばrgの虜身の虜のtごろまで三分の一だ/ナJを邑tめるo

デメテ/I,li曹(が､ rL--yンツがjtだシンボルt LT屠身の罪のtころまでを望ん

でいaだけだtjわかク､ r番がGを虜クLyL,たい!,BTうtき､忍のJL:tばいつであ君

のことを,好いLyすでLcfうJ tiで述べる.

やがT r神があう一つのLy会いを@ったかのようlr､サクノン^ (ザクセン^)め

著者が屠潜屋に/ ,^っT屠るⅩo　叡遜Lたいtいクレーyンタのこtぼ/=､この青年ば

1鼻1,でお好きを安ifまLようo LかLお金でお広丘すaごtばできませんよJ ytこ

そ虐B.このザクセン^lfgが妨げないが､ @めに広CTザクセンの款を(ク彦L静

うt､叩】ノんで軒いてみせる王.こj i,Tザクセン^青年も/I:I

を屠き､ 3^の著者が一本のgを#有すaこttをク､ L/-yンソIi rこのgば屠た

ち#犀の昔なのです0　度だ､今Ifルーマニア^が好っTb二五aatいうだげのこtで

すJ t威野するo

まき/=この時､ルーマニア^の軍曹bbが屠潜屋にやっTきT､ _@らtlimのテープ

生五cc贋をTろL､ @らを彪めao I/-yンタがgを好きMlfTあ, L,ぼら<liqご

tあをかっjtが､ Gがrカールパチアのサータイ^Jの哀款を芽でたt虎ん､軍曹が

@lr腰びかかク,倉を彪GlrLWき付けT大き唐音Mで潜みl=Cadd.音夢/i rノ､ンJg

y-^の粛虜lr丘っT,歴史の中で常卿
かっjteeJ　のである.

デメテルtザクセンの青年If冴子を虜irLT身を潜めBが, L'-yンツば身を穿っ

て@らt軍曹の厨lrjfつ. %屠Ii@の粛ながらのrここて郷

土カdtクあ_革gRのPSの平盾をbfっT､ Fズ/ri L,ますわれらのズよ)を三jg背i

ようでIiないかffJ tいう言二者でノ野Cられao
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トランシルヴァニアの歴史と民族

作品の理解のためには､トランシルヴァニアの歴史を概観することが不可欠である｡

そのためには､ハンガリーがはじめてこの地を実効的に支配した9世紀末～10世紀の初

頭頃から始めても差しつかえがないのが普通である｡そもそもトランシルヴァニアは､

森の向こうの前線を意味するハンガリー語に由来するEld占ly　のラテン語訳である｡し

かしルーマニア人はローマ帝国に駆逐された古代ダキア人から自ら-の民族的連続性

を主張しているので､後に若干これを考慮する｡まずは9世紀から1920年まで歴史の主

人公(の一人)であったハンガリーを中心にトランシルヴァニア史を概観するのが便

利である｡

ハンガリー人とセーケイ人のトランシルヴァニア

ハザール帝国の文化を受容してから移動してきたアールバード率いるマジャール人

が､ 895年にドナウ川西岸の征服を開始する｡トランシルヴァニアはその前線の防衛上

の緩衝地帯とされ､マジャール系ではあるが､かなり独立性の強かったジュラー族

(黒マジャール族と呼ばれる)の支配するところとなった｡そこではギリシャ正教が

受容されていた｡その後フランク王国の制度を模倣してカトリックを受容したハンガ

リーの王イシュトヴァ-ンがジュラー族を破り､ 1002年頃トランシルヴァニアを手中

に収めた｡この年から､オスマン･トルコがモハ-チの戦いでハンガリーを破る1526

年までをハンガリー支配時代と呼ぶことができる｡ 12世紀の中葉から､ハンガリー王

が人口爆発などの問題を抱えていたドイツ語圏から入植者を呼び､彼らはザクセン人

と呼ばれることとなる｡現在セ-ケイ人と呼ばれ､ハンガリー語を話している一族に

ついては異説が多いが､ハンガリーで書かれたハンガリー史には､マジャール人がこ

の地に到達した頃にはすでに彼らがこの地にいたという｢伝承｣が必ず顔を出し､彼

らがマジャール人に先行して西進していた､マジャールに近いツラン民族(いわゆる

ウラル･アルタイ語族)だという説がよく行われている｡彼らは常にハンガリー人の

前線に立って異民族からマジャール世界を守る役割を担ってきた｡ただしルーマニア

の歴史教科書では､セ-ケイ人はマジャール化したルーマニア系住民だということに

なっている｡現在では言語･文化的にハンガリーにほとんど同化している｡

ハンガリー時代､急激な西欧化が行われ､ハンガリー人貴族､セ-ケイ人､ザクセ

ン人は共同して､人口は多いが政治的中心に欠けるルーマニア系住民をおさえ(1437-3

8)､この三民族が平等で拒否権を持つ､ラテン語を使用言語とする議会を形成し(1506)､

近代まで続くトランシルヴァニアの支配体制が確立する｡三民族はそれぞれ別の都市

を建設し､それぞれが独自の法体系を持って自治していた｡互いに｢めったに道を交

差させることもなかったが､互いに学び相互に影響を及ぼしあっていた｣ (コ-シュp.

117)のである｡混血の少なかったとされる｡ルーマニア人は長い間とくに都市を形成
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することがなく､多くは農奴として三民族の支配を受けた｡

その後のオスマン･トルコ支配時代には､トルコによってハンガリーは三分割され

ることとなる｡トランシルヴァニアの文化の高さ故に､トルコはこの地域を直接統治

せず､納税の義務とひきかえに｢侯国｣として自治を静めた｡そこでは､カトリック

の撃肘を受けることなく､宗教改革が展開した｡ 1557年には､三民族議会が世界に先

駆けて故人レベルでの信教の自由を認めるに至る｡ハンガリーの側からは｢トランシ

ルヴァニアに住む諸民族の民主社会は-戦いに破れたハンガリー人のマジャール精神

を保護し､それに生気を与えつづけ､やがてトランシルヴァニアのなすべき課題が完

了したときに､もとのまま､あるいはさらに洗練された形で､その精神をハンガリー

に送り返すといった任務を果たした｣ (コ-シュp.62)とされている｡

ハブスプルクがトルコを破って｢解放｣された16$3年以降､トランシルヴァニアは

ハブスプルク王室直轄領となる｡トルコ領内のハンガリーたちは零落し､防衛もハブ

スプルクに-任し､トランシルヴァニアはその総督府の支配下に入った.民族間の平

等に関して啓蒙専制君主の様々な号令が発せられたが､トランシルヴァニアの実情の

方にむしろ先進性が認められることも少なくなく､常に緊張が続いた0 1867年のアウ

スグライヒ以降､二重帝国内のハンガリー領となったトランシルヴァニアではハンガ

リー語の強制など急激な｢ハンガリー化｣が行われ､ 1876年には中世以来の三民族支

配体制が破棄される｡

第一次世界大戦の戦後処理を決めたトリアノン条約(1920)によって､トランシルヴァ

ニアはルーマニア領とされる｡民族自決の原則が､トランシルヴァニアをこの頃まで

に人口が急激に増加していたルーマニア系住民のものとしたことになる｡今度は｢ハ

ンガリー化｣の主客を入れ替えた一層激しい｢ルーマニア化｣が行われることとなっ

たのである｡トランシルヴァニア史については､鈴木(1997)の付属年表を参照された

い｡

ザクセン人のトランシルヴァニア

ハンガリー王ゲ-ザ二世の招きで入植した｢ザクセン人｣は､その中心が現在のド

イツのザクセン地方ではなく､ルクセンブルクとフランケン地方の住民を中心として

いることが知られている｡キラーイフェルドと呼ばれ､トランシルヴァニアに点在す

る王直轄地がその生活の舞台である｡ザクセン人という呼称とトランシルヴァニアの

ドイツ名ズィ-ベンビュルゲンの由来などについてはについての詳細は鈴木(2002)を

参照願いたい1)0 12世紀以来､彼らは三民族議会による地位の保全とドイツ語圏との

交易による経済的優位を背景に､支配者の変遷にもかかわらず､ハンガリー化による

特権剥奪まで常に｢郷紳意識｣を滑養してきた｡内部で民主的平等が保たれていたこ

とも大きな特徴である｡現在にいたるまで､彼らは中世フランケン方言とその発音を
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極めてよく保存している｡すでにトランシルヴァニアには14世紀の前半にフスの宗教

改革を強く支持した前例があるが､ザクセン人がルター派を支持したことは､上述の

世界に先駆けた個人の信教の自由の確立の直接の誘因となった｡ちなみに､この地の

ハンガリー人にはカルヴァン派が浸透した｡タマ-シの作品でただ一言｢喜んでお招

きを受けましょう｡しかしお金でお応えすることはできませんよ｣ (y)とだけ述べるザ

クセン人の青年の言葉には､招かれてトランシルヴァニアに来て以来､ドイツに密接

したことによって保たれていた文化的･経済的優位がはじめて崩れた｢ハンガリー

化｣以後の厳しい状況が隠されている｡

ルーマニア人のトランシルヴァニア

トランシルヴァニアにはヨーロッパ語族のダキア(ルーマニア語ではダチア)人が

帝国を築いていたが､ハンガリー側の歴史ではローマ人によってほぼ完全に駆逐され

たとされる｡ルーマニア史では､ダキア人がローマ化され､その言語を受け継いでル

ーマニア人となったとされる｡一般にはマケド･プルガール･スラグ族がローマの影

響下混血してルーマニア人の祖先となり､マジャールの征服期には初期ルーマニア語

が成立していた｡しかし彼らは政治的な中心をつくることも､都市をつくることもな

く､そのため歴史的に上述の三民族議会からは除外され続け､信教の自由が論議され

たときにも､彼らのギリシャ正教は議題に登らずに､ ｢黙認｣されたにすぎない｡ 131

0年にはトランシルヴァニアの南西に隣接してルーマニア系のワラキア侯国が築かれる

が､依然トランシルヴァニアのルーマニア人は中枢を持たず､多くは農奴の身分に留

まり､農村に分散していた｡この頃､すでに人口の上では他の三民族議会の構成員の

それぞれに匹敵していたとされる｡トランシルヴァニアのルーマニア人の民族意識の

高まり､政治的勢力を形成するのは1863年にハンガリー人とルーマニア人の平等が定

められていることをもって重要な標識とすることができる｡その後､ルーマニア人の

人口比は常に大きくなる一方であった｡ちなみに1862年にモルダヴィアとワラキアが

合同してルーマニア公国を形成し､ 1881年にはルーマニア公国のカロルが､国の王国

化を宣言している｡

ルーマニア側からみた(ただしチャウシェスク時代の)ルーマニア史についてはオ

ツェテア編鈴木他訳の『ルーマニア史』 (オツェテア1977)から窺うことができる｡

クリスマス革命後のルーマニアが世界に発信したものとしてはボログァンらのもの(Bo

lovan et al. 1996)がある｡

作品成立当時のトランシルヴァニア

1916年からの戦争状態はトランシルヴァニアでは1918に終結し､この年のブカレス

ト講和条約でルーマニアはトランシルヴァニアにおける一切の権利を放棄していたが､

実際は1918年秋以降ルーマニア軍がトランシルヴァニアを占領していた｡ 1920年のト
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リアノン条約でトランシルヴァニアのルーマニア帰属が確定してからのトランシルヴ

ァニアは､以前のハンガリー化にもまして強力な均質化が強要された時代であった｡ 1

936年前後にはハンガリー系住民に対する､ルーマニア系右翼組織｢鉄衛団｣ (Garda d

e rier)の襲撃がくり返されていた｡ 1939年､ハンガリーが日独伊防共協定に､ 1940年

には三国同盟に参加する. 1938年にはルーマニアでも国王の独裁体制が敷かれ､ファ

ッショ化が進行していた｡このなかで､ 1940年のウィーン裁定によって､ ｢セ-ケイ

人の突端｣と呼ばれた北西地域がハンガリーに編入されている｡トランシルヴァニア

に関する現在の国境線は､ 1947のパリ平和協定によって193享年当時のものが確定した

ものである｡作品に見られるルーマニア人軍曹の｢セ-ケイ人の歌｣に対する激しい

反発は､セ-ケイ人が常にハンガリー人の先陣に立って｢国境｣を守っていたことに

起因するのみならず､直前にあった上記の領土問題も大きく影を落としていると考え

られるのである｡ただし大勢としては､ハンガリーもルーマニアもナチス･ドイツに

接近する方向にあり､その点では､失われた特権の回復の夢を捨ててはいなかったザ

クセン人たちも同じ方向を志向していたのである｡

行間を読む

この作品ではそれぞれが歴史･社会の-駒を連想させるように構成されているが､

それらは必ずしも時系列に沿って配列されているわけではない｡ここで梗概に対する

注釈の形で､一語ないし一文に込められている言外の意味の解釈を整理しておく｡レ

-リンツが歴史上のハンガリー人全体を､デメテルとザクセン人の若者もそれぞれの

民族を背負っていることは当然である｡記号は序に記した梗概の下線番号に対応して

いる｡

a:ルーマニア化の中で社会的地位を落としてきたハンガリー人の実情をあらわす｡

b:　ほとんどの時代にトランシルヴァニアの主人公(の一人)でありつづけたハンガリ

ー人の歴史状況を示唆する｡

C:西暦1000年の建国とほぼ同時に､ハンガリーがローマ･カトリックを導入し､聖職

者に文化をリードさせたが､初期のそれが洗練とは程遠かったことを示唆する｡

d:ハンガリー人が部族の拠点の間を広く空け､支配下の先住異民族に耕作させるなど

していた体制と､めったに道が交差することすらなかったといわれるほどの､各民

族の独立した生活圏を暗示する｡

e:幌馬車は東方から来てこの地を征服したハンガリー人をあらわし､商品価値を高め

るための女性はヨーロッパ系民族との混交を暗示している｡

∫:　ハンガリー建国の頃は､ジュラの｢黒マジャール人｣に支配を任せていたトランシ

ルヴァニア指すと思われる｡ハンガリー盆地にマジャール人の拠点が築かれた後に､
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トランシルヴァニアが｢黒マジャール人｣の手からハンガリー-と渡る｡

g:トランシルヴァニアが､少なくともハンガリー人にとっては民主的な多民族共生を

実現し続けた地域であったことを示唆する｡

A:　この村はフスやルターなどの宗教改革の舞台としてのトランシルヴァニア､あるい

はハンガリーをあらわしている｡

i:　フスの宗教改革の時代とオスマン･トルコの侵攻の中で揺れたトランシルヴァニア

のハンガリー人をあらわす｡結局神父すなわちカトリックには｢行かない｣のであ

る｡

j:オスマン･トルコの支配下に入ったトランシルヴァニアなどの領域｡

k:作品成立当時のトランシルヴァニアの状況を暗示｡

1:　それぞれ三民族の混在するトランシルヴァニアとルーマニアをあらわす｡

m:タマ-シはルーマニア人のトランシルヴァニアにおける先住説をとっている｡

A:　ワインはトランシルヴァニアの土地の恵みを､三つのコップはそれを受ける三民族

をそれぞれ象徴する｡三つのペルソナは､ペルソナというよりは､宗教に関してハ

ンガリー人のカルヴァン派､ザクセン人のルター派､ルーマニア人のギリシャ信教

の信仰を表現している｡

o:オスマン･トルコ(と､後のハブスプルク支配)を暗示｡

p:このテーブルの客に｢なにも言い返さずに｣注文に応じる主人は､トルコ､あるい

はハブスプルクによるトランシルヴァニアの自治の承認をあらわす｡

q:ヨーロッパの中のツラン民族としての孤独､ルーマニア化の中の寄方のなさ｡

r:ハンガリー化の時代に､ザクセン人もルーマニア人もハンガリー語を解するのが当

然とされていたが､ルーマニア化の時代にはそれがルーマニア語に置き換わってい

た｡デメテルがハンガリー語を解することをあえて述べるのは理由があってのこと

である｡作品では､ザクセン人生年もハンガリー語を解していることになる｡

S:　常に政治的欲求が容れられてこなかった過去のルーマニア人をあらわす.

I:　3つの環によって笛は4つに分割されることになろうが､作品ではもちろん三分割

される｡一つの環は笛の底についているものと思われる.

u:ハンガリー人と和解するルーマニア人というタマ-シの理想が描かれる.

Y:音楽は民族の文化的相互浸透､理解の象徴であろう｡

W:中世以来のルーマニア人が置かれた立場を象徴している｡とくに､文化的に常に多

民族の後塵を拝していた事実が思い起こされる｡

Ⅹ:ゲ-ザⅠⅠ世の｢王の客人｣としてトランシルヴァニアに入植したザクセン人が登場

する｡

y:ザクセン人の特権喪失による経済的優位の崩壊を示唆する｡

I:ザクセン人の民族文化が､建築を始め色濃くトランシルヴァニアを染めていた､す

なわち､文化的に優位だったのはハンガリー人でもなかったことを示唆する｡
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aa:トリアノン条約以降のトランシルヴァニアのルーマニア編入のこと｡

bb:激しいルーマニア化と､民族主義の高まったルーマニアを象徴する｡

cc:トランシルヴァニアのルーマニア人地域と､この段階ではルーマニアも含む｡

dd:まさにルーマニア化を象徴｡また､鉄衛団のようなルーマニア系右翼組織のハンガ

リー人に対する執物な攻撃も背景としている｡

ee:歴史的対立の他､上述の領土問題も含む感情的萄屈をも合意しているo

r!:タマ-シの廉い｡

これらのそれぞれ独立したものとして捉えることができる象徴的な言外の意味が､

さらに文脈のなかでの意味を獲得して､異常な広がりをみせるノヴェレが構築されて

いるのである｡全体におおよそ歴史の流れに従って､その順に各｢象徴｣が配されて

いるが､必ずしも時代順でないことは上述の通りである｡また､居酒屋の主人のよう

に､宗主として君臨しても､自治を承落した意味でトルコともハブスプルクとも決定

する必要のない多義的な存在も少なくないのである｡ここまで細部に至るまで込めら

れた象徴的意味に気がつくのが早いのは､もちろんトランシルヴァニアのハンガリー

人自身であろうが､皿からtにいたる箇所の明示的な象徴性は誰の眼にも明らかであり､

それがあらゆる読者に作品の再読を自然に促すことになるのである｡局外の読者にと

ってはトランシルヴァニアの歴史文化理解の試金石ともなるのである｡筆者(鈴木)

には､この梗概には記していない､レ-リンツが村に至るまでに出会う､幌馬車に付

き従う犬や､彼が見かけるカラス､彼の考えにのぼるブタなどのように解釈を定める

ことができない対象があることを告白しておく｡それらは決して無意味に存在してい

るのではないはずである｡

なぜ｢仲間｣か一祈りとその意味

『トランシルヴァニアの仲間』において､踏みにじられた笛に象徴的に描かれてい

るのは､ハンガリー(セ-ケイ人を含む) ､ザクセン､ルーマニアの各民族によるト

ランシルヴァニアの象徴的分割であり､同時に共有でもあった｡笛は美しいものの､

銅製の環で劃然と分かたれた状態であったが､あえて3人の若者はそれを3分の1ず

つ｢共有｣する｡一本の笛がそのまま共有されるのではなく､ 3分の1に分けた上で

共有されるのである｡そしてたまたま､現在の所有者はデメテルすなわちルーマニア

人だというのである｡この共有の理想ががルーマニア化を象徴する軍靴によって踏み

にじられてしまう｡その意味では､いかに民族の理解が語られていても､民族の｢サ

ラダボール｣はそのままであり､ ｢相場｣となること､すなわち民族の混交は想定す

らされていない｡この点に注意する必要がある｡

三つの｢ペルソナ｣をもつ神に対して｢軍曹殿の御霊の平穏を祈って､ 『天にまし
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ますわれらの父よ』を三回唱えようではないか｣という､レ-リンツが呼び掛ける祈

りの意味は､ハンガリー､ルーマニア､ザクセンのそれぞれの民族がそれぞれの言葉

で-それぞれのニュアンスをもってそれぞれのキリスト教で一唱えるべき祈りであり､

ルーマニア人お民族感情が沈静化し､過激なルーマニア化が避けられてほしいという

ことが主たる内容であろうと解釈できる｡作品はここで閉じているが､この後にこそ

歴史上最大の激動が3民族を襲う｡民族の祈りに神はどう応えたのか､現在この作品

を読む者には､それを考えることも要求されるのであるoそのためにまず､トランシ

ルヴァニアの現状について､バナート出身のトランシルヴァニア史研究家V･ロマンの

言を引く｡彼は｢多元文化ではなくて均質性｣と題した断章でその著『トランシルヴ

ァニアーズィ-ベンビュルゲン』 (Roman 1996)を閉じている(p･ 207)｡日く:

j･ 7-ンシルグァニアl=おける虎虜戯多#燈ば､ @々の屠廃兵Lgの@潜戯#粛tばガ

膚顔であるo　この多#燈Ii超のどこよクもポジティブlr虜虜されaこtがな(､い71-

るtころで原産%顔いされTいB.ルーマニア屠t/､ンガy一彦t ill-1'ソ鼠　あるい

ぼセルビア潜の学歴､ M虜､ラジオ､虜MがEいir虚jfLT-Eいlr庚L,T字を虜ク

ぁぅこt/Jぐ一存存L,Tいao　まさにフランスやドイツがなLtげ71-手本のような身

蒼顔一言房好Rの膚jZは､ルーマニア^の国粋静粛密度のfe表者71-ち/=tつTば､月

mji=慶するめのであaoあらゆ89度の#厨や虜mirか､Tば､ Eいl=虜在L71一層

虜府Eの#生よクあ虎虜G顔i=ついTjWれTいaことのJfが多いのであ80

度虜の樫を超克た多jE4倍府を粛虎密会ぼりランシルグァニアでば)いま71,TI登(

ぁって知られTいか,.め(LTjl-i,iぱティミシ=アブでノ､ンガy一彦で虜Ll)られ

るポーマルシェの『アイガEZの#磨dのオペラ2)を粛i=ゆぐルーマニア^の善男善女

iiおらず､ノ､ンガy一房で1粛きれるマクシム･ゴーyキーのFどん底Egあわずかに

ハンガ9 -少数虎虜の教着層の厨JL:)を5/ぐに過ぎないのであao

ノ､ンガ9-^やi･.イブ^がE教の教会lr行こうなどとIi夢irあ,5わないL､ノ､ンガ

y-^がドイツ慶のミサに参ガすaこtii庚LTないだろうo

ルーマニア^71-ちばたいTい､ 5分の子#/I/､ンガy一彦やセルビア題を軌faこ

tlr厨心iiな(I rイブ房が学Gの卓彦71-ちir評Mがいいのだが､それIiF7-ンシル

グァニア/こザクセン^たちやシユダァ-ベン^のi腰があatいう屠由からでばな(,

ドイツ虜jW#舟Gの粛夢が大きな@5/カを挿っTいaからであao　すでに冴質倍L,磨

5欧の@虎@家において､その身質倍がとっ(l=腰わっjたあとで､その藤倉を層を超

ぇるような多元4倍社会の感度Ii､ここ穿稚ルーマニアでば顔の勿atころt邑なっ

てIiいないo

ロマンが述べているのは､作品成立から､実に殺伐とした半世紀を経た後のトラン

シルヴァニアの現状である｡そこでは､ルーマニア人が主権を握った後､しかも大戦

と社会主義､独裁の時代を経ていながらも､各民族の政党の関心事は依然として民族
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間の宥和ではなく､民族の自決であることが記されているo　すなわち､民族の分離並

存が現在においても志向されている点で､その状況は歴史的な三民族議会の時代を一

歩も出るものではないのである｡同じ都市に他民族が混在して共生する道を模索する

西欧近代の多元文化主義とも､あるいは､ハンガリー化やルーマニア化のような強力

な同質性の追求のはてに新たな統一的｢民族｣が形成される､という歴史上長い年月

の間に無数にみられたプロセスとも違った､トランシルヴァニア独自の歴史的な共生

の形態がが当面模索され続けてゆくのは間違いない｡民族並立のトランシルヴァニア

の構造は､その各民族のスタンスが千年以上も続いた現代においても解消されていな

いのである｡その構造は､それなりに世界に先駆けた優れた制度上､人権上の進歩を

達成しても来たが､脱国民国家を達成しつつあるかに見えるヨーロッパ共同体の多元

文化的社会構築の試みを前にすれば､すでに色禎せたものになってしまっているのも

確かである｡チャウシェスク時代(その末期の絶望的な状況を証言するのがティミシ

ヨアラ出身のドイツ系作家-ルタ･ミュラーの『狙われたキツネ(原題:キツネはそ

の頃もう狩人だった) 』である3) )のザクセン人たちの最大の希望は西欧ドイツ語圏

-の｢帰還｣であった｡戦後トランシルヴァニアに残ったザクセン人たちは､実は西

ドイツなどからの援助によって極限まで切り詰められた生活をしのいでいたのである

(鈴木2003参照) ｡現在のドイツでは､クリスマス革命後堰を切ったかのように帰還

したザクセン人の同郷人会に対してハイデルベルク近郊のヒルデスハイムの広大な建

物に研究施設と図書館､養老院まで与えられている4)｡ミュンヒェンを中心とした同

郷人会の活動も活発である｡中世フランケン方言の発音を保持してきた彼らに対する

偏見は消しようがないが､生活は手厚く保護されているのである｡ところが､ ｢帰

還｣を達成した人々の間には-カルチャーショックのために-皮肉にもトランシルヴ

アニアに戻ろうといううねりが形成され始めているようにも見える｡ハンガリー色を

払拭しようという地方自治体の首長のルーマニア国粋的動きに対するルーマニア系､

ハンガリー系双方の住民のさめた見方が､珍しくも日本の新聞に取り上げられたこと

もある(1999年11月22日付朝日新聞5) 0

第二次大戦中､いち早くナチスと結んだハンガリーに妥協してルーマニアがトラン

シルヴァニアの一部を割譲するなどしたことは上述の通りである｡しかしナチスと共

に勇敢に戦ったルーマニアの兵士は､ 1944年8月にアントネスク将軍のファシスト政権

が倒れるや否や､一夜にして勇敢にドイツ軍を相手に(三国同盟に加わっていたはず

のハンガリーは､この年の三月にドイツ軍に占領されていた)戦い始めた｡ 1945年に

はルーマニアにソヴィェト政権が樹立される｡

第二次大戦後のルーマニア支配のトランシルヴァニアの中で行われたことといえば､

戦後間もなくからのザクセン人らドイツ系住民に対する激しい弾圧､いくつかのハン

ガリー系自治区の設定とその解体､ 1964年のワレフのトランシルヴァニア分割計画の

失敗､チャウシェスクの登場によってドイツ系を含む各民族の言語･教育の平等とメ
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ディアの提供の保証がなされたが､その後総ての民族を平等に襲った独裁暗黒時代､ I

989年のクリスマス革命6)､その後のイリエスク共産党政権による｢国語｣ルーマニア

語の強要､ 1996年の連立政権における民族言語教育の復活など､実に目まぐるしい｡

それらを経ても､タマ-シが措いてみせた民族感情は､なにも変化を蒙ることがなか

ったかのように見えるのである｡

その意味で､ティミショアラ出身のコーシュの次のことば(コ-シュp.157)は絶対

に無視できない:

-子年のノ野にj･ランシルグァニアの腰でば､あa一つの屠虜tその方把が,超の虎

虜と方位をみずからのイメージのあの-t伊ク替えaこtliできなかったL､またL

ようtあ,5わなかったo　ガj野の努力･･･あ･･･磨■局ノ成功することばなかった-o　逆lr三つの

#存する_方舟If､それぞれのje虜の本燈を腰揮Lつつ､さまざま/=異なった本質lrあ

かかわらず､ j軌軌秒なFランシルグ7ニアを示す#題の辞世を者得するためlr､磨J5

虜lrg'たゆまぬ努力を行っTきたo F7Iンシルグァニアの/､ンガy-^lfノ､ンノダy-

の/､ンノダy-^t/i,gy/の^々であク､キラーイアユルj･.のグクセン^ばドイツのF･イ

ブ^t/iMで､ Fランシルグァニアのルーマニア^lfafefGの/L′-マニア^tばM

の^々であao　虜#ノ汐lrあ膚神彦身irおいT邑違うのである0

1934年に書かれたこの言葉に対しては､現在も全く足すべきものも引くべきものも

ない7)｡タマ-シの作品の中で話す言葉も違う3人の若者が簡単に打ち解けて｢仲

間｣となる､その状況も千年以上もかけて酸成された歴史を背景にしているのである｡

3人の若者の居酒屋での意気投合にも､というよりはここにこそ最大の象徴性が込め

られているのである｡いかなる｢均質化｣をも跳ね返す力が未だに温存されているこ

とは､チャウシェスク政権が倒されるきっかけとなったいわゆるクリスマス革命がテ

ィミショアラのプロテスタント教会に端を発していることをからも確認できるように

思われる｡ 3人の｢トランシルヴァニアの仲間｣が､人生の終わりを迎えようとして

いる老人ではなく､ 3人とも若者として描かれていることに託された希望の灯火は､

未だ消えてはいない｡ドイツにおける疎外感から､逆にまたトランシルヴァニアに再

｢帰還｣してくるザクセン人たちが､ 21世紀のトランシルヴァニアにいかに迎えられ

るのかを見守りたい｡将来ルーマニアがEUに組み込まれれば､その体制の中で再び民

族共存のトランシルヴァニアが復活するのか､それとも一つの都市に多民族が混在す

るEU型の共生が成立するのかが見たいのである｡少なくともEUの枠組みはどちらのあ

り方も許容できる体制であろうと思われるからである｡
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注　釈

1)七つの都市(プルク)を意味するとされているズィ-ベンビュルゲンSiebenbtirgenは､

じつはヘルマンシュタット(ルーマニア名シビウ)の山の手のツイビンに発し､ザク

セン人という名も､ルターの宗教改革の発信地であるドイツのザクセン地方からの入

植者を示すのではなく､ハンガリー語のドイツ人の呼称(szAszok)に由来するという説

が最近では有力である｡

2)もちろん､ハンガリー語で上演されるモーツアルトの『フォガロの結婚』のこと

3)『トランシルヴァニアの仲間』と同様に･文学がトランシルヴァニア史の生き証人と

なった好例であり､またトランシルヴァニアを題材とした作品としては圧倒的な知名

度があるこの作品は､ 1987年にドイツに帰還(亡命)したドイツ語作家-ルタ.ミュ

ラー(1953-)が映画『キツネは狩人』 (Der Fuchs der Jh･ger)の脚本をもとにして小説化

された｡

4)この状況については鈴木(2000b)を参照願いたい0

5)クルージ(ドイツ名クラウゼンプルク､ハンガリー名コロシュバール)のルーマニア

人の首長ゲオルゲ･フナルがベンチの色をルーマニア国旗の色に塗ったり､また発掘

途中の古代ローマの遺跡をルーマニア人先住の｢証拠｣として放置したり､ハンガリ

ー系の通りの名を一掃するなどしていることに対しての住民の見解をインタビューし

た記事の中で､クルージの｢作家協会｣の会長が｢ここにはハンガリー､ル~マニア

双方の劇場とオペラ座があり､市民はどっちにも行くo平和共存ですよ｣と述べてい

るのが印象深い｡トランシルヴァニアにおいては､他の民族言語で演じられるオペラ

の観賞には､多民族理解の象徴的な意味が込められているらしいo　この発言からは､

少なくともロマンが述べているティミシヨアラの状況よりは､クルージにおける民族

相互の理解が一歩進んでいるように見える｡

6) 1989年12月16日午後､ティミショアラの牧師テーケシュ･ラースロー(Takes Laszlo)

の家の前で､その翌日彼が北トランシルヴァニアの小村ミネウに強制的に転居させら

れることになったことに抗議して､ハンダリー系を中心とする住民が数百人の｢人の

鎖｣をつくって守りを固めた｡テ-ケシュは長年､チャウシェスクの宗教･少数民

族･人権政策に抵抗していたのである｡警官隊の強行突破により多数の死傷者が出た

のをきっかけに､その日の夜まで一般市民のデモと警官隊の衝突､翌日の警官隊の発

砲による百人を越す大量虐殺に発展した｡ 21日､ブカレストの共産党本部で官製大集

会を開いて虐殺を正当化しようとしたチャウシェスクに野次が飛ぶo翌22日､建物に

隠っていたチャウシェスクは-リコブタ-で脱出を図る｡そして25日にはチャウシェ

スク夫妻の処刑の映像が世界中に流れることとなった｡この日付けから､その他の一

連の武力衝突も含めてクリスマス革命と呼ばれることが多いoヘルタ･ミュラ~の

『狙われたキツネ』はこの年の八月からこの革命までのティミショアラを舞台として
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いる｡この革命の前後のルーマニア情勢の分析としてもっとも簡潔にして的確なのは､

革命の翌年に出たガバニュイの小冊子(Gabanyi 1990)であろうと思われるo詳しくは

これを参照されたい｡

7)ただしトランシルヴァニアの各民族が｢本国｣の人々とは｢肉体的にも｣異なると

いうのは､混血が極めて少なかったとされる実情を踏まえると若干の言い過ぎを感じ

る｡ただし､例えば話し言葉として中世語を保持しているザクセン人が､文化的言語

的にドイツ人とは明らかに異なり､ ｢帰還｣先での疎外の原因となっているのも事実

である｡
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ルーマニア領ブコヴィナにおけるユダヤ系ドイツ語文学の多重的周縁化
-未刊のアンソロジー『ぶな(Die Buche)』をめぐって-

藤田恭子

1　はじめに

旧ハブスプルク帝室直轄領ブコヴィナは､第一次世界大戦敗戦を機に帝国が解体される

と､ジーベンビュルゲン(トランシルヴァニア)やバナート東部等の各地域とともに､ル

ーマニアに併合された｡ブコヴィナでは､ハブスプルク帝国の植民およびドイツ化政策の

結果ユダヤ系住民のドイツ語ドイツ文化-の同化が進んでおり､帝国末期の20世紀初頭

には､同化したユダヤ系住民が政治的経済的のみならず文化的にも､主導的役割を果たす

ようになっていた｡ 1)その文化的風土は､ブコヴィナがルーマニア簡となり､ルーマニア

語の義務化を柱とするルーマニア化政策が推進されるようになった後も､根本的変化には

至らなかった｡むしろルーマニア化の圧力と対時しつつ自らの文化的アイデンティティを

守るべく､ドイツ語を母語とする住民はドイツ語を日常語および文化語として使用し続け､

詩人たちはドイツ語による詩作を積極的に続けた｡ 2)このような事情を背景に､ルーマニ

ア額ブコヴィナからは数多くの優れたユダヤ系ドイツ語詩人が輩出した｡とりわけ1930

年代には､年長のアルフレート･マルグル-シュベルバー細ed Margul-Sperber,

1898-1967)を中心に､ローゼ･アウスレンダー収oSeAuslander, 190111988)､モーゼス･

ローゼンクランツ(Moses RoSenkranz, 1903･2003)､アルフレート･キットナ一触ed

Kittner, 190611991)等､帝国末期に生まれた世代の詩人たちによる文学サークルが活発な

活動を展開した｡このサークルからは後に､ 20世紀を代表するドイツ語詩人のひとりとさ

れるパウル･ツェラン伊aulCelan, 1920･1970)も登場し､また近年アウスレンダーもきわ

めて高い文学的評価を得ている｡

これらユダヤ系ドイツ語詩人たちは､ルーマニア額となったブコヴィナで､何重もの意

味で周縁化を経験しなければならなかった｡第-に､それまで多民族国家ハブスプルク帝

国において帝国民として他の民族と平等の権利を享受していたユダヤ系住民は､国民国家

を標擦するルーマニアにおいて明確にユダヤ人という一民族として分類され､ウクライナ

人､ドイツ人､ハンガリー人等とともにマイノリティに位置づけられた｡そしてルーマニ

ア化政策により､帝国時代に築きあげた政治的経済的地位を失い､権力機構の中心から排

除されていった｡ 3)第二に､彼らは帝国時代にドイツ語を母語とし､ドイツ語による教育

を受け､ドイツ的教養を身につけることで､ ｢ドイツ人｣としての文化的アイデンティティ

を確立していた｡しかし､ドイツおよびオーストリアがナチズム-と舵を切り､反ユダヤ

主義の台頭が著しくなると､ ｢ドイツ人｣としての彼らのアイデンティティは､ルーマニア

国内で同様にマイノリティとなったドイツ系住民からも否定された｡ルーマニアでは､ド
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イツ系住民はもとより同化したユダヤ系住民も同様に､ルーマニア化政策に抗してドイツ

語の保持に努めていたが､ドイツ系住民は言語に加えて血統主義的な民族概念とキリスト

教会-の帰属に､民族的アイデンティティの根幹を兄いだしていく傾向にあった｡ 4)1933

年にそれまで制限されていたドイツ･オーストリアとの連絡が緩和され､ナチズムが圧倒

的な勢いでドイツ系住民の間に流入すると､ ｢ドイツ人｣さらには｢ドイツ文化｣という範

噂からユダヤ系住民は排除されていく｡ユダヤ系教養市民層はドイツ語文化の正当な担い

手としての認知を求め､ドイツ･オーストリアでの作品出版等の可能性を模索したが､ル

ーマニアというドイツ語圏にとっての地理的心理的辺境性に起因する無関心に加え､ヒト

ラーの政権奪取以降公然と鼓吹される反ユダヤ主義により､その希望は一蹴された｡さら

にその過程で､ルーマニア簡ブコヴィナにとどまっていたユダヤ系詩人たちは､ベルリン

やウィーンなどドイツ語文化圏の中心地ですでに社会的文学的地位を確保した同郷のユダ

ヤ系詩人たちとの連帯に大きな期待を抱いたが､ブコヴイナ･ユダヤ人という出自を前面

に出すことを拒否されることも多かった｡

本稿では､ブコヴィナのユダヤ系詩人たちにより1930年代に企画され未刊におわった

アンソロジー『ぶな』をめぐる動向をとりあげ､ブコヴィナのユダヤ系ドイツ語詩人たち

を取り巻いていた多重的周縁化の事情を照射するとともに､ブコヴイナ特有の歴史的社会

的背景を背負うことで輯榛するユダヤ系詩人たちのアイデンティティのあり方を考察する｡

アンソロジーという形式は､ある集団の文化的言語的特徴を端的に示す手段として有効で

あるため､ルーマニア領となった地域でマイノリティとして生きるドイツ語詩人たちは

1930年代にしばしばアンソロジーの編集と出版に取り組んだ｡ 5)ブコヴイナでは1932年

に､ドイツ系のアルフレート･クルーク仏岨edXlug, 1883-1944)を中心に､ドイツ語詩人

の作品を集めたアンソロジー『ぶな草紙-ブコヴイナ･ドイツ文学力作年鑑-

(BllChenblatter. Jahrbuch nr deutsche LiteraturbeStrebungeninder Bukowina) 』が

出版され､この中にはアウスレンダーやマルグル-シュベルバー等ユダヤ系詩人の作品も

所収された｡しかし､ 1939年にクルークの編集によるアンソロジー『ブコヴィナ･ドイツ

詩人帳(Bukowiner Deutsches Dichtersbuch)』がシュトクツトガルトで刊行されたさい､

ひとりのユダヤ系詩人も採用されなかった｡このことからも分かるように､ 『ぶな』の編集

および出版は､ユダヤ系という詩人たちの出自ゆえに､反ユダヤ主義という乗り越えがた

い困矧こ突き当たることになった｡次章では､残されている『ぶな』の草稿からその輪郭

を措き､企画の発端と挫折について､分かっている範囲で整理する｡それを踏まえて､未

刊におわる過程で交わされた種々の書簡等を分析し､ブコヴィナのユダヤ系詩人たちが周

縁化に直面するなかで､いかなるアイデンティティ理解を示したのか明らかにしたい｡

2　『ぶな』の企画とその挫折

アンソロジー『ぶな』の草稿は現在､マルグル-シュベルバーの遺稿の一部として､プ
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カレストのルーマニア国立文学館が所蔵している｡このアンソロジー稿本の分類や収めら

れている詩人および詩人別作品数､さらには稿本自体の総真数にいたるまで､相異なる調

査結果が提示されている｡ 1993年3月7日から4月12日までベルリン文学館で開催され

た展覧会『殺人者のことばで-ブコヴィナ､チェルノヴィッツの文学-』のカタログに

おいてエルネスト･ヴィヒナ-および-ルベルト･ヴイ-スナ-は､アンソロジーを3つ

の稿本に分類し､各稿本の総頁数を89頁､ 368頁､ 156頁としている｡ ¢他方､ブカレス

ト大学教授で著名なツェラン研究者でもあるジョルジュ･グッは､ 2つの稿本に大別し､

第1稿本は全368貢とし､さらに第2稿本について2つの異本があるとして､その総真数

をそれぞれ156貢および98頁としている｡ 7)また各稿本所収の詩人別作品数についても提

示された情報は大幅に異なっている｡例えば全368頁とされた稿本について､所収された

詩人の人数32名およびその氏名については両報告ともに一致しているが､詩人毎の所収

作品数については､クララ･ブルーム(mara Blume, 1904･1971)をはじめ10名の詩人に

関して､数が異なっている｡同様の不一致は全89貢または98頁とされる稿本では16名

中7名の詩人について指摘できる｡また全156頁とされる稿本については13編の詩につ

いて両報告で異なる作者のものとされており､そのために所収された詩人数が17名ない

し18名と不一致なうえに､3名の詩人については所収された作品数についても見解が異な

るo本稿の筆者は残念ながらまだこの草稿を実地で調査するには至っていないので､上記

両報告についての判断を控えるが､この事例はブコヴイナのドイツ語文学研究にとって基

礎研究にまだ数多くの課題が残されていることを示しているといえよう｡しかし､本稿の

目的は基礎資料の内容の精査と確定とは別なところにあるため､ 『ぶな』の輪郭を知る上で

最低限の情報として､両資料をつきあわせ共通して確認できる点のみを挙げる｡

第-に､アンソロジーの草稿には3通りある.その1つは全368頁で､ 『ぶな-ブコヴ

ィナのドイツ語ユダヤ文学アンソロジー-(Die Buche. Eine　Anthologie

deutschsprachiger Judendichtung auS der Bukowina)』という表題がつけられている0

2つ目と3つ目はそれぞれ全156頁および全89または98頁であり､どちらも共通して『ぶ

な-ブコヴィナのユダヤ系文学アンソロジー-(Die Buche. EineAnthologie jtidischer

DichtungausderBukowina) 』という題名がつけられている｡ 8)第二に､所収されている

詩人は最も大部の稿本で32名であり､両報告において3通りの稿本すべてに所収されて

いるとされるのはアウスレンダー､ウリエル･ビルンバウム(UrielBirnbaum, 1894･1956)､

ツェ-ノ･アインホルン(Zeno Einhorn,1899-1941) ､ノルベルト･フォイア-シュタイ

ン(Norbert Feuerstein, 1905･1957)､ダービット･ゴルトフェルト(David Goldfeld,

1904･1942)､キットナ一､アルトウール･クラフトhrthurKraft, 1897･1944)､カミロ･

ラウア-(Kamillo Lauer, 1887･1966)､ジータフリート･ラウファー(Sieg血ied Laufer,

1908･1933)､フ-ゴ･マイア-(Hugo Maier, 190111939)､イツハク･マンゲル(Itzig Manger,

1901･1969)､ローゼンクランツ､イザ-ク･シュライア-(Isaac Schreyer, 1890･1948)､

ヤーコプ･シュールジンガ-(Jakob Schulsinger, 1905･1973)､マルグル-シュベルバーの
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15名である｡また､全156頁の稿本中にのみ､パウル･アンチェルという本名で､パウ

ル･ツェランの詩17編が収められている｡

『ぶな』の企画がどのような経緯で生まれたかという点についても､現在はまだ確認で

きない部分が多い｡ヴィヒナ-とヴィ-スナ-は､この企画が当初はマルグル-シュベル

バーが関与しないところで生まれ､後に彼とキットナ-が中心となって進めていったとし

ている｡9)その根拠の一つとされるアウスレンダーの1932年6月6日付マルグル-シュベ

ルバー宛書簡で､アウスレンダーはマルグル-シュベルバーに､クルークが避暑に出かけ

る前にブコヴィナのアンソロジーを計画し､クルークを入れて5名の委員から成る委員会

を結成したこと､今回は『ぶな草紙』以上のものを計画しており､ ｢平均的でキッチュなも

のはすべて出来るだけ排除し､真に文学的価値のあるものだけが採用されるよう｣ 10)考え

ており､そのように発案したのはラウファーとキットナ-であることを伝えている｡また

キットナ-の同年8月5日付マルグル-シュベルバー宛書簡も根拠とされている｡その書

簡でキットナ-はクラフト等5名の詩人を挙げ､クルークの署名した回状に返事がなかっ

たので､これらの人々に｢手紙でこの事案に関心を持たせて｣ ll)ほしいとマルグル-シュ

ベルバーに依頼している｡それに対してグッは､マルグル-シュベルバーが当初からこの

企画に関与していたと主張している｡グッはその根拠として､ 1931年1月13日の｢ブコ

ヴィナ民衆新聞｣紙上で既にマルグル-シュベルバーが｢ユダヤ･アンソロジー｣構想に

言及していること､また｢ルーマニア･ユダヤ人のドイツ文学集編集｣に協力を求め､作

品の送付を依頼するマルグル-シュベルバーの回状の手書き原稿が遺稿中に存在すること

を挙げている｡ 12)しかし､ 1931年の段階ではマルグル-シュベルバーの｢ユダヤ･アンソ

ロジー｣構想はブコヴィナという地域に限定されたものではなく､言語に関わらず｢ユダ

ヤ精神のあらゆる偉大な文学｣の収集を図ったものだった｡また回状の手書き原稿には日

付がない｡グッの挙げる事実は､ヴィヒナ-およびヴィ-スナ-の主張と必ずしも矛盾す

るわけではなく､強力な反証とはなっていないが､かといってヴィヒナ-たちの主張に関

しても資料不足であることは否めない｡また彼らが提示している資料に基づいても､確か

に当初はクルークが関与していたにせよ､企画が動き出した直後からマルグル-シュベル

バーは大きくそれに関与していたと思われる｡前述した1832年8月5日付のマルグル-

シュベルバー宛書簡でキットナ-は｢アンソロジーについて､最新の情報をお伝えしてお

きたいと思いますので､手紙を差し上げる次第です｣と述べ､ ｢お勧めに従い､私の方で､

ラウア一､キッパー博士､ザウル･ヴァルツァーの諸氏およびホリンガ一､ヤスロヴィッ

ツ､ヴィンチェントのご婦人方にご依頼致しましたところ｣ 13)と､報告を始めている｡ア

ウスレンダーが6月6日付でマルグル-シュベルバーに新たなアンソロジーの企画を報告

して間もなく､当該アンソロジーの企画と発案に大きく関わったキットナ-がマルグル-

シュベルバーに助言を仰ぎ､またその人脈を頼って実際の準備作業に参与することを依頼

したと思われる｡また､ 1932年初秋の時点ですでに､企画の実現にとってマルグル-シュ

ベルバーが果たしている役割の重みは､キットナ一にとどまらず､この企画に関与したプ
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コヴィナの詩人たちにとって､共通の認識であった0 1932年9月24日付マルグル-シュ

ベルバー宛書簡においてキットナ-は､アンソロジーの準備状況について詳細に報告し､

声をかけた詩人たちからの返書を同封してマルグル-シュベルバーに送付している｡ 14)同

書簡に同封されているウィーンのブルームからの9月20日付キットナ-宛葉書には､ ｢昨

日､ラウア-博士とお話ししました｡博士はいささかご懸念をお持ちですが､アンソロジ

ーには提言や原稿を寄せてご協力くださるとのことです｡シュベルバー博士にお願いして､

ラウア-博士に手紙を書いていただきたいと思います.｣ 15)とある｡しかしこの段階で､マ

ルグル-シュベルバーがアンソロジーの性格付けをどのように考えていたかは不明である｡

それと関連して､クルークが当初の段階で果たしていた役割についてもまだ解明されてお

らず､またキットナ-とマルグル-シュベルバーとの間で､この件に関して初期の段階で

どのようなやりとりがあったのか等もいまだ不明な点が多い｡ドイツ系のクルークが関わ

っている限り､アンソロジーがユダヤ系詩人に特化されたものとして構想されたとは思え

ず､どの時点から企画がクルークの手を離れ､またユダヤ系詩人の作品を所収したものと

して構想されていたのかをも確認する必要があるが､そのためには資料の不足が大きな障

害となっている｡今後のさらなる資料発掘をまちたい｡

発端はどうであったにせよ､キットナ-が企画の早期段階からマルグル-シュベルバー

と連絡を取り合い､その積極的関与を促したこと､またマルグル-シュベルバーの側でも､

この企画に情熱を傾けたことは間違いない｡しかし､その道筋は平坦なものではなかった｡

マルグル-シュベルバーの遺稿から発見された彼宛のキットナ-書簡を見る限り､キット

ナ-は企画を立ち上げたわずか数ヶ月後には当時勤めていた｢タ-ク(DerTag)｣紙の仕事

に忙殺され､マルグル-シュベルバー-の連絡も間遠になってしまう｡ 1932年11月21

日付書簡は｢私の多大な自由時間を『タ-ク』紙の犠牲にするよう強いられるようになっ

てからというもの､お便りを差し上げることも全く出来なくなりました｡今も､ほんのわ

ずかな時間しかありませんので､ごく手短で失礼致します｣ 16)と始まり､アンソロジーに

はもはや触れられていない｡その後約2年半は､ 1通のマルグル-シュベルバー宛葉書し

か残っていない｡しかし､この間もマルグル-シュベルバーは企画を諦めなかったようで

ある｡というのも､キットナ-は1935年4月14日付の書簡で､マルグル-シュベルバー

に次のように書き送っているからである｡ ｢友人のゼ-ガルが､フックス博士を介してだそ

うですが､耳にしたところでは､ブコヴィナ拝情詩のアンソロジーを出版しようと大真面

目に考えていらっしゃるとか｡それどころかもう後援者も見つけられたというではありま

せんか｡それはしかるべき事実ですか｡それとも噂にすぎないのでしょうか｡｣ 17)マルグル

-シュベルバーの返書は残されていないが､彼らはこの後､本格的にアンソロジーの準備

作業に取りかかる｡キットナ一にとってその契機となったのは､同年刊行されたジーベン

ビュルゲンのドイツ語詩人たちによるアンソロジー『故郷の心』だった｡ 1935年7月27

日付消印の書簡でキットナ-はマルグル-シュベルバーに次のように書き送っている｡ ｢腹

蔵なく申し上げれば､ジーベンビュルゲンのアンソロジーには全体に失望しました｡大多
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数の詩はたしかに形式に精通していることを物語ってはいますが､強い内的体験の究極で

最も深い表現を示すというよりは､なにか強いられたものが､冷淡に､かつしばしば苦労

の末に組み立てられたものがそこにはあります｡バルトやツイリヒ､フォルベルト等の相

当数の作品は例外ですが｡ブコヴイナの拝情詩集の方がはるかに多く､より良いものを提

示できるだろうと私は固く確信しております｡ (略)そういう次第で､このアンソロジーを

読んでまず何よりも､ブコヴイナ詩集の計画に-もっときちんと目標を定めた効果的な

やり方で-もう一度取り組みたいという気持ちが目覚めました｡｣ 18)この後､翌1936年

4月まで､キットナ-はマルグル-シュベルバー宛に書簡でアンソロジーの準備状況を報

告し､また情報を求めている｡この間に二人の関係は非常に親密なものとなった｡ 1935

年9月1日付の書簡からキットナ-は､ 9歳年上のマルグル-シュベルバーを親称で呼び

かけている｡

マルグル-シュベルバーがどのような意図をもってこの企画に臨み､どのような詩人に

どのような働きかけを行ったのか等については次章に譲るとして､この企画を挫折に導い

た最大の実際的要因である､出版元の拒否について触れたい｡マルグル-シュベルバーが

最も期待していたのはドイツでの出版だった.前述した日付のない回状や手書き原稿には､

｢本企画のアンソロジーはドイツの一流ユダヤ系出版社から刊行される予定です｣ 19)と書

かれている｡しかし､この希望はブコヴィナの辺境性､拝情詩という文学形式自体が直面

していた市場の無関心に加え､ヒトラーの政権奪取以後一層激しさを増す反ユダヤ主義に

よりついに実現することはない｡マルグル-シュベルバーは､ベルリンにあった当時有数

のユダヤ系出版社ショッケン出版社にこの希望を託したが､原稿審査係モーリッツ･シュ

ピッツァ-(Moritz Spit2ier)は1937年1月17日付で次のような問題点を指摘している.

もちろん貴殿の詩集は大変興味深く存じますし､詩作する東方ユダヤ人に対する内的

抵抗や偏見に立ち向かっていかねばならないとお書きのことは､少なくとも弊社には

当たりません｡

弊社での貴殿の詩集出版の可能性に関しては､根本的に構成に重大な問題が認めら

れることをむろん申し上げないわけにはまいりません｡進か離れた､ドイツではない

国に帰属していることを共通点としているユダヤ人たちのドイツ詩のアンソロジーを

当地で印刷に伏す正当な理由づけができないのです｡ 20)

この見解に対するマルグル-シュベルバーの書簡は公刊されていないが､シュピッツアー

がベルリンでひしひしと感じていた反ユダヤ主義の圧力を跳ね返すだけの｢正当な理由づ

け｣を提示するのは困難であったろう｡しかしそれにも関わらず､シュピッツアーは簡単

にこの企画を切り捨て､原稿を返却することもしていない｡同年7月11日付の書簡でシ

ュピッツァーは次のように書いている｡
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詩集『ぶな』を私はその間にしばしば手に取り､拝読致しました｡実に数多くの才能

が(個別の場合には､賑やかすぎるほどの才能が)眠っていることは見誤りようもあ

りません｡しかしそれでどうできるのか､私にはまだ分かりかねております｡

これまでもし貴殿にそのことでお手解を差し上げなかったとするならば､あっさり

ノーと言う決心がつきかねたからです｡しかしイエスというには見通しがつかないこ

とも付言しておかなければなりません｡ 21)

しかし､ヒトラー政権による反ユダヤ主義政策は着々とショッケン出版社をも含めてユダ

ヤ系出版社を脅かしていた｡ショッケン出版社は､ 1937年夏より｢ユダヤ出版社(Jtidischer

Buchverlag)｣と名乗ることを強要され､そして1938年12月のユダヤ系出版社および書

店の即時閉鎖命令により閉鎖を余儀なくされる｡それにより､マルグル-シュベルバーの

抱いていた最大の希望も実現不能となった｡遺稿中には､ 1938年12月9日付ショッケン

出版社文書課の書簡が残されている｡

弊社では現在片づけ作業を行っており､原稿整理の際に､貴殿の詩集『ぶな』も入手

致しました｡

情勢の変化により出版はもはや問題外となりましたので､同便で書留にて､原稿を

ご返却申し上げます｡ 22)

だが､マルグル-シュベルバーもキットナ-もこのアンソロジーの企画を完全には諦め

ていない｡ 1939年2月25日付でキットナ-はマルグル-シュベルバーに､ローゼンクラ

ンツとアンソロジー-の参加を再度要請して､拒否された旨を報告している｡ 23)また､ 3

通りある稿本のひとつに､ツェランの詩が収められているのも､彼らの企画が継続してい

た証左である｡ 1920年生まれのツェランがマルグル-シュベルバーと知り合うのは第二次

世界大戦後だった｡マルグル-シュベルバーはすでに1940年にブカレストに移住してお

り､ツェランは第二次世界大戦後にブコヴイナがルーマニアとウクライナに分断され､チ

ェルノヴイツツがウクライナ領となった後､ 1945年にブカレストに移っている｡マルグル

=シュベルバーは面識がなかったにもかかわらず､住まいが見つかるまでツェランを自宅

に暖かく迎え入れた｡ 24)若いツェランの詩的才能を高く評価したマルグル-シュベルバー

は､アンソロジーの草稿にツェランの作品を加え､いつの日か出版できることを期したの

である｡

3　多重的周縁化と錯綜するアイデンティティ

既述のように､『ぶな』の企画にマルグル-シュベルバーが関わっていく経緯については､

今後解明されるべき点が多い｡しかし彼は少なくとも企画が持ち上がって間もない1932
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年8月にはすでに､助言を行うに加えて､その豊富な人脈と優れた人望ゆえに実際の準備

作業にも大きく参与していた｡とりわけ1935年夏以降は､キットナ-と協力しつつ､ブ

コヴィナ在住にとどまらず､ブコヴィナの出身ではあるが､故郷を離れてウィーンやベル

リン等ドイツ語文化圏の中心地で生活していた詩人たちにも積極的にアンソロジー-の参

加を呼びかけたことが､残された資料から裏付けられる｡その応答を見ていく前に､マル

グル-シュベルバーがいかなる状況認識のもとに､この企画に関わる決意をしたのか､見

ていきたい｡

マルグル-シュベルバーの遺稿中に､日付の記されていない講演の手稿｢ブコヴィナの

ユダヤ系文学(Jiidische Dichtung in der Bukowina)｣が残されている｡この講演でマルグ

ル-シュベルバーは､ ｢ブコヴィナのユダヤ系文学のアンソロジー｣を｢私と私の友人アル

フレート･キットナ-とで準備｣していると述べ､そのために収集した｢当地の創造的な

ユダヤ人の生活の文学的証言に関して保存に値すると判断してよいであろうもの｣ 25)のな

かから､何篇か紹介するとしている｡前章で触れた企画の発端を考え合わせれば､この講

演草稿は少なくとも1932年8月以降に書かれたものであろう｡この草稿で注目すべきは､

マルグル-シュベルバーが､ブコヴィナで展開しているドイツ語による詩作活動をその主

たる担い手たちの出自を強調した｢ブコヴィナのユダヤ系文学｣という概念によって括り､

｢ヨーロッパの著作の全体像と際だって異なっていて自立的であり､歴史的に生成し､組

織的に成長した個別現象｣ 26)として提示しようとしている点である｡ルーマニア額となっ

た後も､ブコヴィナでは文学という文化的および言語的アイデンティティに基づく営為に

おいては､ドイツ系かユダヤ系かの出自の違いは大きな役割を果たしてはいなかった｡既

述のように､ 1932年の『ぶな草紙』では､ドイツ系に加えてユダヤ系詩人たちの作品が所

収されている｡またルーマニア領内のマイノリティという運命を共にするようになったこ

とで､ブコヴィナの詩人たちは出自を問わず､ジーベンビュルゲンのドイツ系詩人たちと

も､交流を深めていた｡ 27)キットナ-は後年､あるシンポジウムでの討論中に｢一般にブ

コヴィナのドイツ文学のユダヤ的要素は少し誇張されています｡それはホロコーストの体

験によって始めて露出したのです｡ユダヤ人たちは実は､迫害によって自らのユダヤ意識

に目覚めたのです｡彼らは王朝精神の中で育ちました｡骨の髄まで黒と黄です｡｣ 28)と述べ

ている｡マルグル-シュベルバーがブコヴィナのユダヤ系ドイツ語詩人たちの詩的営為を､

｢ユダヤ系｣という出自を前面に出した形で提示しようとする背景には､ドイツでのヒト

ラーによる政権奪取と時機を同じくして､ルーマニアにもナチズムの思想が拡がり､反ユ

ダヤ主義の圧力がドイツ系住民とユダヤ系住民との間に緊張をもたらすようになる経緯が

あると推測される｡そしてこのような危機意識を踏まえ､マルグル-シュベルバーはさら

に､この｢個別現象｣としての｢ブコヴィナのユダヤ系文学｣を取り巻いている状況を｢四

重の悲劇｣として提示している｡

第-に､その担い手たちは､ある時代に詩人であるということです｡つまり婦人帽子
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店のショーウインドーの前で妻が､あの帽子を買ってちょうだい､まるで詩のようだ

から､と頼むと､夫が軽くあしらうように肩をすくめ､ ｢でもねえお前､このご時世で

誰が詩を買うっていうんだい｣と答えるというジョークが語っているような時代に､

です｡第二に､これらの詩人たちはユダヤ人です｡つまり､非ユダヤ人の人々はこれ

らの詩人たちと一切関わりを持とうとしないのです｡ (略)そして､ユダヤ人たちのも

とにユダヤの詩を持って行くと､自分たちにはこのご時世で別の心配事があるのだ､

と彼らは説明するのです｡第三に､ブコヴィナのユダヤ系詩人たちは圧倒的多数が｢ド

イツ語｣で書いており､このことは､ドイツに住んでいるユダヤ系詩人たちに対して

も､その祖先が数百年にわたって彼の地に住んでいたというのに､ドイツ語で詩作す

る資格を有する権利を認めようとしない時代にあっては､特に悲劇的な事態なのです｡

ですからさて､固く結束した一群の東方ユダヤ人でかつドイツ語で書く詩人たちが現

れてくることが､どのような感情で迎えられるか思い浮かべて頂きたいのです｡ブコ

ヴィナのユダヤ系詩人たちの､第四の､そして最も本質的な悲劇は､彼らがまさにか

の｢ブコヴィナ｣に住んでいるということにあります｡そこには彼らに対する反響も

なければ､読者もいない､出版社もなければ､定期刊行物により広く読まれる可能性

もない､雑誌もない｡あるのは日刊紙ばかりで､法廷報告や地方ではお定まりの､そ

の時々に話題になっている日々のくだらない話が非常に大きな役割を果たしているの

で､決定権を持つ編集者たちはまず通例やる気をなくしていて､当地のユダヤ人作家

の詩など掲載しないのです｡ 29)

文学､とりわけ拝情詩そのもの-の関心の低下､ユダヤ系という出自による民族的あるい

は宗教的アイデンティティとドイツ語という言語によるアイデンティティとの多層的共存

を､ドイツ人側からもユダヤ人側からも認知してもらえないジレンマ､とりわけドイツ人

側から向けられている激しい反ユダヤ的感情､加えてブコヴィナの辺境性と文化水準の低

さ｡こういったすべての要素が複合的に作用し合っている閉塞状況を指摘した後､マルグ

ル-シュベルバーはこう結論づける｡ ｢これらの不利な時代状況にもかかわらずなお存続し

生き生きと発展し続けているかの非常に貴重なユダヤ系文学は､ (略)知られていないも同

然なのであり､またすでに冒頭で皆様にお話ししましたように､そして誰が見るところで

も､滅亡-とゆだねられているのです｡｣ 30)この深刻な危機の認識を踏まえてマルグル-シ

ュベルバーは自らの決意を披渥する｡ ｢私個人と致しまして､少なくとも貴重な文学のうち

既にある手持ちのものだけでも救い出し保存しておくために､私の力でできる限りのこと

をしようと決意致しております｡｣31)マルグル-シュベルバーがアンソロジーの編集と出版

に情熱を傾ける背景には､迫り来るルーマニア化と反ユダヤ主義の波のなかで､ユダヤ系

住民が主導的役割を果たしつつドイツ語ドイツ文化を発展させていったブコヴィナの文化

的風土が失われ､さらにはブコヴィナのユダヤ系ドイツ語詩人たちの作品も認知されない

まま永遠の忘却という運命を辿るのではないか､という強い危機感があった｡果たして不
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幸にもマルグル-シュベルバーの危快は彼の想像を超えた形で現実のものとなり､ナチ政

権と同盟関係を結んだアントネスク政権による苛酷なユダヤ人迫害に直面するのである｡

以上のような危機意識に基づくアンソロジーの構想は､アンソロジー-の参加を呼びか

けるマルグル-シュベルバーの回状の手稿とも共通する｡

拝啓

本年晩秋に向け､ルーマニア･ユダヤ人のドイツ詩集の編集準備にあたっている文

学愛好者グループの依頼により､貴殿のしかるべきご助言と親切なご協力を賜り､こ

の企画をご支持いただけますようお願いすべく､お便りを差し上げる次第です｡

本企画のアンソロジーは､ドイツの一流ユダヤ系出版社より刊行される予定です｡

いずれに致しましても､極めて広範なドイツ詩愛好者たちから注目と認知を得るべく､

所収される原稿の水準や刊行物としての立派な意匠に､配慮致す所存です｡ 32)

この回状の手稿には日付がなく､成立した時期を細かく特定することはできないが､少な

くとも｢ルーマニア･ユダヤ人のドイツ詩集｣､すなわちユダヤ系詩人の出自を中核に据え

たアンソロジーが構想されていることは看取できる｡クルークの関与していた当初の企画

段階から､どの時点でアンソロジーの構想が詩人の出自をユダヤ系に限定したものとなっ

たのかは現在まだ特定しえないが､遅くとも1935年7月の段階では､すでにこのような

構想となっていた.天折したユダヤ系詩人クービ･ヴオール(Kubi Wohl, 1911･1935)は

1935年7月25日付でマルグル-シュベルバーに次のように書き送っている｡

7月21日付のお葉書を受け取り､私のことを念頭においてくださったことを大変嬉

しく存じます｡アンソロジーを編集するというご計画が幸運を得られますよう衷心か

らお祈りしております｡三重の意味で､心からです､なぜならそれは(ルーマニア領)

｢ブコヴィナ｣の｢ドイツ語で｣詩作する｢ユダヤ系詩人たち｣のアンソロジーとな

るでしょうから｡素晴らしい!この相異なる三つのものが才能ある人間のなかで互い

に溶け合い､調和的に一体化していることが証明されますように! 33)

ヴオールは､マルグル-シュベルバーの構想に内在する困難な要素を即座に見抜きなが

らも､構想自体やその意義に対する理解と賛同を示し､それを踏まえて､アンソロジーに

所収されるべき自作について具体的な検討に入っている｡しかし､マルグル-シュベルバ

ーの構想は､常にヴオールのような肯定的反応で迎えられたわけではない｡なぜならまさ

にヴォ-ルが指摘した｢相異なる三つのもの｣を自らのアイデンティティといかに結びつ

けて考えるかという点において､まさに当該のユダヤ系ドイツ語詩人たち自身がおのおの

相異なる状況の下で相異なる理解をしており､見解の相違を乗り越えて､彼らを一つのカ

テゴリーに包み込むことは困難だったからである｡例えば､ウィーンを中心に作家および
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編集者として活躍していたヴイクトール･ヴイツトナー(Victor Wittner･ 1896･1949)は､

1935年9月あるいはその少し前に書かれたと推測される葉書で､次のようにアンソロジ

ー-の参加を断っている｡

残念ながら私は､根本的な理由により貴殿の詩集に寄稿できません｡なぜなら私は詩

作を行いつつ､自分をドイツ詩人と感じており､ルーマニア人だとか､ユダヤ人ある

いはルーマニア･ユダヤ人であるとは思わないからです｡私はごく最近のイデオロギ

ーに従うのは好みません､なぜなら私は､正反対に､ ｢言語｣こそが帰属やあるいは分

類を定めていると確信しているからです｡なかんずく執筆活動をする人間の場合はそ

うです｡ 34)

ヴィットナーは､何よりもまず､ドイツ語を話しているがゆえに自分は｢ドイツ人｣であ

るという言語的文化的アイデンティティを前面に出す.ウィーン在住のヴィットナーにと

って､出身地が現在ルーマニア額であるからといって｢ルーマニア人｣という政治的アイ

デンティティを標梼することは大いに違和感を伴うことであり､またユダヤ人という血統

主義的ならびに宗教的に理解された民族主義的分類は､何よりも､ナチズムという人種差

別的かつ反ユダヤ主義的な｢ごく最近のイデオロギーに従う｣ことだった｡ヴイツトナー

が自らのアイデンティティを考える場合最も重視したのは､ドイツ語詩人としての現在の

自分が依拠している言語は何かという点であり､またそのような言語的アイデンティティ

の保持は､彼なりのナチズム-の抵抗を意味していたのである｡前述の葉書に引き続いて

送付されたと思われる1935年9月26日消印のマルグル-シュベルバー宛葉書で､ヴィッ

トナーは重ねて自らの立場を説明している｡ ｢つまりルーマニア語で書く者はルーマニア語

で考え､ドイツ語で書く者はドイツ語で考えます｡ 『言語』が思想家や詩人を作るが故に､

これが私の確信なのです｡それゆえに私の決断もあるのです｡｣ 35)そのしばらく後にもマル

グル=シュベルバーは､友人でウィーン在住のアインホルンを通じて重ねてヴィットナー

に協力を働きかけたが､アインホルンは1937年1月15日付で､ ｢ヴィクトール･ヴイツ

トナーも､自分はドイツの詩人であって､ヒトラーの人種理論に追随することはできない

といって､協力を断ってきた｡僕がどんなに頼んでも論拠を示しても､それにシャツファ

ー博士が取りなしてくれても､だめだった｡｣と報告している｡ 36)

また現実の問題としても､ウィーンやベルリン等､いわゆる｢酉｣で活動するユダヤ系

詩人たちとの連帯を模索するには大きな困難が立ちはだかっていた｡ ｢西｣の都会で一定の

社会的地位を得た詩人たちにとって､ブコヴィナという辺境は必ずしも誇らしく語れる出

身地ではなく､それに加えて反ユダヤ主義の吹き荒れる中で､ユダヤ系という出自を前面

に出したアンソロジー-の参加の呼びかけは､しばしば懐疑的ないしは否定的反応をよん

だ｡詩人であり､またウィーンの証券取引所でしかるべき地位を占めていたラウア-は､

ァンソロジー-の協力を約しつつも､マルグル-シュベルバーに次のように直言している｡
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戦争という区切りはあまりにも仮借なく､戦争により一種の文学的ディアスポラを

経験した人々の運命は実に多種多様で､その運命を与えられた人は誰でも自らこの

運命を担い､ひとりで耐えなければなりません｡戦争勃発の際に20歳位だった世

代のブコヴィナ人はたいてい､そうでなくとも孤独でなんとはなしに失意の内にあ

ります｡しかし､名をなした数名の者は､昔の故郷のことで異議を申し立てられる

と言い逃れをするでしょうし､きっと同意はしないことでしょう｡共通の出生地を

持つという事実だけで一括りにして､失われたものをすべて一冊のアンソロジーに

再びまとめ上げることは､この本の正当性を理由づけることにはなりません｡それ

どころかおそらく不均衡きわまりない像ができあがってしまうことでしょう｡拝情

詩集というものは､通常は､独自の方法で語るべき独自のものを持ち合わせている

と信じているあるグループやなんらかのサークルによって､しかしほとんどつねに

若い人々によって刊行されるものです｡それこそが貴殿のアンソロジーにとって正

しい目標であると愚考いたします｡戦後のブコヴィナにおいて言語を用いた創造的

活動を行っている者たちを､つまり耳を傾けてもらいたいと願っている若い人々を

まとめて頂きたいのです｡ 37)

しかし､ラウア-はマルグル-シュベルバーがいかなる危機感と使命感からアンソロジー

の構想に取り組んでいるかを理解していた｡同書簡でラウア-は｢われわれブコヴィナ人

の身の上に奇妙な運命がつきまとっていること､そしてわれわれが自分自身や自分たちの

作品を失うのは実に容易であるという点で､貴殿のおっしゃることはその通りだと存じま

す｡貴殿はだからおそらく､後世に(あるいは単に後世の研究室に､なのでしょうか｡)ブ

コヴィナ人がこの二､三十年の間にドイツ語で創作したもののうち､最良の作品を選び出

したものを保存させようとしておられるのでしょう｣ 38)と述べている｡ラウア-は最終的

にアンソロジー-の参加と協力に同意し､ 39)3通り遺された草稿のいずれにも､作品が所

収されている｡しかし､詩作活動と平行して別の職を持っていたラウア-とは異なり､職

業作家として活動するものにとって､1930年代後半にユダヤ系の出自を公然と表明するこ

とは､あまりにも大きな危険を伴っていた｡ 1937年1月15日付でウィーンのアインホル

ンはマルグル-シュベルバーに､親しい友に宛てたがゆえの直裁さで､こう報告している｡

｢有り難いことにカルマ-の奴､あの憎たらしい､つまり相変わらずの詐欺師め､自分の

作品で生活している作家として自分がユダヤ人だと公言できない､そうしなければ自分の

本をドイツで売ることは出来なくなるだろうから､という理由で協力を断ってきた｡｣ 40)

反ユダヤ主義が席巻するドイツ語圏の｢中央｣で､ ｢ユダヤ系｣という出自と｢ドイツ語作

家｣としての可能性との両立が困軒な状況の中､故郷に対する思いだけでr(ルーマニア額)

『ブコヴィナ』の『ドイツ語で』詩作する『ユダヤ系詩人たち』｣ 41)の一人として名乗りを

上げることは､実に困難な決断だったのである｡
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また､この｢相異なる三つのもの｣を自らのアイデンティティといかに結びつけて考え､

表明するかという点では､ブコヴィナ在住の詩人たちのなかでも相異なる立場があった｡

とりわけローゼンクランツは､ヴィットナーと同様､詩人として何よりも言語的アイデン

ティティを重視する立場を貫いた｡しかも彼はヴィットナーに比べ､より直裁に｢ドイツ

文化｣の担い手の一人としての自負と権利を主張し､ ｢ユダヤ系詩人｣として作品を発表す

ることを拒否している｡ 1935年7月15日付マルグル-シュベルバー宛書簡で彼は次のよ

うに書いている｡

本月12日付のお手耕溝)りがとうございますo　ショッケン出版社を通して公刊が期

待できるので私の詩をヴィトコプ教授とカール･ヴォルフスケールに送るようにとい

うお申し出ですが､残念ながらお受けすることができません｡ (略)

私は自分をドイツの詩人であると感じておりますし､私の精神的立場や人間的姿勢

により､全ドイツ民族に対して語りかける権利があります｡あるいは-その権利が私

に与えられないのであれば-､自分の部屋に引きこもり､静かに仕事を続け､私のと

きが来るまで待つ権利があります｡

(略)ドイツは､つまりドイツの目覚めているものは､ドイツ魂は､と申し上げた

いのですが､私がそれらを待ちわびているのと同様､私のことをも待ってくれている

のです｡それに対して私に､お前はユダヤ人ではないか､と文句を言い､そのことに

ついて意地悪く考える者には私の仕事を示してやりましょう｡ (略)私は1935年にル

ーマニアにいて､自分はドイツという国もドイツの人々もこれまでこの眼でみたこと

はほとんどないし､私の父や祖父もそうではなかったと申し立てることができます｡

でもドイツのために働き､苦悩していますし､それは父や祖父もすでにそうだったの

です｡私はユダヤ人です｡そのことを私は誇りを持って認めますが､自分のドイツ性

(DeutSehtum)に思い煩うこともありません｡というのも､ユダヤ人の多様な民族像の

なかには､プロイセン人やあるいはシレジア人と同様にドイツ人と当然名乗ってよい

系統の人間が少なくとも一定人数いるからです｡

しかし私は､我が民族同胞について(von meinen VolksgenoSSen)語るつもりはあり

ませんでした｡ただ自分についてだけのつもりだったのです｡そうせよとこの剃邪が

私に命じています｡そして剃那に従うことで､私はドイツ詩の命令下にありますし､

自分を空間的にも､おそらく歴史上も最も遠い前哨にいるドイツ詩の-兵卒であると

感じているのです｡

シュベルバー様､私は仕事をして待つ決意です｡判断というものは偏見より力が

あり､長く命脈を保ちます｡今日までドイツ精神の歴史では変わらす-ルマン･ロー

トはユリウス･シュトライヒヤーに勝利を収めています｡つまり混じりけなしのドイ

ツ精神の持ち主でありこのジーベンビュルゲンの弁護士なら､彼の偉大な祖先である

かのゴットハルト･エフライム･レッシング同様に今日でも自分を貫くだろうと確信
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しております｡さしあたりはそれで充分です｡ (略)読者も名声も私には必要ではあり

ません｡ドイツ詩と私に対する正義を求めるのみです｡ 42)

ローゼンクランツの言説からは､ブコゲイナの同化ユダヤ人が持つドイツ語およびドイツ

文化-の信頼がいかに深いものでありえたかを如実に看取することができる｡ドイツ語圏

における同化ユダヤ人が､同化の過程で大きな役割を果たした啓蒙思想を通じて､ ｢ドイツ

文化｣や｢ドイツ精神｣を普遍的価値に立脚するものとして多大な信頼を寄せる傾向にあ

ったことは一般に指摘されている｡ 43)ブコヴイナのユダヤ系住民は､ハブスプルク帝国の

ドイツ化政策の恩恵をこの地域の諸民族のなかでもっとも享受したという歴史的経緯があ

り､また､その地理的距離が｢ドイツ文化｣や｢ドイツ精神｣の理想化を招く傾向にあっ

た｡また辺境にあってドイツやオーストリアのナチズムによる反ユダヤ主義の嵐を直接体

験することが一呼吸遅れたことも､ローゼンクランツが自らのドイツ語文化圏-の帰属性

を揺るがぬ確信をもって語ることにつながった｡彼は､当時交流のあったジーベンビュル

ゲンのドイツ系文芸批評家ロートとの連帯を語り､ナチの反ユダヤ主義プロパガンダ最大

の立役者シュトライヒヤーを引き合いに出す｡ローゼンクランツは｢ドイツ精神｣をレッ

シング流の普遍的人間性-の信頼に基づくものとして理解しており､そのようなものとし

ての｢ドイツ精神｣ -の信仰告白は､同時にその担い手の一人としての自身の権利表明を

も意味していた｡もっとも間もなく､ロートとの連帯は一方通行の思いであったことをロ

ーゼンクランツは認知する｡同年10月6日付で彼はマルグル-シュベルバーに､ ｢ニュー

スですか｡かなりたくさんありますo特に､文字の一つ一つにナチ･ドイツ野郎流の実に

いかさまで居丈高な卑劣さが満ちあふれているロートの長い手紙などは｣ 44)と書き送って

いる｡しかし､それでもなおローゼンクランツは､少なくとも自らの｢ドイツ性｣に関す

る確信とそれにもとづくアンソロジー構想-の態度を変えることはなかった｡ 1939年2

月25日付でキットナ-はマルグル-シュベルバーに｢ローゼンクランツとアンソロジー

への参加について話しましたが､残念ながら､彼が頑として以前からの立場に固執してい

ることを認めざるをえませんでした｣ 45)と報告している｡遺されたアンソロジーの草稿に

も､ローゼンクランツの作品は所収されていない｡ローゼンクランツは｢ドイツ精神｣に

内在するはずの普遍的人間性に自らの運命を託し､ ｢ドイツ語詩人｣であることを貫くこと

で､逆説的ながら､最もラジカルにブコヴィナの同化ユダヤ人の文化アイデンティティを

体現しているのである｡

以上のように､ブコヴイナのユダヤ系詩人たちはドイツ語圏の辺境にあってルーマニア

化と反ユダヤ主義の圧力に抗しつつ､多重的周縁化を迫られた｡それは､この地域のドイ

ツ語文学の存亡をかけた闘いでもあり､また個々の詩人に対しては､ ｢ルーマニア｣領出身

の｢ドイツ語で｣書く｢ユダヤ系｣詩人であるという自らの人生を､何に立脚して理解す

るべきなのか､という問いを彼らに突きつけることになった｡そのような困難な状況のな

かで､この地域のユダヤ系ドイツ語文学を､せめて後の世代の記憶のために残そうとする
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試みが『ぶな』だった｡マルグル-シュベルバーたちの努力は確かに､出版という形で結

実することはなかった｡しかし､ブコヴイナのユダヤ系ドイツ語文学を後世に残したいと

いう願いは､彼らが第二次世界大戦中の苛酷なユダヤ人迫害を生き延び､戦後のディアス

ポラの中でもドイツ語による詩作を手放さなかったことで､果たされた｡今､ブコヴイナ

という文化地域は､そこから生まれた多くの詩人たちとともに､着実に認知されつつある

のである｡

【注】

1)例えば首都チェルノヴィッツの市長は1905年から1918年まで､数ヶ月のドイツ系市

長による統治期間をのぞいて､二代にわたりユダヤ系だった｡拙稿｢ルーマニア統治

下におけるブコヴイナ文学の変容｣ (オーストリア文学研究会『オーストリア文学』第

19号､ 2003年､ 24･31頁)､特に25頁参照｡

2)上掲拙稿｢ルーマニア統治下におけるブコヴィナ文学の変容｣ (注1)および同｢ルー

マニア化政策とブコヴィナ文学の変容｣ (平成13-14年度科学研究費補助金(基盤研

究(C)(2))研究成果報告書『多言語社会における言語戦争とその文化的意味』 22･30

頁所収)参照｡

3)拙稿｢ルーマニア化政策とブコヴイナ文学の変容｣ (注2) 24･26貢参照｡

4)この傾向は19世紀末にはすでに見られた｡ 1897年にチェルノヴィッツで設立された

｢ドイツ･キリスト教徒同盟｣はドイツ系の都市住民を中心に拡大し､ 10年間で1万人

以上の会員を集めている. Vgl. Mariana Hausleitner, Die Ru桝伽isierung der Bukowina･

Die Dwchset2-g des natt･onalstaatlt'chen Anspruchs Grossrumaniens 1 918-1944, M也nchen

(Oldenbourg) 2001, S･ 70･

5)ブコヴイナと同時にルーマニア領となったジーベンビュルゲンでも､ 1935年にアン

ソロジー『故郷の心一詩集-(Herz dcr Heimat. Gedichte)』がルーマニア･ドイツ書籍

同好会編により-ルマンシュタット(現シビウ)で､また1937年にはほぼ同名のア

ンソロジー『故郷の心-ジーベンビュルゲンのドイツ拝情詩一merz der Heimat.

Deutsche Lyrik aus Siebenbargen)』がミュンヘンで刊行されている｡

6) h7 her Sprache der MOrder -Eine Literalur Pus Czemowt'tz, Bukowina-･ Ausstellungsbuch,

erarbeitetund hrsg. Yon Ernest Wiclmer und Herbert Wiesner, Berlin (Literaturhaus Berlin)

19952, S. 20ト205･

7) George Gutu, Die Buche - Zur Geschichte einerAnthologie･ In: Deutsche Regional-

literaturen in Rum励ien 1918-1944, hrsg･ Yon Peter Mot2an und Stefan Sienerth, M伽chen

(sBdostdeutsches Kulturwerk) 1997, S. 157.グッは『ぶな』の草稿に込められたマルグ

ル-シュベルバーの意図を明らかにし､ 1994年に公刊されたアンソロジー『滅び去

ったブコヴィナ文学Ⅳersunkene Dichtung der Bukowina)』と『ぶな』との連続性につ

いて論じている｡なお､グッは『ぶな』の草稿について､この論文より先に下記文
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献中で､その存在と概要を提示しているo Vgl. George Gutu, "Fadenins Nichts

gespamt"･ Deutschsprachige Literatu･ aus der Bukowina, (Hrsg. Klaus Werner),

Inse1-Verlag, Frankfurt am Main 199 1 ( 1 58 S.). In: ZeitschrlP der Germanisten Rumaniens.

Jg･ 1. H. I(1992), hrsg. Yon GesellschaR der Germanisten Rum盈niens, S. 98-99.

8)グッは各稿本につけられた国立文学館の資料番号を提示している｡全36S貢の稿本は

MLR25000-323､他の二つの稿本は共通してMLR25000-266とされている｡ Vgl. Gutu,

Die Buche (Ann.7), S.157.

9) Vgl. In derSprache derMbrder (Am. 6), S. 185.

I 0) Briefvon AuslanderanMargul-Sperber am 16.6.1932. In: Rose Auslanders BriefeanAl舟ed

Margu1-Sperber (193ト1939). h: Neue Literatur Jg.39 (1988) H. 8, S. 59. Auch in: In der

Sprache der Mayder (Ann. 6), S. 185-186.

1 1) Brief Yon KitheranMargul-Sperber am 5.8.1932. ln: In der Sprache der A必rder (Ann. 6),

S.187.

12) Vgl. Gutu, Die Buche (Ann.7), S.162-163.

13) Briefvon Kither an Margul-Sperberam5.8.1932. (Am. 1 1)

14) Brief Yon Kittner an Margul-Sperber am 24.9.1932. h: AIked Kittner - AIked Margul-

Sperber･ Der Briefbechsel (1932-1966), hrsg. Yon George Gutu. In: ZeitschrlP der

Germm2isten Rum伽iens. Jg.1.H. 1 (1992), S. 58,

15) Postkarte Yon KIara BIum an Kittneram20.9.1932, In: Kittner - MarguIISperber. Der Brief-

wechsel (1932-1966), (Ann.14), S. 58.

16) BriefvonKittner an Margul･Sperber am 21.ll.1932. In:Kittner - Margul-Sperber.

Der Brie知echSel (193211966), (Ann.14), S. 58.

17) Brief vonKittner an Margul-Sperber am 14.4.1935. In:Kittner - Margul･Sperber.

Der Brie蝕ech8el (1932･1966), (Ann.14), S. 59.

18) BriefvonKittner an Margul･Sperber am 27.7.1935. In:Kittner - Margul･Sperber.

Der BriefwechSel (1932-1966),仏nm.14), S. 60.

19) Rundschreiben Yon Margul-Sperber.(MLR25000･322/5)回状の草稿全文はグッの論

文中で翻刻されている｡ In: Gutu, Die Buehe仏nm.7), S.162.

20) Brief voa Moritz Spitzer an Margul-Sperber am 20.1.1937. In: Zn det Spmche der

Md'Zder(Ann. 6), S. 199.

21) Brief von Moritz Spitzer an Margul･Sperber am 9.12.1938. In: Zn dot Spmcbe dot

Ma'deT仏nm. 6), S. 199.

22) Briefvom Sekretariat des Schocken VerlagS an Margul･Sperber am 1.7.1937. In: ZD

detSpmcbe deTMa'qdeT仏nm. 6), S. 199.

24)ツェランは1947年12月にルーマニアを出国し､まずウィーンを目指すが､その際も

マルグル-シュベルバーはオットー･バージル宛の紹介状を書いている｡この点につ

-86-



いては､イスラエル･ハルフアン『パウル･ツェラーン　若き日の伝記』 (相原勝･北

彰訳)､未来社､ 1996年､ 277･178貢の訳注参照｡

25)Alfred Margul･Sperber, Jtidische Dichtung in der Bukowina. (MLR 25000･322/6･ 16)

In: Zn deTSpzube deTMdLtldez.仏nm. 6), S. 184.

26) Margul･Sperber, JtidiSChe Dichtunginder Bukowina仏血皿. 25), S. 183.

27) Ⅴgl. Stefan Sienerth,Alfred Margul-Sperbers KorrespondernZmit siebenbiirgiSCh･

sachSischen Autoren. In: StuBdeLZWeCbsel. NezLe RezISPehtlveD Zu Abed MazlgZLl･

SpeLlbeE Rose AuBIhdeE Paul CelaD, ZLZZLZ2aDuel WeJ'ssglas, hrsg. von Andrei

Corbea-Hoisie, George Gutu, Martin A. Hainz, Bukarest; Jasi; KonStanZ (Paideia;

Editura UniverSitatii; Hartung･Gorre) 2002, S. 79･93.

28) AlfredKittner, Spatentdeckung einer Literaturlandschaft. Die deutSChe Literatur

der Bukowina. In: Nachmf aul dL'e mLZZb'DJ'endeutsche LjtemtzLr, hrSg. VOA

WilhelmSolmS, Marburg (Hitzeroth) 1990, S. 202.

29) Margul･Sperber, JtidiSChe Dichtung in der Bukowina仏nm. 25), S. 183･184.

30) Margul･Sperber, Jtidische Dichtung in der Bukowina仏皿m. 25), S. 184.

31) Ebenda.

32) Rundschreiben von Margul･Sperber. In: Gutu, Die Buche仏nm.7), S.162.

33) Brief von Wohl an Margul･Sperber am 25. 7. 1935. In: Kubi Wohl - einfrnh･

verstummte Dichter - Stimme de卓 kampfenden proletariatS. Briefe anAlfred

Margul･Sperber und Gedichte aus den Nachla瓜, hrsg. vonAlfredKittner. In: NezLe

h'temtzLt. Jg.29 (1978) H. 4, S. 92.

34) PoStknrte von Wittner an Margu1-Sperber. In: Ill deT Spmche dez, Ma'ydey仏nm. 6),

S.189.

35) Postknrte von Wittner an Margul･Sperber am 26.9.1935. In: ZD dot SpLube dell

Md'dephnm. 6), S. 191.

36) Briefvon Einhorn an Margul･Sperber am 15.1.1937. In:血derSpLmbe deTM64ldeL･

仏nm. 6), S. 197.

37) Brief von Lauer an Margul･Sperber. In: ILL dez･ SpLlaChe Jet Ma'zdeT仏nm. 6), S.

188･189. Auch in: Gutu, Die Buche仏nm.7), S.168.本書簡もマルグル-シュベルバ

ーの遺稿中に収められていたが､ヴィヒナ一等とグッでは､この書簡の日付について

も､相異なる情報を提示している｡ヴィヒナ一等は1932年10月15日付としており､

グッは1935年10月15日付としている｡

38) Brief von Lauer an Margul･Sperber. (Ann. 37)

39) Vgl. Briefvon EinhornanMargul-Sperber am 15.1.1937.仏nm. 36)

40) Ebenda.

41) Briefvon Wohl all Margul-Sperber am 25. 7. 1935. (Ann. 33)
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42) Brief Yon Roscnkranz all Margul-Sperber am 15.7.1935. In: George Gu叫, "Und vor den

Fenster warten die Traume...u - Moses RosenkranZ'Briefean Alked Margul-Sperber. In:

Neue Literatur Jg.41 (1990) H. 3-4, S･ 163-164･

43)この点については､例えばジョージ･ L･モッセ『ユダヤ人の(ドイツ)一宗教と

民族をこえて-』 (三宅昭良訳､講談社､ 1996年)およびエンツオ･トラヴェルソ

『ユダヤ人とドイツー｢ユダヤ･ドイツの共生｣からアウシュヴィッツの記憶まで

-』 (宇京頼三訳､法政大学出版局､ 1996年)等を参照｡

44) Brief Yon RosenkranZanMargul-Sperberam6･10･1935･ In: Gu机,,Und vor den Fenster

warten die T憎ume …" (Am. 42), S. 169.

45) Brief Yon Kither an Margul-Sperber am 25･2･1939･ h: Kittner - MarguI-Sperber･ Der

Briefbechsel (1932-1966), (Am.14), S. 68･
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